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第5章　こガサワ古墳群

第1節　遺跡の概要
第2節　基本層序
第3節　遺構と遺物

1　第1区の遺構と遣物
（自　弥生時代

①　竪穴住居跡e

（2）古墳時代
（∋　竪穴住居跡

（3）平安時代
①　竪穴住居跡

②　土坑

（4）その他の遺構と遺物
（彰　掘立柱建物跡

②　土坑
2　第2区の遺構と遺物
（自　弥生時代
①　竪穴住居跡

（2）古墳時代
（∋　竪穴住居跡

②　土坑
（3）平安時代
①　竪穴住居跡

②　土坑
（4）その他の遺構と遺物
①　掘立柱建物跡
②　土坑

3　第3区の遺構と遺物
（1、）弥生時代
①　竪穴住居跡

（2）古墳時代
①　竪穴住居跡
②　古墳

（3）平安時代
①　竪穴住居跡
②　士坑

拍）その他の遺構と遺物
CD　掘立柱建物跡
②　土坑

4　遺構外出土遺物
第4節　まとめ
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ニガサワ古墳群

第5章　二ガサワ古墳群

第1節　遺跡の概要

こガサワ古墳群は，水戸市藤井町字十万原1117番地の1065他に所在している。常北町と接する水戸市の北部

で，藤井川と西田川に挟まれた舌状台地の東端，西田川右岸の標高40～44m前後の河岸段丘上に位置している。

調査面積は12，009dZで，調査前の現況は畑地及び山林である。当遺跡の北側には，谷津頭を挟んで二の沢A遺

跡及び二の沢B遺跡（古墳群）が位置している。また，東側にはニガサワ遺跡，南東側には十万原遺跡が隣接

している。ニガサワ遺跡は平成10年度に，十万原遺跡は平成11～13年度にかけて，当財団が発掘調査を実施し，

調査成果は既に報告されている。

当遺跡は，弥生時代から平安時代にかけての複合遺跡である。確認した遺構は，竪穴住居跡44軒（弥生時代

後期10軒，古墳時代中期29軒，平安時代5軒），古墳5基，掘立柱建物跡3棟，土坑54基である。古墳は，円

墳1基，前方後円墳4基である。主体部は，木棺直葬3基，横穴式木室1基，横穴式石室1基である。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に41箱出土した。住居跡や土坑から出土した主な遺物は，弥生

土器（広口壷），土師器（杯，高杯，高台付杯，器台，相，壷，賓，甑，手捏土器），須恵器（杯，高台付杯，

襲，甑），土製品（紡錘車，管状土錘，支脚），石製品（有孔円板，勾玉），石器（石鉄，砥石）等である。特

に，古墳時代の住居跡からは，S字状口縁台付嚢の破片が多い。古墳からは，須恵器（長頸瓶，横瓶，高盤），

緑粕陶器，鉄製品（直刀，刀子，轡，鉄鉱），土製品（土子玉）等が出土している。また，特異な形状の土器

として，嚢の体部と考えられる部位全体に，径3～4cmの円孔が廻っている須恵器多孔土器が，出土している。

第2節　基　本　層　序

調査区域の西端部（M9jl区）内にテストピットを設定し，基本土層の堆積状況を観察した（第291図）。耕

作のため撹乱が激しく，その深さは硯地表から1．2～1．6mにまで及んでいる。従って，場所により上層部の残

存状況はかなり異なっている。第4層中に今市一七本桜軽石層が確認できた。第11層は，赤城一鹿沼軽石層に相

当する。遺構の確認面は，第4～5層である。以下，テストピットの観察から層序を説明する。

第1層　ロームブロック中量と赤褐色粒子を少量含　42か－

む，厚さ30～65cmの黒色の耕作土である。

第2層　ローム粒子を微量含む黒褐色の層で，厚さ10

～20cmである。植物の腐食物と思われる黒色粒子を含む。

第3層　第2層よりわずかに明るい厚さ8～22cmの黒　41・0－

褐色層である。ローム粒子を少量含む。

第4層　黄白色粒子と赤色粒子を少量含み，厚さ5～

25cmの褐色層である。今市・七本桜軽石層と思われる。

第5層　厚さ4～10cmの褐色のハードローム層であ

る。今市・七本桜軽石及びローム小ブロックを，わずか

に含む。
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第291図　基本土層図

－　339　－



第6層　黄白色粒子を微量含む厚さ10～18cmの褐色のハードローム層である。

第7層　砂粒を少量含む厚さ10～20cmの褐色層である。第1黒色帯に該当する。

第8層　砂粒を微量含む厚さ25～38cmの明黄褐色層である。姶良Tn火山灰を含む層である。

第9層　砂粒を微量含む厚さ30～40cmのにぷい褐色層である。第2異色帯に該当する。

第10層　厚さ5～20cmのにぷい褐色層である。硬く締まっている。鹿沼軽石粒子をわずかに含んでいる。

第11層　厚さ25～30cmの黄褐色層である。鹿沼軽石粒子の単純層である。赤城e鹿沼軽石層に相当する。

第12層　第H層の間欠部に堆積した層である。厚さ20～30cmのにぷい褐色のローム層である。わずかに

鹿沼軽石粒子を含んでいる。

第13層　厚さ30～38cmのにぷい褐色のローム層である。硬く締まっている。

第3節　遺構　と　遺物

緊急調査のため工事の進捗に合わせて北側から南へ，2区，1区，3区の順に分けて調査した。各区とも，

重機により既に削平されている所が多かった。そのため，確認面は所により高低差が大きく，大半がローム層

の上面を削られていた。したがって，遺構の形状が不明確なものも多い。以下，区ごとに確認した遺構と遺物

について記載する。

ユ　第1区の遺構と遺物

確認した遺構は，住居跡10軋掘立柱建物跡1楓土坑15基である。住居跡の時期別では，弥生時代後期3

軋古墳時代前期6軋平安時代1軒となる。以下，第1区の遺構と遺物について記載する。

（1）弥生時代

当該期の遺構としては，竪穴住居跡3軒を確認した。

①　竪穴住居跡

第26号健腰掛（第292図）

位置　調査1区西端部のJ6f5区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　東側部は削平されているため，北コーナー付近から南コーナー付近にかけて，壁は現存していな

い。長軸4・45m，推定短軸3。70mの隅丸長方形である。西壁のほぼ中央部が，わずかに外側に膨らんでいる。

主軸方向はN」80－Wである。現存部での壁高は，2cmほどである。

床　ほぼ平坦で，全体に硬く締まっている。

炉　中央部からやや北西寄りに，地床炉を1基確認した。長径85C恥短径48cmの楕円形で，形状は皿状である。

深さは8cmで，火床部は被熱により赤変しているが，それほど硬化していない。覆土は1層である。

炉土層解説

1極暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

ピット　6か所。Pl・2は円形で，深さは43～58cmである。規模や配置から，主柱穴と考えられる。P6ほ

円形で，深さは36cmである。配置から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P3～5は円形で，深さは

11～20cmである。規模と配置から，主柱穴に対する補助柱穴と思われる。

－　340　－



ニガサワ古墳群

覆土　3層からなる。覆土の残存率が低いためこれだけでは断定できないが，ロームブロックが混入していな

いことや，レンズ状堆積の様相を呈していることから，自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒　　　色　ローム粒子微量
2　褐　　　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　弥生土器片150点，石器2点と，混入と思われる土師器片1点が出土している。220・221の弥生

土器壷は，P4近くの床面から出土している。Q23の磨石とQ25の凹石は，南西壁際の床面近くから出土して

いる。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から弥生時代後期後半と考えられる。
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第292図　第26号住居跡・出土遺物実測図
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第293図　第26号住居跡出土遣物実測図

第26号住居跡出土遺物観察表（第292・293図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備　 考

220 弥 生土 器 壷 （9月） 7．6 長 石 ・石 英 浅黄 橙 普 通
胴 部 に附 加条 一 種（附加 2 条）の縄 文 施文　 羽状 構 成

底 部 に布 目痕 有 り
P 4 付 近床 面 15％

22 1 弥 生土 器 壷 （5．8） 8．7 長 石 ・石英 灰 褐 普 通
胴 部 に附 加条 二種 （附加 1 粂）の縄 文 施文　 底部 に 布 目痕

有 り
P 4 付 近床 面

15％

内面炭化物付 着

T P 18 弥 生土 器 壷 （7．2） 長石 ・石 英 ・雲 母 浅黄 橙 普 通 附 加条 二 種（附加 1 条 ）の縄 文施 文　 羽状 構 成 P 2 付 近床 面 P L9 2

T P 19 弥生 土 器 壷 は 9） 長 石 ・石 英 ・雲 母 浅黄 橙 普 通 附 加条 二種 （附加 1 条 ）の縄 文施 文　 羽 状 構 成 覆 土 中 P L9 2

番 号 器種 長　 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　 徴 出土 位 置 備　 考

Q 23 磨 石 7．9 7．1 6．5 7 88 砂 岩 磨 り面 は 1 両　 両端 部敲 打痕 有 り 南西 壁 際 中央 付近 床面 敲石 兼 用

Q 25 凹石 9．2 9．3 5．2 7 17 砂 岩 凹 は 2 両　 側 面 に 1 か所 敲打 痕 有 り　 被 熱 痕 有 り 南西 壁 際 中央付 近 床面 敲石 兼 用

Q 26 石錐 2．4 3．9 1．1 1 0．1 メ ノウ 片面 に紐 かな 剥碓 痕 有 り 覆土 中 PL9 3

第27号住居跡（第294図）

位置　調査1区西端部のJ6d8区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　北東部は削平され，壁は大半が現存していない。長軸4．55m，短軸4．45の隅丸方形である。西壁

のほぼ中央部が，わずかに外側に膨らんでいる。主軸方向はN－80－Wである。現存部での壁高は，2cmほ

どである。

床　平坦で，中央部が硬く締まっている。

炉　中央部からやや北西寄りに，地床炉を1基確認した。長径80cm，短径53cmの楕円形で，形状は皿状である。

深さは6cmで，火床部は被熱により赤変し，特に北側部分が硬化している。また，火床部南端から炉石が出土

している。炉石は，火床面より下にわずかに入り込んでいる。覆土は3層からなる。

炉土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　3　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
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ニガサワ古墳群

ピット　5か所。Pl～4は楕円形で，深さは56～74cmである。規模や配置から主柱穴と考えられる。P5は

楕円形で，深さは29cmである。壁側に傾斜するように斜めに掘り込まれている。配置から，出入り口施設に伴

うピットと考えられる。

覆土　大半が削平され，残存していないため確認できたのは一層である。含有物等から自然堆積と思われるが，

一層だけのため断定できない。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片7点と，混入と思われる土師器片5点が出土している。222～225の弥生土器壷と

226のミニチュア土器は，覆土中の耕作機械による溝中から出土している。

所見　222～225の土器は，撹乱土中からの出土の為，確実に遺構に伴うとは断定できない。しかし，周囲に同

時期の遺構がないことから，本跡に伴うと判断した。時期は，弥生時代後期後半と考えられる。

⑥l　軸　　一　七6d9

』22。£皿226
第294回　第27号住居跡・出土遺物実測図
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第27号住居跡出土遺物観察表（第294図）

番号 種　 別 器　 種 口 径 器高 底 径 胎　　 士 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備考

222 弥 生 土器 壷 （3 ．3） ［6．8 ］ 長石 ・石英 ・雲母 にぷ い橙 普 通
胴 部外 面 に 附加 条 二種（附 加 1 条）の 縄文 施文

底 部 に布 目痕 有 り
撹乱 土 中 5 ％

223 弥 生 上器 彙 （2，7） 7．4 長 石 ・石 英 明 赤禍 普 通
胴 部外 面 に 附加 粂一 種（附 加 2 条）の縄 文 施文

底 部 に木 葉痕 有 り
撹 乱 土 中 5 ％

224 弥 生土 器 壷 （2．2 ） ［6．6］ 長 石 ・石 英 灰 自 普 通 胴 部外 面 に附 加条 二 極（附加 1 条）の縄 文 施文 撹 乱 土 中 5 ％

22 5 弥 生土 器 壷 （2．4 ） ［14．6 ］ 長 百 ・着英 にぷ い橙 普通
胴 部外 面 に附 加条 二 様（附加 1 条）の縄 文 施文

底 部 に布 目痕 有 り
撹 乱 土 中 5 ％

22 6 弥 生土 器 ミニ チ ュ ア ［4．2］ 2．0 ［5．2］ 長 石 ・石英 にぷ い褐 普通
口 唇都 にヘ ラ状 工 具 に よる キザ ミ目有 り

体部 内 外面 へ ラ ナデ
撹 乱 土 中 30％

T P 2 0 弥 生土 器 壷 （4．1） 長 石 ・石 英 ・雲 母 浅黄 橙 普通 附加 粂 p一一種 （附 加 2 条 ）の縄 文施 文　 羽 状構 成 覆 土 FP P L 5 6

第29号住居跡（第295図）

位置　調査1区中央部のJ7a6区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸3．25m，短軸3．20の隅丸方形で，主軸方向はN－400－Wである。壁高は4～12cmほどで，各

壁とも外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部が硬く締まっている。特にP5から炉周辺にかけて硬化している。

炉　中央部からやや北西寄りに地床炉を1基確認した。長径65cm，短径45cmの楕円形で，形状は皿状である。

深さは8cmで，火床部は，被熱により赤変硬化している。

ピット　5か所。Pl～4は円形で，深さは48～84cmである。規模や配置から主柱穴と考えられる。P5は円

形で，深さは40cmである。配置から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。覆土が浅いため断言はできないが，ロームブロックが混入していることから，人為堆積

の可能性が高い。

＠）l＝つ
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第295図　第29号住居跡実測図
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土層解説
1　黒　　色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック微量
3　黒褐色　ロームブロック少量

4　黒　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
5　極暗褐色　ロームブロック少量

遣物出土状況　弥生土器片134点と，混入と思われる土師器片2点が出土している。248は弥生土器壷で，炉周

辺の床面近くから散在した小破片で出土している。249は弥生土器壷の胴部から底部にかけての破片で，南西

壁寄りと北東壁寄りの覆土下層から出土した破片が接合している。

所見　249の壷は，接合した破片が離れて出土していることから，投棄されたと考えられる。時期は，土器か

ら弥生時代後期後半と思われる。

第296図　第29号住居跡出土遺物実測図

第29号住居跡出土遣物観察表（第296図）

く買気．ヽ
gF村’　Ⅷ

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト＿　　　；　　　！

番号 種　 別 器種 ［］径 器高 底径 胎　　 上 色　調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　考

248 弥生土器 嘉 （11．6） 長石・石英 褐 普通
ロ緑郎下端に貼り痩有り　附加条二種（附加1条）

の縄文施文
炉付近床面近く 15％

249 弥生土器 壷 （17．2）［7．8］ 長石・石英 尿褐 普摘
附加条二様（附加1条）の縄文地文　底部に布目痕 南西・南東壁 20％胴部内外面

自‘コ＿．．．有り 付近覆土下層 炭化物付着

TP23 弥生土器 壷 （3．1） 長石・石英・雲母 にぷい褐 普通
櫛歯状‘l二具（5本櫛歯）による縦区画後，区画内に

横走波状文施文
覆土中 PL56

TP24 弥生土器 壷 （3．5） 長石・石英・雲母 にぷい褐 普通
櫛歯状工具（3本欄歯）による縦区画後，区画内に

横走波状文・鋸歯状文地文
覆土中 PL56

TP25 弥生土器 壷 （10．1） 長石・石英・雲母 にぷい褐 普通 附加条－・種（附加2粂）の縄文施文　羽状構成 P 4付近床面 PL56

（2）　古墳時代

当時代の遺構としては，竪穴住居跡6軒を確認した。

①　竪穴住居跡

第28号住居跡（第297図）

位置　調査1区中央部のJ7b5区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。
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第297図　第28号住居跡実測図

規模と形状　長軸5．55m，短軸5．50mの方形で，主軸方向はN－220－Wである。壁高は20～25cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部と南北壁付近がよく締まっていて硬い。

ピット　5か所。Pl～4は円形で，深さは38～51cmである。規模や配置から主柱穴と考えられる。P5は円

形で，深さは44cmである。配置から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。形状は径1．10mの不整円形で，深さ74cm，断面形はU字形である。

覆土第5層中から，台付嚢の小破片が出土している。

貯蔵穴土屑解説
1　黒褐色　ロームブロック少量
2　黒褐色　ロームブロック微量

3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　黒　　色　ローム粒子微量

5　黒　　色　ローム粒子微量（締まり有り）
6　暗褐色　ロームブロック少量
7　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
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炉　中央部からやや北側に2か所付設され，東西に並んだ状態で確認された。炉1は，長径77cm，短径52cmの

やや楕円形で，床面を8cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。また，炉床上には，長径軸と直交した状態

で炉石が出土している。炉2は，床面をほとんど掘りくぼめておらず，平坦な床面をそのまま利用した状態で

ある。炉床は，径28cmのほぼ円形の被熱痕が明瞭に認められる。

炉土層解説
1　黒褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

覆土　5層からなる。第3・4層は，ロームブロックが混入していることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック微量
2　黒　　色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量

4　極暗褐色　ロームブロック少量

5　黒褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片454点のほか，混入したとみられる弥生土器片11点が出土している。227の土師器杯は，

北コーナー寄りの覆土中層から出土している。228の土師器鉢，236・237の土師器台付嚢脚部，243の土師器嚢

口縁部片は，北東壁中央付近の覆土上層から出土している。235土師器小形壷と229の土師器高杯は中央部の覆

土下層から破片で，238の土師器要は南コーナー付近の床面上から横位の状態で，それぞれ出土している。

239・241の土師器嚢は，貯蔵穴の中層から上層にかけて破片で出土している。246の土師器嚢は，貯蔵穴の底

面から出土している。231の土師器壷と240の土師器嚢は，北コーナー付近の床面からつぶれた状態で出土して

いる。232の土師器壷は，北西壁周辺の床面から散在した破片の状態で出土している。破片の出土位置とレベ

ルから推定すると，南西方向から投棄されたと考えられる。Q28の管玉は，南東壁際中央部の床面から出土し

ている。

所見　炉2の炉床上に貼り床等は無く，2基の炉は同時に使用されていたと考えられる。ただし，炉の構造に

大きな違いがあることから，目的及び使用方法が異なっていたものと推測される。炉2は簡易的な形態である

ことから，補助的に使用されたと考えられる。時期は，出土土器から古墳時代前期（4世紀後半）と思われ

る。
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第299図　第28号住居跡出土遺物実測図（2）
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5cm

第300図　第28号住居跡出土遣物実測図（3）

第28号住居跡出土遺物観察表（第298～300図）

l i　　！

番号種　別器種口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　考

227土師器坤、［10．8］3．9［5．2］長石・石英にぷい橙普通体部外両パケ目調整，内面へラミガキ 北コーナー部
覆土中層40％

228土師器鉢［17．8］（3．0）－長石・石英・スコリアにぷい橙普通ロ緑部内・外面へラミガキ
北東壁付近
覆土上層5％甑カ

229土師器高杯11．2（5．4）－長石・石英・雲母にぷい橙普通杯部外面へラミガキ，内面へラナデ　内・外面赤彩中央部覆土下層50％

230土師器柑－（7．5）3．8長石・石英・スコリアにぷい橙普通体部内・外面へラミガキ 覆土中80％
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番号 種　 別 器　 種 ＝径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

231 土師器 ここヒご寛 ［13．0］ 2 1．6 8．0 長石 ・石英 ・スコリア 浅黄橙 普通
体部上半内 ・外面へラミガキ，内面下半パケ目
調整 北コーナー部床面 50％ P L56

232 土師器 こ土ごヨ貰 13．1 25．0 7．4 長石 ・石英 ・スコリア 灰黄 普通 体部外面上半へラミガキ，内面へラミガキ 北西壁付近床面
80 ％
籾痕有 り

233 土師器 壷 ［15．4］ （6．1）
－

長石 ・石英 浅黄橙 普通 目線部外面パケ冒調整，内面へラナデ 貯蔵穴覆土下層 5 ％

234 土師器 壷 － （6．0 ） ［12胡 長石 ・石英 橙 普通 体部内 ・外面へラ ミガキ　 輪積み痕有り 北西壁寄 り覆土下層 5 ％

235 土師器 小形壷
－

（6．2 ） 2．2 長石 ・石英 にぷい橙 普通 体部外面へラ削 り，内面へラ ミガキ 中央部覆土下層 50％

236 土師器 台付婆 － （12．5） 14．3 長石 ・石英 にぷい橙 普通 台部外面へラナデ，下端パケ目調整 北東壁付近覆土中層 20％

237 ‡上帥器 台付薬 － （6．5ラ ［10胡 長石 ・石英 ・雲母 にぷい橙 普通 台部外面へラ削り，内面へラナデ 北東壁付近覆土下層 15 ％

238 土師器 婆 19．6 24．9 6．8 長石 ・石英 にぷい褐 普通
目線部外面ナデ，内面へラナデ
体部内 ・外面へラナデ 南コーナー付近床面 70 ％ P L56

239 土師器 麗
瓦 16．9 23．2 7．4 長石 ・石英 灰褐 普通

ロ緑部外面ナデ，内面へラ ミガキ
体部内 ・外面へラナデ 貯蔵穴覆土上層 80 ％ P L56

240 土師器 婆 ［27．4］ （9．5） － 長石 ・石英 灰黄褐 普通 口緑部外面へラナデ，内面へラミガキ 北 コーナー部床面 10％

241 土師器 婆 ［20．0］ （6．5）
－

長石 ・石英 ・雲母 にぷい橙 普通 ロ縁部内 ・外面へラミガキ 貯蔵穴覆土中層 10％

242 土師器 台付婆 ［17．8］ （8．3）
－

長石 ・石英 にぷい橙 普通
体部外面パケ目調整，内面へラナデ

S 字状目線 中央部覆土 中層 10 ％

243 土師器 台付襲 ［16．1］ （4．5） － 長石 ・石英 ・雲母 黄褐 普通
体部外面パケ 目調整，内面へラナデ

S 字状口緑
北東壁付近覆土中層 10 ％

2∠ま4 ‡上帥器 台付襲 ［20．1］ （4 の － 長石 ・石英 ・雲母 にぷい橙 普通
体部外面パケ目調整，内面へ ラナデ

S 字状目線
覆土 中 5 ％

245 土師器 襲
－

（15．6） 7．4 長石 ・石英 ・雲母 にぷい橙 普通 休部外面へラ削 り，内面へラナデ 中央部覆土中層 15％

246 土師器 婆 12．9 （9．4 ） － 長石 ・石英 浅黄橙 普通 目線部 ・体部内 ・外面へラナデ
i

貯蔵穴覆土下層 50％

247 土師器 小形壷 ［5．7］ 9．2 4．4 長石 ・石英 ・雲母 にぷい橙 普通 口緑部外面 ・体部内 ・外面へラナデ　 外商赤彩 中央部覆土下層 70％ PL 56

T P 21 弥生土器 二まご笠E …
（5．5）

－
長石 ・石英 ・雲母 橙 普通

櫛歯状工具（櫛歯数不明）による縦区画後，区画
内に横走波状文施文

Pl付近覆土中層 i pL 56

T P 22 弥生土器 壷 － （5．1）
－

長石 ・石英 ・雲母 にぷい褐 普通 附加条二種（附加 1 条）の縄文施文
炉 用 近覆土中層 巨 L 56

番号 器種 長　 さ 孔　 径 厚 さ 重量 材　 質 特　　 徴 出土位置 備考

Q 28 管玉 1．9 0．2 0．4 0．8 蛇紋岩 外面は丁寧な磨 き　 完形 南東壁 中央付近床面 PL93

第割考健腰跡（第301図）

位置　調査1区中央部のI7iO区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸5860m，短軸5。55mの方形で，主軸方向はN」40－Wである。壁高は4～6cmほどで，各壁

の現存部は外傾して立ち上がっている。炉の北側半分から北西壁に向けて，不整楕円形状に撹乱されている。

床　中央部は壁周辺に比べ高ら　踏み固められている。

炉　中央部からやや北西コーナー寄りの位置で確認された。撹乱を受けているため，焼土塊と残存していた掘

り方の一部から炉と判断した。規模や形状は不明であるが，残存部から推測すると床面を皿状に掘りくぼめた

地床炉と思われる。

ぽッ紅　7か所。Pl～385～7ほ円形で，深さは13～34cmである。P4ほ円形で，深さは60cmである。規

模と配置から，Pl～3は主柱穴，P4は出入り口施設に伴うピット，P5～7は補助柱穴と思われる。

貯蔵究　南コーナー部に付設され，径0。63mの円形で，深さ64C恥　断面形はU字形である。覆土は4層からな

る。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　3　褐　色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　4　極暗褐色　ローム粒子少量

覆土　4層からなる。削平されているため，残存した覆土はわずかで，さらに撹乱を受けている。ロームブロ

ックが各層に認められるが，微量であることから壁の崩れか流れ込みと考えられる。覆土がわずかなため断定

はできないが，自然堆積と思われる。
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土層解説

1黒褐色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　3　黒褐色　ロームブロック・ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック・今市一七本桜パミス微量　　　4　黒褐色　今市・七本桜パミス少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片154点のほか，混入とみられる弥生土器片8点が出土している。267の土師器壷は，中

央部の床面近くから破片の状態で出土している。268の土師器壷は貯蔵穴付近の床面から，269の土師器嚢は貯

蔵穴の覆土上層から出土している。Q38の砥石は，貯蔵穴の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から古墳時代前期（4世紀後半）と思われる。
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第302図　第31号住居跡出土遺物実測図

第31号住居跡出土遺物観察表（第302図）

番号 種　 別 器 種 口 径 器 島 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備考

267 土師 器 壷 12．8 （4 ．8） －
長 石 ・石 英 黄橙 普 通 口綾 部外 面 パ ケ 日調整 後 一郭 ナ デ， 内面 へ ラ ナデ 中央 部 床面 近 く 5 ％

268 上 師 器 壷 －
（14．0） 8．0 長 石 ・石 英 に ぷい 橙 普通 体 部 内 ・外 面へ ラ ミガキ 貯蔵 穴 付近 床 面 30％

269 土 師 器 斐 ［13．1］ 17．2 5．0 長石 ・石 英 ・雲 母 黒褐 普通 口縁 部外 面 パ ケ 臼調整　 日緑 部 内 面 ・体 部 内 ・外 面へ ラ ナデ 貯蔵 穴 覆土 上 層 90％ P L5 6

番 号 器種 長 さ （径 ） 幅 （孔 径 ） 厚 さ 重 量 材 質 特　　 徴 出土 位置 備考

Q 38 砥 石 31．4 14．9 7．0 55 4 2 砂 岩 砥 面は 1 両　 鉄路 と見 られ る付 着物 有 り 貯蔵 穴 覆土 中 層

第32号住居跡（第303図）

位置　調査1区北部のI8h2区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　中央部が，第38号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6．30m，短軸5．44mの長方形で，主軸方向はN－180－Wである。壁高は28～35cmほどで，各

壁とも外傾して立ち上がっている。

床　中央部は，わずかに高まりが認められる。高まり部は，明褐色土でよく踏み固められている。壁付近の床

は，中央部に比べ締まりが弱く，わずかに低い。また，壁周辺は暗褐色土である。
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炉　第38号土坑に掘り込まれているため，残存していない。

ピット　6か所。、Pl＼∠－1・6は廿形で言莱さは49＼62e111であるし、P5は廿形で深さ10cIl了亡ある。規模や配置

からタ　Pl～4ほ主柱穴芦　P5は出入り口施設に伴うピッ上　P　は補助柱穴と考えられる。

援豊13層からなる。各層中にロームブロックや炭化粒子が混入している。また，同一層中でもロームブロッ

クの密度に偏りが大きいことからタ　人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色
2　暗褐色
3　褐　　色
・1　黒　出　色
5　黒褐色
6　黒褐色
7　黒褐色

炭化粒子多量，ローム粒子微量
炭化粒子少量，ロームブロック微量
にトムブロック少量，炭化粒子微量
炭化粒子中量，ロームブロック少量
炭化粒子多量，ローム粒子中量
炭化粒子多鼠　ロームブロック少量，焼土粒子微量

炭化粒子多量，ロームブロックな焼土粒子微量

8　黒　　色　ローム粒子微量

9　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
10　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，ロームブロック微量
11黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
12　極暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量
13　＝黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック6焼土粒子少量
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遺物出土状況　土師器片469点のほか，混入したとみられる縄文土器片2点，弥生土器片34点が出土している。

270の土師器器台は，撹乱土中から出土している0271の土師器壷は南東コーナー付近の床面から，273の壷は

南西コーナー付近の覆土中～上層から・それぞれ破片が散在した状態で出土している。破片の散在状況から投

棄されたと思われる。272の土師器壷の口緑部片は，南東壁寄りの床面近くから横位で出土している。275の土

師器壷口緑部片は，中央部の床面近くから破片で出土している0276の台付聾の脚部片は，南東コーナー寄り

の床面近くから出土している0277の土師器嚢は，南東コーナーから北西コーナーにかけての床面近くから，

破片が直線状に散在した状態で出土している。破片の散在状況から，南東コーナーから北西コーナー方向に投

棄されたものと考えられる。278の土師器嚢はP3付近の，279の嚢はP4付近の，それぞれ床面近くの覆土中

から破片で出土している。280の台付嚢は，Pl付近の床面から出土している。281の小形嚢は，P3付近の床

面近くから逆位で出土している。282の小形要は，P4付近の覆土中層から出土した破片と，第38号土坑から

出土した破片が接合している。

所見　第38号土坑に掘り込まれているため，炉は確認できなかったが，第38号土坑の覆土中には焼土塊が混入

しており，本跡の炉の残骸と考えられる。覆土は全体的に固く締まっているが，重機の往来により填圧された

ためと推測される。時期は，出土土器から古墳時代前期後半（4世紀後半）と思われる。

閤7。
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第304図　第32号住居跡出土遺物実測図（1）
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第305図　第32号住居跡出土遺物実測図（2）

第32号住居跡出土遺物観察表（第304・305図）

膠 丁ノ
⊂

番号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位 置 備 考

270 土 師 器 器台 ［7．8 ］ （2，1） － 長 石 ・石 英 褐灰 普 通 器受 部 内 ・外 面 へ ラ ミガ キ 撹 乱土 中覆 土 中 10％

27 1 土 師器 壷 ［27．2 ］ （4．5） － 長 石 ・石 英 明 赤褐 普 通
口縁 部内 ・外 面 へ ラ ミガ キ　 有段 口線
内 ・外 面 赤彩

南 東 コ ーナ ー
付 近床 面 10％

2 7 2 土 師器 呈E ［23月］ （7．1） 長石 ・石英 ・雲母 灰 褐 普通 ロ緑部 内 ・外 面へ ラ ミガ キ　 有段 口緑 南 東 壁付 近床 面 5 ％

27 3 土 師器 壷 12．7 （10．1）
－ 長 石 ・石 英 ・雲 母 浅黄 橙 普通 口綾 部 内 面パ ケ 目調 整　 体 部 内 ・外面 へ ラ ミガ キ 南 西 コー ナ ー

付 近覆 土 上層
20 ％

2 74 土 師 器 壷 ［13．0］ （11．4） － 長石 ・石英 浅 黄橙 普 通 ロ緑 部 内 ・外 面へ ラ ナデ　 休 部 外 面へ ラ ミガキ 覆土 中 15 ％

2 75 土 師 器 東 － （4．4） － 長 石 ・石 英 浅 黄橙 普 通 頭部 外 面パ ケ 目調 整， 内 面へ ラ ミガキ 中央 部床 面 10％

2 7 6 土 師器 台付 丑 （8．0） 15．2 長 石 ・石英 ・雲母 浅 黄橙 普 通 体 部 内面 へ ラ ミガ キ　 台 部内 ・外 面 パ ケ 目調整 南 東 コ ー ナー
付 近床 面 15％

2 7 7 土 師器 要 18．4 （20，3）
－

長 石 ・石 英 ・ス コ リア 浅黄 橙 普通
口緑部 内 ・外 面 パ ケ 日調整 後 一部 ナ デ
体 部 内 ・外面 パ ケ 目調 整

南 東 ・北 西 コー ナー

付 近床 面
30％

2 7 8 土師 器 要 ［16．4］ （9．4） 長 石 ・石 英 にぷ い褐 普通 ロ緑 都 内 面パ ケ 目調 整後 ナデ P 3 付 近床 面近 く 10 ％

2 79 土 師 器 台付 要 ［19．4］ （6．0 ） － 長石 ・石 英 黄 橙 普通 休 部外 面パ ケ 目調 整　 S 字状 口縁 P 4 付近 床 面近 く 10 ％

2 80 土 師器 台付 要 ［13．6］ （2．9） － 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 休部 外 面パ ケ 日調 整　 S 字状 口 緑 P l 付 近床 面 5 ％

28 1 土 師器 小 形 襲 12．8 12．8 ［3．7］ 長 石 ・石英 ・雲母 にぷ い褐 普 通
ロ緑 部 ・体 部外 面 へ ラナ デ　 ロ緑 部 内 面パ ケ 目
調 整 P 3 付 近 床面 近 く 80％ P L 56

2 8 2 土 師器 小 形 斐 ［10．6 ］ （10．3） 長 石 ・石 英 にぷ い 橙 普通 ロ繚部 ・休部 外 面 へ ラナ デ， 内面 へ ラ ミガ キ P 4 付 近 覆土 中層 20％

第39号住居跡（第306・307図）

位置　調査1区中央部のJ7d5区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　北壁の上部が，第40号住居と第34号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6・55m，短軸6・40mの方形で，主軸方向はN－9。－Wである。壁高は33～40cmほどで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。
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第306図　第39号住居跡実測図（1）

－　356　－



ニガサワ古墳群

墜竃

第割娼図　第39号住居跡実測図（2）
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床　平坦で，中央部がよく締まっている。壁溝が，北壁の中央部を除く壁下を層回している。上幅12～16cm，

下幅　～ほcmで　断面形はU字状である。北壁の中央部は，P6を囲むようにローム土で高まりとなっている。

高まり部はタ　硬く締まっている。

炉　中央部からややI〕・：「守りに付設されている．、、長律60ml，短径37clllの不L幣楕円形で，床面を12clllほど皿状に

掘りくぼめた地床炉である。炉の中央部はタ　被熟痕が明瞭に認められ赤変硬化している。炉の南25cmの床面か

ら　長さ蟻cmの被熱により赤愛した自然石が出土している。この自然石は，炉石として使用されていた可能性

が高い。

炉土層解説

1窯　　褐　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化材微量　2　極暗赤褐　ロームブロック・焼土ブロック微量

だッ匝　6か所。Pl～射ま円形で，深さは61～75cmである。P5ほ楕円形で，深さは19cmである。規模や配

置から，Pl～射ま主柱穴，P5は出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6ほ円形で，深さは30cmであ

る。性格は不明である。

P6土層解説

1　黒褐色　ロームブロック0焼土ブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化材微量
3　暗褐色　ロームブロックe焼土ブロック微量
4　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック少量

6　褐　　色　ロームブロック中量

7　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量

貯蔵究　南西コーナー部に付設されている。長径1。35m，短径0。95cmの楕円形で，深さ99cm，断面形はU字形

である。土層は9層からなる。各層とも焼土，ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と思われる。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化材微量　　6　黒褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化材微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化材微量　　　7　暗褐色　ロームブロック多量，炭化材少量
3　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　8　黒褐色　ローム粒子少量
4　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化材・白色粒子微量　9　黒褐色　ローム粒子・鹿沼パミス少量
5　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化材微量

覆丑　3層からなる。覆土の大半が，耕作機械により撹乱されている。断定はできないが，各層中にロームブ

ロックが混入していることから，人為堆積と考えられる。
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土層解説

1暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量　3　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化桂子微量
2　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遣物出土状況　土師器片362点，鉄製品1点，石製品・石器4点のほか，混入とみられる須恵器片1点，弥生

土器片3点が出土している。308の土師器壷，312の土師器乳318の土師器小形聾は，西壁中央付近の床面近

くから出土している。310・311の土師器嚢と319の土師器台付嚢脚部は，北西コーナー付近の床面近くから破

片で出土している0314の土師器嚢は西壁際の床面から，317の土師器小形嚢は中央部の床面近くから，それぞ

れ破片で出土している。318の土師器小形聾は西壁の中央付近床面近くから正位で，319の土師器台付要の脚部

は北西コーナー付近の床面近くから，それぞれ出土している。315・316の土師器台付嚢は，北東コーナー付近

の撹乱土中から出土しているo Q42の砥石とQ44の凹石は，北壁寄りの床面近くから出土している。Q41・43

の砥石は，撹乱土中から出土している。

所見　土師器片が多数出土しているが，覆土の大半が撹乱されているため小破片で，接合できないものが多い。

P6は，周囲が高まっていることや北壁際の中央に位置していることなど，他のピットに比べ位置や形状が特

異である。壁溝がP6の両側で切れていることから，住居の構造の一部として当初から構築されていたと考え

られる。調査3区の第5号住居跡P7に近似していることから，同様の役目を担っていたと思われるが，詳細

は不明である。時期は，出土土器から古墳時代前期（4世紀後半）と思われる。

第308図　第39号住居跡出土遺物実測図（1）
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第309回　第39号住居跡出土遣物実測図（2）
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第39号住居跡出土遺物観察表（第308の309回）

番号 種　 別 器怖 口径 器 高 底径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

308 土 師 器 ここヱこご雪三 11．5 15．1 4．5 長 石 ・石 英 に ぷい 橙 普通 体 部 外面 へ ラ ナデ ，下 端 へ ラ削 り 西 壁 寄 り
床 面付 近 100 ％ P L56

3 09 土 師器 ノト形 惑 8．4 （2．7） －
長 石 ・石 英 ・

雲母 にぷ い橙 普通 ［コ緑部 内 0外 面 へ ラ ミガ キ　 内 ・外 面赤 彩 北 東 コ ー ナー
付 近床 面 20％

3 10 土 師器 婆 － （22，3） 7．5 長 石 ・石 英 にぷ い褐 普通 体部 外 面 へ ラ削 り， 内 面へ ラ ナデ 北 西 コ ーナ ー
部床 面 近 く 40％

311 土 師 器 婆 ［13．8］ 22．7 6．8
長 石 ・石英 ・

雲 母
にぷ い橙 普 通 体部 内 ・外 面 へ ラナ デ 北 西 コー ナ ー

覆土 下 層
50％

312 土 師 器 婆 ［15．4］ （15．8） － 長石 ・石 英 にぷ い橙 普 通 体部 内 e外 面 へ ラナ デ　 輪積 み 痕有 り 酋 壁 付近
床 面 近 く

20 ％

313 土 師器 婆 ［16．2 ］ （17．3） － 長 石 ・石 英 に ぷい 橙 普 通 体 部外 面 パ ケ 目調 整， 内 面へ ラ ナ デ 南西 コー ナー

付 近床 面
10 ％

3 14 土 師器 聾 16．4 （7．9） － 長 石 ・石 英 にぷ い橙 普通 体 部外 面 パ ケ 目調整 酋 壁床 面 5 ％

3 15 土 師器 台 付 嚢 ［15』］ （3．7） －
長 石 ・石 英 ・

雲 母
明 赤褐 普通 体部 内 ・外 面 へ ラ ナデ　 S 字状 目線 北 東 コ ーナ ー

付 近撹 乱 土 中
5 ％

316 土 師 器 申 付襲 ［15．6］ （4 ．9）
－ 長石 ・石英 にぷ い褐 普 通 体部 内 面へ ラナ デ　 S 字 状 口緑 北 東 コー ナ ー

付 近撹 乱土 中
5 ％

317 土 師 器 小形 賓 11．3 11．5 ［5．2］
長石 ・石英 ・

雲 母
にぷ い橙 普 通 目線 部 内面 ・体 部 内 ・外 面 へ ラナ デ 中央 部床 面 10 ％ P L56

318 土 師器 小 形 襲 7．1 5．4 2 ．6 長 石 ・石 英 灰 黄 褐 普通 体 部 内 ・外 面へ ラナ デ 酋 壁付 近

床 面近 く
100 ％ P L56

3 19 土 師器 台付 薬
…

（7．4） 10．2 長 石 e 石 英 にぷ い橙 普通 台 部外 面 パ ケ 自調整 ， 内面 へ ラ ナデ 北 西 コ ーナ ー

部床 面
10％

T P38 恵
－

（4．2）
－

長 石 ・石 英 ・

雲 母
黒 褐 普通

櫛 歯状 工具 （5 欄 歯）に よる 縦 区画 後， 区 画内 鋸歯 状文 施 文　 巨 土 中
P L93

T P39
弥生 土 可 壷

－
（4．5）

－
長 石 ・石 英 ・

雲 母 浅 黄橙 普 通
慧農 霊 霊 悪霊 ㌫ 月雷叢 霊 筑 豊 譜 砦思 孟 憲 櫛 ！ 覆 土 中

PL 93

番号 器 種 長　 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　 徴 出土位 置 備　 考

Q 41 砥 石 （11．4） （10．4） （4 ．4） 616 硬 質砂 岩 両端 部 欠損　 砥面 は 2 両 覆 土 中

Q 42 砥 石 11．5 6．6 4．2 338 硬 質砂 岩 片側 端 部欠 損　 紙 面 は 3 両 中央床 面

Q 43 砥 石 10．2 7．1 1．9 204 硬 質 砂 岩 砥 面 は 1 両 覆土 中

Q 44 凹石 11．5 6．7 3．3 369 安 LlJ岩 凹 は 上面 と側 面 に 2 か所 ずつ 有 り P 6 付 近 床面

Q 45 台 石 45．5 21．5 18．3 26600 硬 砂岩 被 熱痕 有 り 北西 コー ナー付 近 床面 未 掲載

第報償儲腰儲（第310図）

位置　調査1区中央部のJ7aO区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸4e90mタ短軸4・80mの方形で，主軸方向はN－250－Wである。削乎されているため，壁高は

2へ〉6cmほどである。西コーナー部付近は，撹乱されているため確認できない。

床　中央部はやや高まりが認められるが，他は平坦である。壁周辺に比べ，高まり部は踏み固められている。

炉　ほぼ中央部に付設されている。長径87C恥短径6舶mの楕円形でプ床面を8cmほど皿状に掘りくぼめた地床

炉である。火床部は，被熱して赤変硬化している。残存している覆土は単層で，火床面から土師器婆細片が1

点出土している。

炉土層解説

1黒　色　　焼土粒子少量，ローム粒子e炭化粒子微量

だッ睦　4か所。Pl～3ほほほ円形で，深さは8～19cmである。規模は小形であるが，配置から主柱穴と考

えられる。主柱穴はもう1か所あると判断されるが，西コーナー付近の撹乱により消滅したと思われる。P4

は長径35cm，短径26の楕円形で，深さは24cmである。配置から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。底

面は中央部に段をもちタ　最下部は径10cmの円形である。

貯蔵究　南コーナー部に付設されている。径83cmのほぼ円形で，深さは60cm，断面形は日学状である。覆土は

4層からなる。
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第310図　第42号住居跡実測図

十
旦

。頂㌢　2m
ト　　　ーl－　　」

貯蔵穴土層解説

1黒　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　　3　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　　4　暗褐色　炭化粒子多量，焼土粒子中量，ロームブロック少量

覆土　2層からなる。残存している覆土が浅く，これだけで判断するには無理があるが，2層ともロームブロ

ックが混入していることや，不連続で凹凸のある層の境界面となっていることから，人為堆積の可能性が高い

と考える。

土層解説

1黒　色　ロームブロック・今市七本桜パミス微量　　　　　2　黒褐色　ロームブロック・今市七本桜パミスブロック微量

遣物出土状況　土師器片72点のほか，混入とみられる弥生土器片5点が出土している。327の土師器壷，329・

330の土師器賓は，南コーナー付近の床面からそれぞれ破片で出土している。328の土師器嚢は，南コーナー近

くの床面から出土した底部片と，北東壁寄りの床面から出土した口綾部片が接合している。

所見　工事による抜根と削平のため，遺物のほとんどが南部から出土している。遺物は，残存していた覆土が

5cm前後と浅いため，小破片が多い。時期は，出土土器から古墳時代前期（4世紀後半）と思われる。
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第311図　第42号住居跡出土遺物実測図

第42号住居跡出土遺物観察表（第311図）

「二「二

▼　　√
10cm

j　　　　　呈　　　　」

番号種　別器梗口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

327 土師器壷［18．2］（6．3） 長石・石英 にぷい橙普通内面へラナデ　休部外面パケ目調整 南コーナー付近床面10％

328 土師器整［18．0］［26．8］6．5 長石・石英・雲母にぷい褐普通体郡外面パケ昌調整，内面へラナデ
南コーナー付近、

北東壁付近床面
20％

329 土師器襲［19．2］（4．4）－長石・石英・雲母 黄橙 普通ロ縁部内・外面パケ目調整 南コーナー付近床面5％

330 土師器襲［19．2］（3．6）－ 長石・石英 にぷい橙普通ロ緑那内面へラナデ　休部外面パケ目調整 南コーナー付近床面5％

第43号住居跡（第312図）

位置　調査1区東部のJ8a3区に位置し，北東へ傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　南コーナー部を，第61号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．20m，短軸4．00の隅丸方形で，主軸方向はN－400－Wである。壁高は5～18cmで，外傾し

て立ち上がっているが，北東壁は工事により削平されているため明確ではない。，

床　中央部に，長辺2．9m，短辺2．15mの長方形で，高さ6～8cmの高まり部が確認できた。特にその範囲が踏

み固められて，締まっている。高まり部は，ロームブロックを多量に含む暗褐色土で構築されている。

炉　中央部からやや北側に寄って，付設されている。長径62cm，短径50cmのやや不整楕円形で，床面を2cmほ

ど皿状に掘りくぼめた地床炉である。火床部は被熟し，赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土ブロック少量

ピット　6か所。Pl～4は円形で，深さは17～32cmである。配置から主柱穴と考えられる。P5・6はどち

らも円形で，深さは21～23cmである。配置から，Pl～4は主柱穴，P5・6は出入り口施設に伴うピットと

考えられる。P5・6のピットの上部に，貼り床の痕跡が認められないことから，同時に存在した可能性が高

いと考えられる。
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覆土　5層からなる。大半にロームブロックが混入していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒微量

3　極暗褐色　ロームブロック微量

4　暗褐色　ロームブロック微量
5　黒褐色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片158点と，混入とみられる弥生土器片2点が出土している。331の土師器壷と332の土

師器嚢は，西コーナー付近の床面から破片で出土している。

所見　4カ所の主柱穴の内，Pl・4は北西壁側に寄った位置に構築されている。居住空間を広く確保しよう

としたものと考えられる。時期は，出土土器から古墳時代前期（4世紀後半）と思われる。

G
42．2m

一一一く＝干＝＝＝＝デ‾
1

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

第312図　第43号住居跡・出土遺物実測図
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第43号住居跡出土遺物観察表（第312図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位置 備考

331 土師 器 璽E （3．4 ） 長石 ・石英 ・雲 母 にぷ い 橙 普通 休 部外 面 へ ラ状 工具 に よる押 圧 痕 有 り 西 コー ナー付 近 床面 5 ％

33 2 土師 器 襲 ［17．8］ （15．0） 長 石 ・石 英 にぷ い 褐 普通 体部 外 面 パ ケ日 調整 ，内 面 へ ラ ミガキ 西 コー ナー付 近 床面 15 ％

（3）平安時代

当該期の遺構として，竪穴住居跡1軒，土坑1基を確認した。住居跡は，調査1区のほぼ中央に位置し，削

平や重複が激しいため，床面及び竜の火床部が露出した状態で確認された。以下，遺構の特徴と遺物について

記載する。

（∋　竪穴住居跡

第40号住居跡（第313図）

位置　調査1区中央部のJ7C5区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第39号住居跡の北壁中央部付近の上部を掘り込んでいる。また，第64号土坑に中央部を，第43号土

坑に竃の一部をそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　大半が削平され，ほとんど残存していない。確認できた南西壁と北東壁の一部及び竃の火床部か

ら，推定長軸3．16m，推定短軸2．28mの長方形と考えられる。推定主軸方向はN－73。－Eである。残存部の壁

高は12cmほどで，壁の立ち上がり状況等は不明である。

床　平坦で，中央部付近がよく締まっている。

竃　北東壁の中央部と思われる位置に，壁面を50cmほど三角形状に掘り込んで付設されている。両袖部は残存

していないが，わずかに床面上に砂質粘土が認められた。規模は，焚口部から煙道部までの長さが60cm，袖部

の幅は，90cmと推測される。火床部は不整楕円形で，床面を10cmほど皿状に掘りくぼめている。火床面は，被

熱して赤変硬化している。煙道部は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

寵土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子微量　　　　　　　　　　4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック微量

2　灰赤褐色　粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量　5　暗赤褐　焼土ブロック中量，ローム粒子微量
3　灰赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子少量

ピット　精査したが確認できなかった。

④

第313図　第40号住居跡実測図

も6
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穫羞　4層からなる。残存しているのが部分的なため，堆積状況については判断できない。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック微量

遣物出藍状況　土師器片1姐点　須恵器片1点と芦　混入とみられる弥生土器片1点が出土している。323の土師

器婆は，竃の火床面上から出土している。321の土師器杯，322。324の土師器聾は，覆土中から出土している。

所凰　遺物の破片数は多いが，工事用機材の重みで潰れているため細片がほとんどで，接合できない。時期は，

出土土器から平安時代前期（10世紀前半）と思われる。

「「二三二‾

房
第3掴図　第40号住居跡出土遺物実測図

第40号住居跡出土遺物観察表（第314図）

ヾこ＼、、

0　　　　　　　10cm

』＿＿＿…‥＿∴＿＿＿＿＿‥．＿＿　＿＿：

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

321 土師器 杯 ［9．6］ 4．1 ［4．8］長石・石英 にぷい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ　体部内・外面へラナデ 覆土中 10％

322 土師器 婆 ［12．0］（7．0） －
長石・石英 にぷい褐 普通 口緑部内・外面横ナデ　体部内・外面へラナデ 覆土中 5％

323 土師器 寮 － （7．8）（11．7）長石・石英 明赤褐 普通体部外面へラ削り，内面へラナデ 寵火床面 5％

324 土師器 婆 － （4．4）［14．6］長石・石英 にぷい橙 普通体部外面へラ削り，内面へラナデ 穫土中 5％

②　士坑

第溺億蓋杭（第315図）

位置　調査1区西端部のJ6f8区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸1。92m，短軸0．72mの長方形で，深さは34cmである。長軸方向はN－30－Eで，壁はやや外

傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦であるが，北端部は緩やかに高まっている。

覆丑　4層からなり，中央部は撹乱されている。各層の境界面に凹凸があることから，人為堆積と考えられ

る。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　3　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　須恵器が1点出土している。P354の須恵器高台付杯は，中央部の覆土下層から逆位で出土し

ている。

所見　骨片は確認できなかったが，覆土の堆積状況や遺構の形態，遺物の出方から墓壕の可能性が高い。時期

は，出土土器から平安時代（9世紀後半）と思われる。
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第315図　第36号土坑・出土遺物実測図

第36号土坑出土遺物観察表（第315図）

番 号 種　 別 券　 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備　 考

3封 須薯 器 高 台付 杯 16．1 5．3 10．5 長 石 ・石 英 ・針 状 鉱物 褐灰 普通 口 綾 部 ・休 部横 ナ デ　 底 部 回転 へ ラ削 り調整 中央 部覆 土 下層 70 ％二 次焼 成 PL 56

（4）その他の遺構と遺物

当調査区からは，時期不明の遺構として掘立柱建物跡1棟，土坑14基を確認した。以下，その遺構の特

徴と遺物について記載する。

①　掘立柱建物跡

第2号掘立柱建物跡（第316図）

位置　調査1区東部のJ8C4区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と構造　桁行2間，梁行1間の側柱式の建物跡である。規模は桁行5．0m，梁行4．0m，面積20m2である。

桁行方向はN－260－Wで，柱間寸法は桁行2．3～2．5m，梁行3．7～3．9mである。

柱穴　掘り方の平面形は，P2～5は長軸0．95～1．32m，短軸0．82～1．03mの長方形，Pl・6は軸長0．81mの

方形で，深さは0．52～0．83mである。柱穴の掘り込みはいずれもしっかりしており，底面は平坦である。壁面

は，Pl・5・6は同様にやや緩やかな傾斜面となっている。P2～4は，ほぼ直立している。Pl～6の底

面に，柱を立てたと思われる硬化面が認められた。Pl～4・6の埋土中にさらにもう1つ別の小形の柱痕又

は抜き取り痕の土層を検出した。小形の柱痕・抜き取り痕は，PlとP3では底面まで達し，それ以外の柱穴

では埋土の下層中で留まっている。

覆土　4層からなる。柱抜き取り痕は第1層が相当する。第2～4層は硬く締まっているが，特に第4層が強

く突き固められている。

柱穴土層解説

1　黒　色　ローム粒子微量
2　黄褐色　ロームブロック中量

3　黒褐色　ローム粒子中量
4　黒褐色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片13点，弥生土器2点が埋土内から出土しているが，いずれも細片で図示できない。
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所見　Pl～4・6で検出された小形の柱痕・抜き取り痕は，埋土中であることから2本の柱が同時に存在し

ていたと考えられる。小形の柱痕・抜き取り痕の性格は，規模や配置から判断し，柱の補助か或いは高床を支

える束柱的な役割を担っていたと推測される。時期は特定できないが，埋土内の土師器要の小破片から判断し，

平安時代以降と思われる。

第316図　第2号掘立柱建物跡実測図
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②　土塊

時期不明な土坑が14基確認されている。その内，形状が明確な土坑については文章で，その他の土坑は図面

と土層解説文を記載し，規模や形状等については一覧表に示した。

第3磯考豊坑（第317図）

位置　調査1区中央部のJ7C5区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第39号住居跡の北壁を掘り込んでいる。

規模と形状　推定長軸1eO5m，推定短軸0。82mの長方形で，深さは28cmである。長軸方向はN－210－Wで，壁

は緩やかに外傾して立ち上がっている。底面は平坦である。

援丑　4層からなる。レンズ状堆積を皇しており，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　色　粘土ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　　　3　黒褐色　ローム粒子少鼠粘土粒子微量
2　黒　色　ローム粒子・粘土粒子微量　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック微量

遺物出藍状況　土師器片ユ3点が出土している。いずれも細片で図示できなかった。

所凰　遺物はいずれも細片で，覆土中e上層から出土していることから，流れ込みと思われる。性格は不明で

ある。時期は特定できないが，土師器細片から平安時代以降と思われる。

第野草蓋坑（第3ユ7図）

位置　調査1区中央部のJ7C7区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2666m，短軸0。84mの長方形で，深さは4短である。長軸方向はN－80－Wで，壁は外傾し

て立ち上がっている。底面は平坦である。

覆羞　7層からなる。各層中にロームブロックが混入していることや，各層の境界面に凹凸があることから，

人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒　色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック微量
4　黒褐色　ロームブロックも焼土ブロック・鹿沼パミス微量

5　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
6　黒褐色　ロームブロック・炭化材微量
7　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遣物出藍状況　土師器片7点が出土しているが，いずれも細片で図示できなかった。

所凰　遺物はいずれも細片で，遺構内に散在して出土していることから混入と考えられる。本跡に伴う遺物が

なく時期は不明である。骨片等は検出されていないが，長軸方向や形状及び覆土の堆積状況等から，墓壕の可

能性が考えられる。

第38考量坑（第317図）

位置　調査1区北端部のI8h2区に位置し言ヒへ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第32号住居跡の中央部床面を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1。58m，短径工32mの楕円形で，深さは35cmである。長径方向はNつ80－Wで，壁は緩やか

に外傾して立ち上がっている。底面は皿状である。

覆羞　6層からなる。各層中にロームブロックが混入していることや，各層の境界面が凹凸であることから，

人為堆積と考えられる。
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土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック

3　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック

4　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
炭化物微量　　　5　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
炭化粒子微量　　6　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遣物出土状況　土師器片41点が出土している。いずれも細片で図示できない。

所見　出土した土師器片は，第32号住居跡を掘り込んだときの遺物が混入したと考えられる。性格は不明であ

る。時期は特定はできないが，重複関係から古墳時代前期後半以降と考えられる。

第超の考丑坑（第317図）

位置　調査1区中央部のJ7b7区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2．25m，短軸0。92mの長方形で，壁は緩やかに外傾して立ち上がり，深さは25cmである。さ

らに底面の中央部分は，長軸1．08m，短軸0。48mの長方形状に15cmほど掘り込まれ，底面は皿状となっている。

長軸方向はN－30－Wである。

覆土　4層からなる。各層中にロームブロックが混入していることや，各層の境界面に凹凸があることから，

人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　3　暗褐色　鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

2　暗褐色　鹿沼パミス少量，ロームブロック・焼土ブロック微量　4　極暗褐色　ロームブロック・鹿沼パミス微量

遣物出立状況　遺物は出土していない。

所見　遺物がないため，時期は不明である。長軸が南北方向であること，形状が長方形であること，覆土が人

為堆積と考えられることなどから，墓境の可能性が考えられる。

第42号丑坑（第317図）

位置　調査1区中央部のJ7a8区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸1．57m，短軸0．79mの長方形で，深さは21cmである。長軸方向はN－60－Eで，壁はやや外

傾して立ち上がっている。底面は，皿状に中央部がわずかにくぼむ。

覆土　3層からなる。各層中にロームブロックが混入しており，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・鹿沼パミス微量

2　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

3　極暗褐色　ロームブロック・鹿沼パミス微量

所見　遺物がないため，時期は不明である。骨片等は検出されていないが，長軸方向や形状及び覆土の堆積状

況等から，墓壕の可能性が考えられる。

第43号土坑（第317図）

位置　調査1区中央部のJ7C5区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第40号住居の煙道部に，南コーナー部が掘り込まれている。

規模と形状　長軸1。42m，短軸0。69mの長方形で，深さは32cmである。長軸方向はN－60－Eで，壁は緩やか

に外傾して立ち上がっている。底面は中央で段をもち，北側がさらに掘り下げられている。南壁際に2か所の

くぼみが認められる。

覆土　4層からなる。各層中にロームブロックが混入していることから，人為堆積と考えられる。
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土層解説

1　黒褐色　ロームブロック微量

2　極暗褐色　ロームブロック微量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

3　暗褐色　ロームブロック微量

4　明褐色　ロームブロック少量

所見　時期は特定はできないが，重複関係から平安時代（10世紀前半）より以前と考えられる。性格は不明で

ある。

第超ア考蓋坑（第317図）

位置　調査＝区中央部のJ7C5区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長径1。14m，短径1。08mのほぼ円形で，深さは35cmである。長径方向はN－220－Eで，壁はわず

かに外傾して立ち上がっている。底面は平坦である。

尊堂　5層からなる。各層中にロームブロック，今市一七本桜パミスブロックが混入していることから，人為

堆積と考えられる。

土層解説
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今市一七本桜パミス中ブロック微量　4　黒褐色　ロームブロック少量

今市一七本桜パミス中ブロック微量　5　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

今市一七本桜パミス中ブロック微量

遺物出立状況　土師器片4点が出土している。いずれも細片で図示できなかった。

所凰　遺物は，別個体の小破片が覆土中から散在して出土していることから，混入したものと思われる。本跡

に伴う遺物がなく，時期及び性格は不明である。

第舗尊堂坑（第317図）

位置　調査1区西部のJ7cl区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2。62m，短軸1。01mの長方形で，深さは48cmである。長軸方向はN－60－Wで，壁はやや外

傾して立ち上がっている。底面は，中央部が長軸方向にわずかにくぼみ，全体的には皿状を呈している。

覆豊　2層からなる。レンズ状堆積を皇しているが，各層中にロームブロックが混入していることから，人為

堆積の可能性が高い。

土層解説

1　黒　　色　ロームブロック微量 2　極暗褐色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片3点，須恵器片1点が出土している。356の須恵器長頸瓶は，覆土中から出土してい

る。遺物は小破片であることから，混入と考えられる。

所凰　本跡に伴う遺物がないため，時期は不明である。骨片等は検出されていないが，形状及び覆土の堆積状

況等から，墓壕の可能性が考えられる。

第58号蓋坑（第317図）

位置　調査1区中央部のJ7a6区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2。42m，短軸1．03mの長方形で，深さは38cmである。長軸方向はN－100－Wで，壁は緩やか

に外傾して立ち上がっている。中位に段を有し，底面は平坦である。

者達　2層からなる。レンズ状堆積を皇しているが，層中にロームブロックが混入していることから，人為堆

積の可能性が高い。
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土層解説
1黒　色　ロームブロック・焼土粒子微量 2　褐　色　ロームブロック・明褐色土ブロック中量

遺物出立状況　土師器片1点が出土しているが，細片であるため図示できなかった。

所見　本跡に伴う遺物がなく，時期及び性格等は不明である

第62号丑坑（第317図）

位置　調査1区中央部のJ8d2区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2。10m，短軸0．78mの長方形で，深さは24cmである。長軸方向はN－110－Wで，壁は緩やか

に外傾して立ち上がっている。底面は，皿状を呈している。

覆土　2層からなる。レンズ状堆積を皇しているが，第2層中にロームブロックが混入していることから，人

為堆積の可能性が高い。しかし，削平により残存している覆土が浅く，判断資料に欠けるため断定はできな

い。

土層解説
1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子微量　　　　　　　　　2　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片3点が出土している。いずれも細片のため，図示できない。

所見　土師器片は，細片で別個体の破片が散在して出土していることから，混入と考えられる。本跡に伴う遺

物がないため，時期は不明である。骨片等は検出されていないが，長軸方向や形状及び覆土の堆積状況等から，

墓壕の可能性が考えられる。

第56号土坑出土遺物観察表（第317図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　　 土 色調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

356 須恵器 長頚瓶 ［8．4］ （3．4）
－

長石 ・石英 灰 普通 ロ縁部内 ・外面横 ナデ 覆土中 5 ％ 自然粕付着

∩　　　鎗　O　に7／n：餐接　し二卑′抜刀
ム　男ラ‘乙l∠ゝ＞ノJ且′l丹（一J星1労

当区は，調査区の北端部に位置する。確認した遺構は，住居跡10軒，掘立柱建物跡1棟，土坑8基である。

住居跡は，時期別では弥生時代後期2軒，古墳時代前期5軒，平安時代3軒となる。現況は山林であったため，

工事の抜根により撹乱と削平を受けている遺構が多い。以下，第2区の遺構と遺物について記載する。

（1）弥生時代

当該期の遺構としては，竪穴住居跡2軒を確認した。2軒とも台地の北縁辺部に位置している。

①　竪穴住居跡

第37号住居跡（第318図）

位置　調査2区西端部のI6g9区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　南東コーナー部を，第3号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　北西部は抜根のため撹乱されている。また，南壁は工事により削平され，壁面はほとんど残存し

ていない。長軸4。38m，短軸4．12mのほぼ方形である。主軸方向はN－780－Wで，壁高は15cmほどである。

床　ほぼ平坦である。炉から南東コーナーにかけてが，踏み固められて硬く締まっている。
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炉　中央部からやや西寄りに，地床炉を1基確認した。長径82cm，短径48cmの不整楕円形で，形状は皿状であ

る。深さは5～8cmで，火床部は被熱により赤変しているが，あまり硬化していない。炉の長軸と直交して，

炉石が水平に設置され，その西側はわずかにくぼんでいる。覆土は3層である。

炉土屑解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量　　3　黒褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

ピット　5か所。Pl～3は楕円形で，深さは82～87cmである。P4は，撹乱のため底面のみの確認である。

Pl～4は，規模や配置から主柱穴と考えられる。P5は円形で，深さは40cmである。配置から，出入り口施

設に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなる。撹乱と削平により覆土が浅いため，これだけでは断定できないが，各層の境界面が凸凹

であることから人為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　3　黒褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

2　黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量　　4　黒褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　弥生土器片67点と，混入とみられる土師器片24点が出土している。305の弥生土器壷の底部は，

南西コーナー部の床面から出土している。302～304の土師器嚢は，北西壁寄りの撹乱中から破片で出土してい

る。

所見　302～304の土師器聾は，工事による抜根時に混入したものと思われる。時期は，305の壷とTP31～33の

拓本土器から，弥生時代後期後半と考えられる。

A42．4m

K　32

」L42．2m
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第318図　第37号住居跡実測図
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第319図　第37号住居跡出土遺物実測図

第37号住居跡出土遣物観察表（第319図）

！　　　；　　　［

番号種　別器　種口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備　考

302 土師器襲15．4（16．6）－長石・石英・雲母浅黄橙普通ロ緑部外面ナデ　休部外面へラ削り，内面へラナデ
北西壁付近
撹乱中

40％
外面煤付着

303 土師器小形棄10．0 11．9［4．0］長石・石英にぷい橙普通口緑部外面ナデ　体部外面パケ日調整，内面へラナデ
北西壁付近
撹乱中50％PL81

304 土師器小形襲12．5（9．4）－
長石・石英 褐灰普通ロ縁部内・外面パケ目調整　休部内面へラナデ

北西壁付近
撹乱中

70％
台付襲カPL81

305 弥生土器∃夏－
（3．2）［7．8］長石・石英にぷい橙普通

胴部に附加粂二種（附加1粂）の縄文施文
底部に木葉痕有り

南西コーナー
都床面5％

TP31弥生土器壷
－
（3．7） 長石・石英・雲母にぷい褐普通

口唇部に縄文原体による押圧　口縁部に楠歯状工具
（3本櫛歯）による横走波状文施文

覆土中 PL92

TP32弥生土器壷 －
（3．8）

－
長石・石英 灰褐普通

□緑部下端に隆帯が巡り，棒状工具により押圧
頸部に櫛歯状工具（6本櫛歯）による縦区画

P5付近床面PL92

TP33弥生土器壷 －
（9．2） 長石・石英・雲母にぷい褐普通附加粂二種（附加1条）の縄文施文　羽状構成 P5付近床面PL92

第38号住居跡（第320図）

位置　調査2区北東端部のI8el区に位置し，北東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　全体が削平され，壁面及び床面は現存していないため，掘り方調査で確認した。推定長軸4．95m，

推定短軸4．30mの隅丸方形である。西・東コーナー部は，抜根の撹乱により確認できない。主軸方向はN－

730－Eである。

床　残存していない。

炉　残存していない。焼土や被熱の範囲も認められない。

ピット14か所。Pl～3は円形で，確認できた深さは6～9cmである。配置から主柱穴と考えられる。P4

は円形で，深さは9cmである。P5・6は円形で，深さは8cmである。P4～6は，規模や配置から出入り口

施設に伴うピットと考えられる。P7～11は円形で，深さは7～20cmである。配置から，主柱穴の補助的な役

割をしていたと考えられる。P12～14は円形で，深さは14cmである。性格等は不明である。
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覆土　削平され，残存していない。確認したのは，掘り方の士層である。掘り方は，壁沿いに周回するように

掘り込まれ，中央部は地山のままであった。掘り方の土層は，7層からなる。

掘り方土層解説

1褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，廃土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック微量
3　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
6　暗褐色　ロームブロック少乳　焼土ブロック微量
7　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

遺物出立状況　掘り方の埋土中から弥生土器片47点，土師器片4点，礫1点が出土している。306の弥生土器

壷目線部は北コーナー付近，307の弥生土器壷底部は北東壁際のそれぞれ埋土中から出土している。

新風　掘り方は，壁沿いに幅52～80cm，深さ8～20cmほどである。中央部は，方形に地山をそのまま残して床

面としていたと推測される。土師器片は，撹乱部付近から出土していることから混入と思われる。時期は，出

土土器から弥生時代後期後半と思われる。
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第32の図　第38号住居跡実測図
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TP35

第321図　第38号住居跡出土遺物実測図

第38号住居跡出土遺物観察表（第321図）

0　　　　　　　　　　　10cm

I l　　　］

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

306 弥生土器 広口壷 ［12月］ （3．8） 長石・石英 灰褐 普通
口唇部に竹管状工具による押圧有り　 口綾部下端に隆帯が2

条巡り，指頭によると思われる押庄有り 覆土中 5％

307 弥生土器 壷 （2．8） 7．2 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通
胴部に附加条一種（附加2 条）の縄文施文

底部に布目痕有り 掘方覆土中 5％

TP34 弥生土器 壷 （4．5） 長石・石英・雲母 にぷい褐 普通
目線部下端に隆苛が巡り，棒状工具により押庄　 頚部に梱歯

状工具（4 本櫛歯）による縦区画後，区画内債走波状文施文
覆土中 PL93

TP35 弥生土器 壷 （5．2） 長石・石英・雲母 にぷい黄橙 普通
頚部に櫛歯状工具（4 本櫛歯）による縦区画後，区画内に横走

波状文施文　 胴部に附加条二種（附加1条）の縄文施文
穫土中 PL93

TP36 弥生土器 壷 （5．0） 長石・石英・雲母 灰褐 普通 附加条二種（附加 1条）の縄文施文　 羽状構成 覆土中 PL93

TP37 弥生土器 壷 （4．4） 長石・石英・雲母 橙 普通 附加条二種（附加1条）の縄文施文　 羽状構成
南東壁際

掘方覆土中
PL93

（2）古墳時代

当該期の遺構としては，竪穴住居跡5軒，土坑1基を確認した。いずれも前期の住居跡で，規模は一辺が4

～9mである。特に第30号住居跡は一辺が9．35mで，当遺跡の中で最大規模である。土坑は遺物の特徴や出土

状況から，墓堰と考えられる。

（力　竪穴住居跡

第30号住居跡（第322・323図）

位置　調査2区中央部のI7i7区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第35号土坑に，東コーナー付近の床面が，さらに第41号住居に覆土を掘り込まれている。

規模と形状　長軸9・50m，短軸9．35の隅丸方形で，主軸方向はN－430－Wである。壁高は2ト32cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，ほぼ全体が踏み固められている。特に南西壁側は，壁際まで硬化している。P5付近は，中央寄

りがわずかに高まっている。壁溝が全周している。上幅12～17cm，下幅6～10cm，深さ7～16cmで，断面形は

U字状である。

炉　中央部からやや北西壁寄りに，地床炉が2基確認された。炉1は長径108cm，短径62cmの楕円形で，形状

は皿状である。深さは5cmで，火床部は全面的に被熱により赤変硬化している。炉2は炉1の東側で，ほぼ中

央に位置している。長径73cm，短径45cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめている。火床部は凹凸があり，

被熱により赤変硬化している。覆土や確認状況から判断し，2基の炉は同時に使用されていたと考えられる。
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第322図　第30号住居跡実測図（1）
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第裂3図　第30号住居跡実測図（2）

炉1土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

0　　　　　　　　　　　2m
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炉2土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼士粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子の焼土粒子少量
3　暗褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

ぽッ紅　5か所。Pl～4は円形で，深さは1。10～1。21mである。規模や配置から主柱穴と考えられる。P5

ほ楕円形で，深さは32cmである。配置から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。炉1とP5を通る直線

は，長軸線と平行で南東壁面と直交する。

孝豊17層からなる。ロームブロックが各層中に混入していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色　ロームブロックe炭化粒子少量

2　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
3　暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
4　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
5　黒　色　炭化粒子多最，ローム粒子・焼土粒子微量
6　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

7　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，ロームブロック微量
8　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
9　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量

10　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック微量
11黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
12　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
13　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

14　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量
15　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
16　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
17　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量

遺物出丑状況　土師器片亜6氏勾玉1点，砥石主産と，混入とみられる弥生土器片29点が出土している。250

の土師器器台，25202530255の土師器亀259e260e261の土師器台付聾，262～264の土師器嚢は，酋コーナー付

近から，253は床面から覆土上層にかけて，その他は床面からでそれぞれが重なり合いつぶれた状態で，一括

して出土している。251の土師器器台は，中央部から酋コーナー付近にかけての床面近くから散在した破片の

状態で出土している。254の土師器壷は，中央の床面から破片で出土している。257の土師器壷は，酋コーナー

寄りの床面近くから破片で出土している。258の土師器小形壷と265の土師器楽は，西コーナー壁際の床面から，

258は正位，265は横位のつぶれた状態で，それぞれ出土している。Q36の勾玉は，中央の北西壁寄りの覆土下

層から出土している。出土状況から251・254は投棄されたと考えられる。西コーナー付近の北西壁際に粘土塊

を2か所検出した。粘土塊はどちらも床面上で確認され，断ち割って土層を観察したが，全面灰白色で被熱は

認められない。粘土塊の上やその周辺から多量の土器が出土している

所見　時期は，出土土器から古墳時代前期（4世紀前半）と考えられる。
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第324図　第30号住居跡出土遣物実測図（1）
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第325図　第30号住居跡出土遺物実測図（2）
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第30号住居跡出土遺物観察表（第3240325図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器高 底 径 胎　　 士 色　 調 焼 成 手　 法　　 の　　 特　 徴 出土 位 置 備 考

250 土 師器 器 台 8．1 8．0 ［13．7〕 長石 ・石英 ・雲母 明 赤褐 普 通 麿 堤 票 豪票 部外 面 へ ラ ミ ガキ 脚 部 内面 へ ラ げ

麿 是 慧嘉 砦 部外 面 へ ラ ミガ キ 脚 部 内面 へ ラ汁

は 票 怒 号 呂謎 調 監 下 半 へ ラ ミガキ，

西 コー ナー付 近 床面 70％ P L80

251 土 師 器 器台 抱 8］ 8．8 14．4
長 石 ・石 英 ・

ス コ リア
決黄 普通 中央 部床 面 近 く 70 ％ P L80

252 土 師器 壷 16．0 26．4 7．6 長石 ・石英 にぷ い 橙 普 通
酋 コー ナ ー付 近床 面 85％ PL80

253 土 師器 壷 ［14．9］ 23．3 4．8 長 石 ・石英 にぷ い橙 普 通
休 部 外面 へ ラ ミガ キ， 内面 上 位へ ラ ナデ 下位

パ ケ 目調 整
西 コー ナ ー付近

覆 土上 層 70％

254 土師 器 壷 15．9 （9．2） － 長石 ・石英 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 体 部 内面 パ ケ 自調 整 中央 部床 面 20％

255 土 師 器 壷 ［16調 （5．1） － 長 石 ・石 英 に ぷ い橙 普通 口緑 端 部 内 ・外面 へ ラ ミガキ　 頚 部外 面 へ ラ ナデ 西 コ ーナ ー付 近 床面 10 ％

257 土 師 器 壷
－

（3．0） 9．3 長石 ・石英 浅黄 橙 普 通
磨 鵠 孟孟 キ 湖 へ ラげ

口縁 部 内面 へ ラナ デ　 体部 外 面下 端 へ ラ ナデ

酋 コ ーナ ー付 近
床 面 近 く 10％

258 土 師器 小 形 壷 7．3 6．9 3．3
長石 ・石英 ・

ス コ リア
橙 普 通 西 コー ナー 部床 面 95％ PL80

259 土 師器 台 付 襲 － （25．2） 11．7 長 石 ・石 英 にぷ い褐 普 通 体 部 内面 上半 へ ラ ナデ　 台 部 内 ・外 面 パ ケ 自調 整 西 コー ナー付 近 床面 40％

260 土 師 器 台 付婆 11．8 （15．0）
－

長 石 ・石 英 灰褐 普通 休 部外 面 上位 パ ケ 目調整 酋 コ ーナ ー付 近床 面 70 ％ P L80

261 土 師器 台付 婆
－ （9．1） 8．6 長石 ・石英 に ぷい 橙 普通

体部 内 ≠ 面 パ ケ 昌調 整 台部 外面 パ ケ 目調 整 つ
憲 還 孟孟 面 パ ケ 自調整 後 げ 体 部 外 面 下位 パ ケ 当

完 窒 部外 面 パケ 目調 整 後 げ 体 部 内 面下 位パ ケ 当

体 部外 面 パ ケ鋼 纏 ，内 面 へ ラげ　　 ！

酋 コー ナ ー付 近床 面 20％

262 土 師器 襲 17．1 20．1 ［4潮
長石 ・石英 ・

ス コ リア
橙 普 通 西 コー ナ ー付近 床 面 95％ PL80

263 土 師器 婆 17．1 26．7 6．4 長 石 ・石 英 灰 褐 普 通 西 コー ナー付 近 床 面 70 ％ P L80

264 土 師 器 婆 16，4 （20．2）
… 長 石 ・石 英 にぷ い橙 普通 酋 コ ーナ ー付 近床 面 50 ％

265 土 師器 惑夏
瓦

16．6 （20．9）
－

長 石 ・石 英 ・

ス コ リア
橙 普 通 口緑 部 内 ・外 面パ ケ 目調 整後 一 部 ナ デ 西 コー ナ ー部床 面 50％

266 土 師器 小 形 婆 ［8．3］ （5．3）
－

長 石 ・石英 ・

ス コ リア
浅 黄 橙 普 通 休 部 外面 ナ デ ，内 面へ ラ ナ デ 酉コーナー寄 り覆土下層 60％

T P26 弥生 土 器 壷 － ほ 5） － 長 石 ・石 英 ・雲 母 灰褐 普 通
口唇 部 に縄 文原 体 に よる押 庄　 日録 端 部 に櫛歯 状 工

具 （4 本櫛 歯）に よる横 走波 状 文施 文 覆 土 中 P L92

番号 器 種 長 さ （径 ） 幅 （孔 径 ） 厚 さ 重 量 材　 質 特　　 徴 出 土位 置 備考

Q 30 砥 石 10．2 14．0 2。9 431 滑石 破 片　 紙 面 は 1 両 覆土 中

Q 36 勾玉 1．4 0．15 0．3 0．4 蛇紋 岩 外 面 は丁 寧 な磨 き P l 付 近 床面 近 く PL93

第33号健贋跡（第326図）

位置　調査2区北端部のI7f8区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長郎060m，短軸870mの隅丸長方形でタ主軸方向はN－250－Wである○壁高は8～23cmほどで，

各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，主柱穴で囲まれた内側部分が，踏み固められて締まっている。

ぽッ虹12か所。Pl～射ま円形で，深さは53～85cmである○規模や配置から，主柱穴と考えられる。P5ほ

円形で，深さは朝cmである。配置から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は円形で，深さは28cm

である。壁際に位置しタ底面が平坦であることから貯蔵穴の可能性が考えられるが，その周囲の床面には硬化

した部分が認められない。P7～9現もユ2ほ円形で，深さはユト33cmである○配置から，補助柱穴と考えられ

る。P用は円形で　深さは15cmである。性格は不明であるが，PlOと炉を結ぶ直線が南西壁面と直交すること

や周囲の硬化面等から，出入り口施設に関連するピットの可能性がある。

貯蔵栗　東コーナー部に付設されている。長径1000m，短径0・70mの楕円形で，深さ84cm，断面形はU字形で

ある。開口部は太きいが，床面から25～30cm下がったところで径が小さくなる。覆土は7層からなる。大半の

層中に，焼土粒子が混入している。

貯蔵穴土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化材少量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土ブロック中量，炭化粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
6　明　褐　色　ロームブロック多量
7　橙　　色　ロームブロック多量
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第326図　第33号住居跡実測図

炉　中央部からやや北東寄りに付設されている。長径87cm，短径76cmの不整楕円形で，床面を5cmほど皿状に

掘りくぼめた地床炉である。炉床は，被熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1　鈍い褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子中量
3　鈍い赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

4　鈍い赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量
5　黒　褐　色　焼土粒子中量，炭化物少量
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覆土　6層からなる。壁際の層にロームブロックが少量認められるが，中央の層になるにつれロームブロッ

クが減少する。また，レンズ状堆積を呈していることなどから，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　　色　ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・今市一七本桜パミス微量

2　黒　　色　ロ‾ムブロック・炭化粒子・今市一七本桜パミス微量　5　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・今市一七本桜パミス微量
3　黒　褐　色　ロームブロック・今市一七本桜パミス微量　　　6　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片287点と，混入とみられる弥生土器片60点，凹石1点が出土している。284の土師器器

台と285の土師器相は，西コーナー付近の床面付近から出土している。286の土師器壷は，南コーナー付近の覆

土中層から破片で出土している。287・288の土師器台付嚢は，287が中央部の床面から，288が東コーナー近く

の覆土下層から，それぞれ破片で出土している。東コーナー付近から炭化材が出土している。

所見　炭化材は，東コーナー付近以外からは出土していない。床面に赤変したところが検出できないことから，

焼失住居ではなく炭化材の投棄と考えられる。時期は，出土土器から古墳時代前期（4世頭己後半）と思われる。

丁二子‾‾‾‾「よ＿

第327図　第33号住居跡出土遺物実測図

第33号住居跡出土遺物観察表（第327図）

「‾「∴‾‾l「も

番 号 種　 別 器　 種 口径 器高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備考

2朗 土 師器 器 台
－

（4．7 ） 長 石 ・石 英 にぷい 橙 普 通 脚 部外 面 へ ラ ミガ キ， 内 面へ ラナデ 西 コー ナー 寄 り

床 面 付 近
10 ％

285 土 師 器 塘 （5．4 ） 1．4 長 石 ・石 英 にぷ い 橙 普通 休 部外 面 へ ラ ミガ キ， 内面 へ ラ ナデ 西 コーナ ー寄 り

床 面 付 近
80％

286 土 師 器 壷 21．7 （11．5）
－

長 石 ・石英 にぷ い 橙 普通
ロ緑 郎 外面 パ ケ 目調 整　 口縁部 内 而 ・頚 部外 面

へ ラ ミガ キ

西 コー ナ ー

付 近 覆 土 中層
20％

287 土 師器 台 付 要 ［16．2］ （4 ．9）
－

長石 ・石英 橙 普 通 休 部 外面 パ ケ 目調 整　 S 字状 口緑 中央 部床 面 5 ％

288 土 師器 台 付 磐 ［14．2 ］ （4．3）
長石 ・石 英 ・

ス コ リア
浅 黄 普 通 体 部外 面 パ ケ 目調 整　 S 字状 口緑 東 コーナ ー

付 近 覆土 下 層
5 ％

T P27 弥 生 土 器 雪道 （6．1） 長石 ・石英 ・雲母 褐灰 普 通
口緑部 下 端 に隆 帯 が 2 条 巡 り， さ らに縄 文 原体 に よ り

押 圧　 頚 部 に附 加条 二 桂（附 加＝ 条）の縄 文 施文
複土 中 5 ％ P L92

TP 28 弥 生 土 器 壷 （2．9） － 長 石 ・石 英 ・雲母 に ぷい 橙 普通
櫛歯 状 工 具 に よる連 弧 文施 文　 胴 部 に附 加条 二 種

（附 加 1 粂 ）の縄 文施 文
覆土 中 5 ％ P L92

番号 器 種 長　 さ 幅 厚 さ 重義 材　 質 特　　 徴 出 土位 置 備 考

Q 39 凹 石 11．0 8 ．6 5．2 617 安 山岩 円 は 1 両　 一 部 に筋 状 の祷 痕有 り 炉 床
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第34号住居跡（第328図）

位置　調査2区北端部のI7e6区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　北コーナーから東コーナー付近は，工事による削平のため壁や床面が確認できない。推定長軸

4．68m，短軸4．33mのほぼ方形で，主軸方向はNrllOO－Wである。削平されているため，壁高は4～6cmほ

どで，各壁の現存部は外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，壁付近を除き，全体的に踏み固められている。

炉　中央部からやや南西壁寄りに確認されている。長径1．04m，短径0．48mの楕円形で，床面を12cmほど皿状

に掘りくぼめた地床炉である。炉石が，中央よりやや北東寄りに置かれている。炉床は，炉石から南西側が被

熟し，赤変硬化している。炉石から北東側は，赤変硬化していないことから，炉石は長期間にわたり，同一地

点又は近似地点で使用されたと考えられる。

ピット　7か所。Pl～4は円形で，深さは18～24cmである。P5は円形で，深さは32cmである。P6・7は

円形で，深さは9、18cmである。規模と配置から，Pl～4は主柱穴，P5は出入り口施設に伴うピット，P

6・7は補助柱穴と考えられる。

覆土　確認できたのは，厚さ6cmほどの1層のみである。したがって，堆積状況を判断するだけの情報が得ら

れないため，自然か人為の断定はできない。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・今市一七本桜パミス微量

遺物出土状況　土師器片67点，土製品（紡錘車）1点，礫3点が出土している。289の土師器台付襲，290・291

の土師器嚢は，いずれも中央部から北東壁にかけての覆土中から出土している。DP73の紡錘車は，南東壁寄

りの覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から古墳時代前期（4世紀）と思われる。

－　384　－

第328図　第34号住居跡実測図
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第329図　第34号住居跡出土遣物実測図

第34号住居跡出土遺物観察表（第329図）

10cm

DP73　ト1－－－ト一一一一一一一一」

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

289 土師器 台付嚢
－

（3．0） 長石・石英 にぷい橙 普通 台部外面パケ日調整，内面へラナデ 覆土中 5％

290 土師器 襲 ［14．4］（3．8）
－

長石・石英 にぷい褐 普通 ロ緑部内両へラミガキ 覆土中 5％

291 土師器 襲 （1．4） 3．6 長石・石英 黒褐 普通 体部内・外面へラナデ 獲土中 5％

番号 器　種 長さ（径） 幅（孔径） 厚さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

DP73 紡錘車 4．7 1．3 2．3 48 土製 無紋　各面は丁寧なナデ　断面は逆台形状 P6付近床面 PL93

第35号住居跡（第330・331図）

位置　調査2区北端部のI7f5区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸7・58m，短軸7．43mのほぼ方形で，主軸方向はN－130－Wである。壁高は38～42cmで，各壁

ともやや外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，壁際以外は踏み固められている。壁溝が，南西コーナー部を除き壁下を巡っている。上幅6～10

cm，下幅5～8cm，深さ7～10cmで，断面形はU字状である。

炉　北西コーナー寄りで確認されている。長径0．98m，短径0．58mの楕円形で，床面を8～14cmほど掘りくぼ

めた地床炉である。炉床部は，ほぼ中央で段差により二分割され，北側が深い。中央部では，不整楕円形状の

粘土範囲が検出された。粘土範囲の北側外縁部は，被熱し赤変硬化している。炉床の被熱状態は，その粘土を

境界として，北側は幅広く全面が赤変硬化しているのに対し，南側は小さな円形状の範囲のみである。この粘

土範囲は，元は炉石状の粘土ブロックであったか，もしくは炉石を固定していた可能性が考えられる。また，

炉の北壁側部分からは，土師器襲細片が出土している。

炉土層解説

1暗褐色　炭化粒子少量，ロームブロック微量　　　　　　3　褐　色　ローム粒子・粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量　4　暗赤褐　炭化粒子多量，焼土ブロック少量，ローム粒子・粘土粒子微量

ピット　5か所。Pl～4は円形で，深さは52～68cmである。P5は円形で，深さ57cmである。P2・4の底

面には，それぞれ2か所（大・小の円形状）の硬化面が認められた。規模や配置から，Pl～4は主柱穴，P

5は出入り口施設に伴うピットと考えられる。

P3土層解説
1　暗褐色　ロームブロック微量

2　褐　　色　ローム粒子中量
3　褐　　色　ローム粒子多量
4　明褐色　ローム粒子多量
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第330図　第35号住居跡実測図
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第331図　第35号住居跡・出土遺物実測図
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貯蔵究　南西コーナー部で確認した。開口部は径85cmの円私底面は径娩mの円形で言采さば80。mである。断

面形は日学状に近く，底面は平坦である。

貯蔵穴土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子微量

覆豊　7層からなる。各層の境界面の凹凸が激しいことや，土色の変化が大きいことから判断しタ人為堆積と

考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック微量
4　褐　　色　ロームブロック微量

5　黒　　色　ローム粒子少量
6　褐　　色　ロームブロック少量

7　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出立状況　土師器片481点と，混入とみられる弥生土器片53点が出土している。292の土師器相は中央部の

床面近くから破片で，293の土師器壷は北西壁近くの床面から破片で，それぞれ出土している。294の台付婆は

南西壁中央付近の床面から多数の破片で，295の土師器婆は酋コーナー付近の床面近くから破片で，それぞれ

出土している。296の土師器婆は，北東壁近くの覆土下層から破片が散在した状態で出土している。

所風　炉の位置が，大きく南西壁側に寄っている。他に赤変硬化のある所は認められず，住居の構築当初から

片寄って配置されていたと考えられる。出入り口施設のピットもタ炉に合わせて南西壁側に片寄って設けられ

ている。中央の居住空間を有効に活用しようとしたものと思われる。時期は，出土土器から古墳時代前期（4

世紀前半）と考えられる。

第35号住居跡出土遣物観察表（第331図）

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

292 土師器 柑 「1日）1 （5潮
長石 ・石英 ・

スコリア
浅黄橙 普通 口縁部 ・体部内 ・外面へラ ミガキ 中央部床面付近 30％

293 土師器 壷 ［25．2］ （4．6） 長石 ・石英 浅黄橙 普通 目線部内 ・外面へラミガキ　 有段目縁 北西壁付近床面 10 ％

294 土師器 聾 （22．9） 長石 ・石英 浅黄橙 普通
口嫁部外面パケ自調整　 休部外面へラ削 り，内面へラ

ナデ
南西壁付近床面 40 ％

295 土師器 襲 ［17．7］ （10．9） 長石 ・石英 橙 普通
目線部外 面へラナデ，内面へラミガキ　 休部外面へラ

ナデ

西コーナー部

床面付近
10％

296 土師器 襲 － （6．0） 5．4 長石 ・石英 にぷい褐 普通 体部内 ・外面へラナデ 北東壁付近覆土下層 10％

T P29 弥生土器 ▼こことご貰E － （5．2） 長石 ・石英 灰 白 普通
ロ縁部下端に隆帯が 2 条巡 り，さらに縄文原体により
押庄　 櫛歯状工具（4 本櫛歯）による綻区画後，区画内
横走波状文施文

覆土中 P L92

T P30 弥生土器 壷
－

（3．2 ） 長石 ・石英 ・雲母 にぷい橙 普通
櫛歯状工具による縦区画後，区画内横走波状文施文

胴部 に附加条一種（附加 2 条）の縄文施文
覆土中 PL 92

第調号健腰跡（第332図）

位置　調査2区最北端部のI7fl区に位置しタ北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸4052m，短軸3e66mの長方形で，主軸方向はN－180－Wである。壁高は5～13cmほどで，各

壁とも緩やかに外傾して立ち上がっている。南西コーナー付近は，撹乱により確認できない。

床　平坦で，中央部がよく締まっていている。

炉　精査したが確認できなかった。遺構の形状から推測し，PlとP3の中間地点付近に設けられていたと考

えられるが，その付近は撹乱されている。
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ピット　6か所。Pl～3は円形で，深さは10～13cmである。P5は円形で，深さ13cmである。規模や配置か

ら，Pl～3は主柱穴，P4は出入り口施設に伴うピットと考えられる。P5は円形で，深さ10cmである。P

lとP2を結ぶ線上に位置することから，補助柱穴と思われる。P6は不整円形で，深さ23cmである。性格は

不明である。

覆土　5層からなる。撹乱があるため断定はできないが，ほとんどの層中にロームブロックが混入しているこ

とから，人為堆積の可能性が高い。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック微量
3　暗褐色　ロームブロック微量

4　暗褐色　ロームブロック少量

5　褐　　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片106点と，混入とみられる弥生土器片12点が出土している。298の土師器鉢は，北東壁

の中央付近の覆土上層から出土している。299・300・301の土師器壷は，299・301が北コーナー付近，300は北

東壁の中央部付近で，いずれも覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から古墳時代前期（4世紀後半）と考えられる。

漣
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第332図　第36号住居跡・出土遺物実測図



第36号住居跡出土遺物観察表（第332図）

番 号 種　 別 器桂 口径 器 寓 底径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備考

298 土 師器 鉢 ［10．8］ 5．9 3．4 長石 ・石 英 黄 程 普 通 口緑 那外 面 へ ラ ミガキ　 休 部 下端 へ ラ削 り 北東 壁 付近 覆 土上 層 70 ％ P Ij 3

2 9 9 土 師器 重喜 ［15．2］ （7．6） － 長石 ・石 英 赤 橙 普 通 口緑 部内 ・外 面 へ ラ ミガ キ 北 コ ーナ ー付 近 覆土 上層 5 ％

300 土 師器 ∃互 ［15．5］ （3．4） － 長石 ・石 英 にぷ い橙 普 通 口縁 部内 ・外 面 へ ラナ デ　 頭部 外 面 パ ケ目 調整 北東 壁 付近 覆 土上 層 5 ％

301 土 師器 璽E －
（4．7） － 長 石 ・石 英 明 赤褐 普 通 頸 部 内 ・外面 ・休部 外 面パ ケ 口調 整　 体 部 内面 へ ラ ナデ 北 コ ーナ ー付 近 覆土 上層 5 ％

（多　士　坑

第50号土坑（第333図）

位置　調査2区北端部のI7f2区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第51号土坑の覆土上層を，掘り込んでいる。

規模と形状　径0．62mの円形で，深さは22cmである。底面は皿状である。壁は，緩やかに外傾して立ち上がっ

ている。

覆土　7層からなる。第2層と第4層の間に，人為的に土器が埋められたと考えられることから，人為堆積で

ある。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　褐　色　ロームブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

5　褐　色　ロームブ
6　暗褐色　ロームブ
7　明褐色　ロームブ

ロック・炭化粒子微量
ロック微量
ロック少量

遺物出土状況　土師器片132点が出土している。355の土師器賓は，中央部から正位のつぶれた状態で出土して

いる。底部は焼成後に抜かれている。

所見　聾の底部が穿孔され，正位で置かれていたことから埋葬に用いられたと推測される。第51号土坑のくぼ

みを利用して，土器が埋納されたと考えられる。時期は，古墳時代前期（4世紀後半）と思われる。

翫
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第333図　第50号土坑・出土遺物実測図
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こガサワ古墳群

第50号土塊出土遺物観察表（第333図）

番号 種　 別 器種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備　 考

355 土 師 器 婆 29．0 29．8 長 石 ・石 英 ・ス コ リア 浅 黄橙 普通
目線 部 外 面パ ケ 冒調 整 ，内 面へ ラ ミガキ　 体 部外 面

へ ラ ミガ キ， 内面 ナ デ
覆土 中

80％底 部 欠損

PL 82

（3）平安時代

当該期の遺構としてほ，竪穴住居跡3軋　土坑1基を確認した。住居跡2軒は，調査2区のほぼ中央に位置

し，削平されているため床面近くでの確認である。残りの1軒は，調査2区の中央部から120mほど西側に位

置する飛び地で，谷津頭に隣接する緩やかな斜面部に確認されている。以下，遺構の特徴と遺物について記載

する。

①　竪穴住居跡

第雑考健贋跡（第334図）

位置　調査2区最西端部のJ接　区に位置し，北東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸3。74m，短軸3。63mのほぼ方形で，主軸方向はN－520－Wである。壁は壁高が35～55cmで，

やや外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央が踏み固められている。壁溝は壁下をほぼ周回Ly上幅10～蟻cm　下幅　～Hcmでタ　断面形

はU字状である。

竃　北西壁の中央に付設され，壁外へ95cmほど三角形状に掘り込んで構築されている。中央部は，耕作による

撹乱が認められる。規模は，焚臼部から煙道部までの長さが工62cm，両袖部の幅はH5mである。袖部は床面

上に，砂質粘土を貼り付けて構築している。火床部は楕円形で，床面を12cm皿状に掘りくぼめている。火床部

は被熟し，赤変硬化している。煙道部は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がり，上面で平坦となり，さら

に外傾して立ち上がっている。

竃土層解説

1暗赤灰色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量　　　　　3　暗赤褐色　炭化粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子微量
2　暗赤褐色　炭化粒子・粘土粒子少量，焼土ブロックeローム粒子微量　4　極暗赤褐色　ローム粒子・粘土粒子少鼠焼土ブロック微量

だッ紅　5か所。Pl～3ほ円形で，深さは14～26cmである。P4は楕円形で，深さは9cmである。Pl～4

ほいずれも壁際に設けられており，Pl84はコーナーに，P203はコーナーからわずかに内側に配置され

ている。Pl～P4ほ，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5ほ円形で，深さは19cmである。配置から，

出入り口施設のピットと思われる。

啓丑13層からなる。各層中に焼土粒子が含まれているが，これは焼失住居のためと思われる。各層の境界面

に凹凸がある不連続な堆積状況であることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
3　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

6　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
7　極暗褐色　炭化材中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量

8　窯　褐

9　黒　褐

10　極暗褐
1＿1黒　田
12　暗　褐
13　極暗褐

ー　391－

色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
色　焼土ブロック・炭化材中量，ローム粒子微量
色　炭化材多量，焼土ブロック中量，ローム粒子微量
色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
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第334回　第25号住居跡実測図
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造物出土状況　土師器片1414点，須恵器片73点，砥石2点が出土している。198～200は土師器杯で，198は北

コーナーの覆土中層から，199は北コーナー寄りの床面から，200は竃左袖部近くの覆土下層から，それぞれ出

土している。203の土師器高台付杯は，南東壁中央付近の覆土中層から出土している。204～212は土師器賓で，

204は西コーナー付近の覆土上層と下層から出土した破片が接合している。205は，南コーナー付近の覆土下層

からと竃の覆土上層から出土した破片が接合している。206は，竃付近の床面近くから破片で出土している。

207は，南西壁中央付近の覆土中層から出土している。208は竃の覆土中層から，209は南コーナーの床面近く

から，210は南コーナー付近の覆土中層から，211は竃付近の覆土下層から，212は西コーナー付近の床面から，

それぞれ出土している。215～217は須恵器杯である。215は竃内から西・南コーナーにかけて，広い範囲の床

面から出土した破片が接合している。216は南コーナー付近から，217は中央部からで，どちらも床面から出土

している。218・219は須恵器嚢で，どちらも北東壁側の覆土中から出土している。Q21・22の砥石は，どちら

もP2の覆土中から出土している。中央部を中心に長さ0．2～1．1mの炭化材が，床面に散在して出土している。
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ニガサワ古墳群

所見　炭化材の出土状況から焼失住居と考えられる。多数の土師器片は，広範囲かつ覆土の上・下層にまたが

って出土している破片が接合していることから，大部分が投棄されたと推測される。本跡の時期は，遺構の形

態と出土土器から平安時代（9世紀後半）と思われる。
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第335図　第25号住居跡出土遣物実測図（1）
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第336図　第25号住居跡出土遺物実測図（2）

第25号住居跡出土遺物観察表（第335・336図）

L－一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一」

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　考

198 土師器 杯 13．6 4．2 7．4
長石・石英・

にぷい橙 普通
休部外面横ナデ，内面へラミガキ　底部回転へラ切り後ナデ北コーナー

40％PL80
スコリア 調整　内面黒色処理 覆土中層

199 須恵器 杯 ［13．6］ 4．7 7．0 長石・石英 浅黄橙 普通 体部内・外面横ナデ　底部回転へラ切り後ナデ調整
北コーナー
付近床面

35％

200 土師器 杯 ［13月］ 5．0 【6．01 長石・石英 浅黄程 普通 休部外面横ナデ，内面へラミガキ　内面黒色処理
竃左袖付近

覆土下層
20％

203 土師器 高台付杯 15．3 5．9 8．0
長石・石英・ 橙 普通

体部内・外面横ナデ　底部回転へラ切り　高台部貼り付け後南東壁付近 70％へラ記号

針状鉱物 ナデ調整 覆土中層 「川」有りPIjO

2（通 土師器 婆 ［20．0］（10．5）
長石・石英・

スコリア
橙 普通 体部内・外面へラナデ

酉コーナー
覆土下層

10％

205 土師器 襲 ［17．6］（6．7） 長石・石英 にぷい橙 普通 体部内・外面へラナデ
南コーナー
覆土下層

15％

206 土師岸 襲 ［17．8］（7．1） 長石・石英 浅黄橙 普通 体部内・外面へラナデ 寵付近床面 15％

207 土師器 棄 ［20．4］（10．3） － 長石・石英 にぷい褐 普通 体部内・外面へラナデ
南西壁付近
覆土中層

15％

208 土師器 整 ［18．3］（10．1） 長石・石英 にぷい橙 普通 体部内・外面へラナデ 竃覆土中層 10％
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番可 種 別 署摘 巨 径
器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

209 土師器
婆　 恒 ］

（5．1）
－

長石 ・石英 明赤褐 普通 体部内 ・外面へ ラナデ 南コーナー
床面付近

10％

210 土師器 婆 ［13．0］ （5．6ラ
－

長石 ・石英 橙 普通 休部外面へラ削 り，内面へラナデ 南コーナー付近
覆土中層 10％

211 土師器 婆 ［10湖 （5ぷ
－

長石 ・石英 ・

スコリア
橙 普通 体部内 ・外面へラナデ

臣ヨ

竃付近覆土下層 10％

212 土師器 婆
－

賂 8ラ ［5．4〕
長石 ・石英 ・

雲母 褐 普通 休部外面へラ削 り，内面へラナデ　 底部に木葉痕有 り 酋 コーナー
付近床面 10 ％

215ご 須恵器 杯 14．4 4．8 ［7．4］
長石 ・石英 ・

針状鉱物
灰 普通 目線部 ・体部内 ・外面横ナデ 西 ・南コーナー

床面 60 ％ P L80

216 須恵器 杯 ［12潮 4．8 ［6．4 ］
長石 ・石英 ・

針状鉱物
灰 普通 体部内 ・外面横ナデ　 底部回転へラ切り後ナデ調整 南 コーナー床面 30％へラ記号

有 り

2 17 須恵器 杯
－ （3 ．4） 賂 6］ 長石 ・石英 にぷい褐 普通 体部内 ・外面横ナデ　 底部回転へ ラ切 り後ナデ調整 中央部床面 20％二次焼成

218 須恵器 婆 ［29．6］ ほ 7） － 長石 ・石英 灰白 普通 汀線部外面へ ラナデ，内面ナデ 覆土中 5 ％

219 須恵器 婆 ［19．0］ （4．7）
－

長石 ・石英 明褐灰 普通 ロ縁部外面へラナデ，内面ナデ 覆土中
5 ％内 や外面
自然粕付着

番号 器　 怖 長さ （径） 幅 （孔径） 厚 さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

D P71 管状土錘 4．5 0．2 4．5 5．0 土製 両端部球形状　 外面やや凹凸有 り 南コーナー付近覆土上層

D P72 支脚 （12．1） 挽 6） （6．9） 386 土製 大半欠損　 被熱により赤変　 胎土中に植物繊維混入 南コーナー床面

Q 21 砥石 2 1．1 18．2 7．4 3705 砂岩 砥面は 1 両 P 2 覆土中層

Q 22 砥石 11．0 7．8 5．2 688 砂岩 両端部欠損　 砥面は 4 両　 被熱痕有 り P 2 覆土中層 P L93

第磯瑠号住居跡（第337回）

位置　調査2区中央部の撒8区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第30号住居跡の覆土を掘り込み，第35号士坑に掘り込まれている。

規模と形載　壁のほとんどが削平され，残存していない。確認できたのほ，床面と竃の火床部である。確認で

きた床面から規模は，推定長軸3。07m，推定短軸2。98mの長方形で，主軸方向はN…530－Eと思われる。

床　貼り床の残存部と思われるローム土が，竃付近でわずかに認められた。

竜　北東壁の中央部と思われる位置に，壁面を50cmほど掘り込んで付設されている。両袖部のほとんどが残存

していないが芦　わずかに砂質粘土が認められた。焚日部から煙道部までの長さほ80cm以上両袖部の幅は不明

である。火床部は不整楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼめている。火床部は被熟し，赤変硬化してい

る。煙道部は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。
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第3那儲　第41号住居跡実測図
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竜土眉解説

1赤黒色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量　　3　黒褐色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量

ピット　精査したが確認できなかった。

覆土　削平により残存していない。

遺物出土状況　土師器片20点が出土している。削平されているため，遺物が出土しているのは竃内及びその周

辺からである。325・326の土師器嚢は，竃内の火床部覆土下層から破片で出土している。

所見　時期は，遺構の形態と出土土器から平安時代（10世紀頃）と思われる。

＼道三1竺』

第338図　第41号住居跡出土遺物実測図

第41号住居跡出土遺物観察表（第338図）

番 号 種　 別 器種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備 考

325 土 師 器 賓 ［19．2］ （13．1） 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 ロ 縁部 内 ・外 面 ナ デ　 休部 外 面 へ ラ削 り， 内面 へ ラナ デ 奄 内 覆土 下 層 20％

326 土 師器 愛 － （3．5） ［11．0 ］ 長石 ・石 英 ・ス コ リア 灰 褐 普通 休 部外 面 へ ラ削 り， 内 面へ ラ ナ デ 薗 内 覆土 下層 5 ％

番 号 器種 長　 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特　　 徴 出土 位 置 備　 考

Q 4 7 砥石 17．4 16．2 8．1 3 242 砂 岩 砥 面 は 3 面 竃内 火床 而 炭化 物付 着

第44号住居跡（第339図）

位置　調査2区中央部のI7g9区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第33号土坑に西壁を，第39号土坑に北東コーナー部を掘り込まれている。
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規模と形状　西壁及び北壁が，重機により削平され残存していない。推定長軸2．02m，推定短軸1．73mの長方

形で，主軸方向はE－5。－Sである。残存部の壁高は12cmほどで，壁の立ち上がり状況等は不明である。

床　竃付近は平坦であるが，その他は削平により不明である。硬化部分は認められなかった。

竜　南東コーナーに，壁面を70cmほど三角形状に掘り込んで付設されている。袖部の粘土は，確認できなかっ

たが，わずかな粘土粒子の残存が認められた。煙道部は地山を掘り込み，粘土を用いずにそのまま利用してい

る。焚口部から煙道部までの長さは80cm，両袖部の幅は0．9mと推測される。火床部は楕円形で，床面を6cm

ほど皿状に掘りくぼめている。火床部は被熟し，赤変硬化している。煙道部は，火床部から緩やかに外傾して

立ち上がっている。

竃土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量　3　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量
2　暗赤褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼士ブロック微量

ピット　第33号土坑に，西側部分を掘り込まれている。Plは円形と推測され，深さは34cmである。配置から

出入り口施設のピットと思われる。

覆土　6層からなる。残存部分がわずかなため，堆積状況についての判断は困難であるが，各層中にロームブ

ロック及び焼土ブロックが混在していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼⊥粒子・炭化粒子微量　　　　4　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化材少量　　　5　黒　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化材微量
3　黒褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化材微量　6　黒　　色　ローム粒子・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片231点，須恵器片5点と，混入と見られる弥生土器片8点が出土している。347～349

の土師器嚢はいずれも東壁付近で，347は覆土中層，348・349は床面から出土している。350・351の須恵器杯

は，どちらも竃の焚き口付近の床面上から正位のつぶれた状態で出土している。352の須恵器甑は，東壁中央

付近の床面から破片で出土している。353の須恵器多孔土器は，南壁中央付近の床面上から正位で出土してい

る。

第339図　第44号住居跡実測図

且二二二〒軽二
5

4　　　6

B　　　　　　348349353347352351350

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l I　‥－　‥・I

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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所見　遺物のほとんどが竃周辺から出土しているが，これは第33・39号土坑に他の部分が掘り込まれているた

めである。第33・39号土坑から出土している遺物は，本跡の遺物が流れ込んだ可能性が考えられる。353の須

恵器多孔土器は，口緑部付近が重機に削平されている。したがって，全体の器形は把握できないが，頚部がや

や細くなる整形と推測される。孔は焼成前にへラ状の工具で器画に垂直に切り込まれている。円形状に一気に

切り取っており，その後調整は行っていない。孔の位置は，大まかで整然としておらず，孔間にむらがある。

水平方向へ周回した後，次の段の孔は上段の孔間に位置するように互い違いの配置をとっている。穿孔の前に

位置を決め，その後にやり直した痕が認められる。径5cmほどの棒状工具を用い，土器の内側から貫通させた

小さな孔の痕が全体に見られる。その後，外側から完全に粘土でふさいでいる。底部内面の上方3cmほどの所

に煤のような黒色の付着物がある。二次焼成の痕跡はない。用途は不明である。時期は，遺構の形態と出土土

器から平安時代（9世紀後半）と思われる。

恒
＼

＼

「1亨、於
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第340図　第44号住居跡出土遺物実測図（1）
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第鍼領国　第44号住居跡出土遺物実測図（2）

第44号住居跡出土遺物観察表（第34003射図）

0　　　　　　　10cm

：…＿∴二二二∴∴ニーl

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

347 土師器 婆 ［19．1］ （7．8） －
長石・石英・

雲母
橙 普通 体部内・外面へラナデ 東壁付近覆土中層 5％

348 土師器 嚢 ［21．4］ （7．3） －
長石・石英・

雲母
にぷい橙 普通 体部内・外面へラナデ 東壁付近床面 5％

349 土師器 襲 － （15．6） 7．1 長石・石英 にぷい褐 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 東壁付近床面 30％

350 須恵器 杯 13．7 5．4 6．6 長石・石英 灰黄 普通 体部内・外面横ナデ　 底部回転へラ切り後ナデ調整 竃焚き口付近床面
90％へラ記号
「士」有りPL81

351 須恵器 杯 13．5 5．1 6．9
長石・石英・
針状鉱物

灰黄褐 普通 体部内・外面横ナデ　 底部回転へラ切り後ナデ調整 竃焚き口付近床面
90％へラ記号
「－」有りPL81

352 須恵器 甑 ［31．4］（24．3）
－

長石・石英 浅黄橙 普通 体部外両横ナデ，内面へラナデ 東壁付近床面 50％

353 須恵器 多孔土器
－ （23．1） 13．2 長石・石英 灰黄 普通

孔はヘラ切り　休部外面横ナデ，内面ナデ　 休部外
面下端へラ削り調整 南壁付近床面

40％内面下位
炭化物付着PL82

②　土坑

第33考量琉（第342図）

位置　調査2区中央部のI7g9区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第44号住居跡の西壁からPlにかけてを，掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．65m，短軸1。48mの隅丸長方形で，深さは75cmである。長軸方向は，N－50－Eである。

壁は，やや外傾して立ち上がっている。底面は，平坦である。

覆丑　8層からなる。上・下層には焼土粒子が認められるが，これは重複している第44号住居跡を掘り込んだ

ときに流れ込んだものと思われる。中層には，黒色土が多量に含まれている。各層の境界面が凸凹となってい

ることや，層により含有物が急激に変化することから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　色　ローム粒子e焼土粒子微量

2　黒　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　黒　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック多量

5　黒　色　ローム粒子微量

6　暗褐色　黒色土ブロック多量
7　黒　色　ローム粒子・焼土粒子微量
8　黒褐色　ロームブロック中量，焦土ブロック少量
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遺物出土状況　土師器片17点，須恵器3点と，混入とみられる弥生土器片1点が出土している。339、341は土

師器杯で，339・341は底面上から逆位で，340は東壁面の下位から斜位で出土している。342、344の須恵器杯

はいずれも底面からで，342は正位で，343逆位で，344は斜位で出土している。343の内面には，赤色顔料（ベ

ンガラ）が付着している。

所見　遺物は，いずれも第44号住居跡から流れ込んだと思われる出土状況を呈している。時期は，出土土器と

重複関係から平安時代（9世紀後半）と考えられる。性格は不明である。

ヒ＿＿　「士二二二二∃

第342図　第33号土坑・出土遺物実測図

第33号土坑出土遣物観察表（第342図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一一十一－A一一一一一」

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　　 考

339 土師器 杯 15．1 5．9 5．9
石英 ・雲母 ・

スコリア
浅黄橙 普通

体部外面積ナデ，内面へラ ミガキ　 底部回転へラ切

年後ナデ調整　 内面黒色処理 底面 80％　 墨書　 PL月1

340 土師器 坤・ 12．9 4．4 6．9
石英 ・雲母 ・

スコリア
にぷい橙 普通

体部外面積ナデ，内面へラ ミガキ　 底部回転へラ切

り後ナデ調整　 内面黒色処理

乗壁面

覆土下層 100 ％　 外面煤付着　 P L81

341 土師器 杯 ［12．9］ 4．1 5．5
長石 ・石英 ・

雲母
灰褐 普通

休部外面下端手持 ちへラ削 り調整，内面へラミガキ

底部回転へラ切 り後ナデ調整　 内面黒色処埋 底面 60 ％

342 須恵器 杯 13．4 4．9 6 ．6 長石 ・石英 灰黄褐 普通 体部内 ・外面横ナデ　 底部回転へラ切 り 底面
100％休部外面 「口方」量古

炭化物付着　 P L8 1

3ノ13 須恵器 称 13．4 4．4 7．0 長石 ・石英 褐灰 普通 体都内 ・外面積 ナデ　 底部回転へラ切 り後ナデ調整 底面
90％休部内面赤色顔料付着

P I。81

344 須恵器 埠こ 13．8 4．8 7．5
長石 ・石英 ・

針状鉱物
褐灰 普通 休部外面横ナデ　 底部IRl転へラ切 り後ナデ調整 底面 95％　 PL8 1
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（4）その他の遺構と遺物

時期不明の遺構として，掘立柱建物跡1棟，土坑6基を確認した。以下，その特徴について記載する。

（∋　掘立柱建物跡

第3号掘立柱建物跡（第343図）

位置　調査2区北西端部のI6h9区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と構造　桁行4間，梁行2間の身舎の南西梁側に庇の付く側柱の建物跡である。規模は身舎部分の桁行は

第343図　第3号掘立柱建物跡実測図

－　401－

0　　　　　　　　　　　2m
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90用mで庇　含めると110姐mタ梁柄も56mである。面積は身舎部分が射。50正芳庇も含めると52。03m2である。

桁行方向はN…680…Eである。柱間は，身舎部と鹿部ともにほぼ等間隔となっている。柱間寸法は桁行2825

～2。35mタ　梁行2。25～2。40mである。

櫨究　平面形がヲPlo304。60ユOe且は軸長私56～0865mの方乳P9弓2013は封由0．52～0。59m，短

軸私34～掴7mの長方私P2。5e7。8めHは軸長5ト64mの隅丸方形である。深さは誹18～0。59mであ

る。掘り込みはいずれもしっかりしておりタ底面はPl～3058709や12㍉接が平坦，PlO弓3は皿状，

P4。6。8eHは平坦であるが，さらに一段掘り下げられている○壁面は，ほぼ直立している。柱の抜き取

り痕はタ　P2012を除く柱穴で確認できた。

尊皇　は層からなる。第1。2層が抜き取り痕に相当する。各層ともよく突き固められ締まっている。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　褐　　色

6　暗褐色

炭化粒子多量，ローム粒子微量

炭化粒子多量，ロームブロック微量
炭化粒子中量，ロームブロック少量
ローム粒子多量，炭化粒子中量
ローム粒子多量，炭化粒子少量
ローム粒子・炭化粒子中量

7　褐　　色　ロームブロック・炭化粒子少量
8　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

9　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量
10　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量
11黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量

遺物出藍状況　埋土中から土師器片9氏弥生土器片3点が出土している。いずれも細片で図示できない。

所凰　埋土の上層で柱抜き取り痕が確認できたのは，Pl。3～10013である。本跡と1区の第2号掘立柱建

物跡はタ桁行き方向が直交することからタ翻寺期の建物の可能性が考えられる○出土した土師器片の中に，古

墳時代前期の壷片と思われる細片が含まれていることから，それ以降の構築と考えられるが言羊純な時期及び

性格は不明である。P13の14は庇の柱穴として考えたが，出入り口部または間仕切りの柱穴の可能性も否定で

きない。本跡の規模や構造と酷似した掘立柱建物跡として，東町幸田台遺跡の飢3号掘立柱建物跡（9世紀後

半）が挙げられる。

②　士坑

第誠尊堂坑（第344図）

位置　調査2区中央部のI7h8区に位置し言ヒへ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第30号住居跡の床面と第根号住居跡の東コーナー付近を，掘り込んでいる。

規模と形状　長径1865m，短径1。50mの不整楕円形で，深さは30cmである。長径方向は，N…45。－Wである。

壁はタ緩やかに外傾して立ち上がっている。底面に長径50cm，短径30～40cmの不整楕円形状のくぼみを，3か

所確認した。

尊堂　4層からなる。ロームブロックが混入していることから人為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

遣物出蓋状況　出土していない。

所凰　時期及び性格ともに不明である。

3　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

第調号豊坑（第344図）

位置　調査2区中央部のI7g9区に位置し言ヒへ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長径1・3mタ短径1。22mのほぼ円形で，深さは78cmである。長径方向は，N－64。－Wである。壁

は，やや外傾して立ち上がっている。底面は，ほぼ平坦である。

ー‘ノー上（）2　－
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穫蓋　4層からなる。各層中に，ロームブロックが含まれていることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　3　黒褐色　ロームブロックも焼土粒子e炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロックか焼土ブロックe炭化粒子微量　4　黒褐色　ロームブロックも炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器片9点夕鉄製品1点，礫1点が出土しているo M141の刀子及びQ48の砥石は，覆土上

層の撹乱土中から出土している。

新風　時期及び性格ともに不明である。

第那考應坑（第344図）

位置　調査2区東端部のI8f2区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長径1。54m，短径1。02mの不整楕円形で，深さは25cmである。長径方向はN…660－Eである。壁

は，南西側が緩やかで北東側はわずかに外傾して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆丑　2層からなる。各層中にロームブロックが混入し，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック0焼土粒子微量　　　　　　　　2　暗褐色　ロームブロック微量

遣物出藍状況　土師器片は点が出土している。いずれも細片のため図示できない。

所凰　出土遺物の中に古墳時代前期の壷と思われる細片が認められることから，それ以降の構築と考えられる

が，詳細な時期及び性格は不明である。

第5瑠考量坑（第344図）

位置　調査2区北端部のI7f2区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　覆土の上層を，第50号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長衡ゆ82mぎ短径は7mの楕円形で，深さは79cmである○長径方向は∴Ⅳ三好Lwである。壁は，

緩やかに外傾して立ち上がっている。底面は皿状である。

援羞　8層からなる。第5層は柱痕または抜き取り痕と思われる。柱穴と考えられることから人為堆積である。

土層解説
1　褐　　色　ローム粒子中量
2　明褐色　ローム粒子多量
3　褐　　色　ローム粒子少量

4　橙　　色　ローム粒子多量

5　暗褐色　ロームブロック微量
6　褐　　色　ロームブロック少量
7　明褐色　ローム粒子中量
8　極暗褐色　ローム粒子微量

遣物出丑状況　出土していない。

所凰　柱穴と考えられることから，掘立柱建物跡の可能性があるため周囲を精査したが，本跡に係わると思わ

れる遺構は検出できなかった。時期は，古墳時代前期の第50号土坑に掘り込まれていることから，それ以前と

考えられる。

第52考量坑（第344図）

位置　調査2区中央部のJ7a2区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2・35mタ短軸0・85mの長方形で，深さは35cmである○長軸方向は，N－110－Wである。壁は，

緩やかに外傾して立ち上がり中段をもっている。底面は皿状である。

穫丑　2層からなる。各層中にロームブロックが混入していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック微量 2　褐　　色　ロームブロック中量
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第344図　第35・39・41・51・52・55号土坑・出土遣物実測図

遺物出土状況　出土していない。

所見　時期及び性格ともに不明である。
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第55号土坑（第344図）

位置　調査2区東端部のI7g9区に位置し，北へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸1．25m，短軸1．08mの隅丸長方形で，深さは28cmである。長軸方向は，N－39。rEである。

ー　404　－



こガザワ古墳群

壁は　緩やかに外醸して立ち上がっている。底面のほぼ中央に径凱cmの円形で　深さ器cmの窪みがある。

尊堂　3層からなる。第且の3層中に焼土とロームのブロックが混入していることからタ人為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロックゎ焼土ブロックが鹿沼パミス微量　3　黒褐色　ロームブロックぁ廃土ブロック∵炭化粒子の鹿沼パミス薇遺
2　黒褐色　ローム粒子あ廃土粒子も炭化粒子の鹿沼パミス微量

遺物出藍状況　土師器片3薫が出土している。いずれも細片のため図示できない。

所凰　底面中央のくぼみなどタ規模と形状から枝先の可能性が考えられるためタ掘立柱建物跡の可能性を考え

て調査したが汐係わりが認められる遺構は確認できなかった。時期及び性格ともに不明である。

第罰号土坑出土遺物観察表　第別図）

番可　 i 長 さ
幅 厚さ i 材質 i　　　　　 特　 徴

備考

Q 48　 砥石 巨 3e8
4．9 2．7

日 射　 砂岩　 桶 は摘 撹乱土中 i

番号 巨 を別 巨 攣 巨 庵 巨 可
特　　 徴 出土位置 備　 考

M l射 巨 抒 舶 巨 l・5） 「 L4　 日 ・2 「 生i 刀身部大半欠損　裏側剥離　雨間　茎尻は栗尻 撹乱土中 木質遺存

3　第3区の遺構と遺物

当区は汐こガザワ古墳群の南部に位置してる。確認した遺構は　住居跡凱軒　古墳　軋掘立社建物跡　楓

土坑31基である。住居跡の時期別軒数はプ弥生時代後期　軋古墳時代前期摘軒　平安時代　軒である。現況

は山林がほとんどであるため　工事による抜根で撹乱されている遺構が多い。以下　第　区の遺構と遺物につ

いて記載する。

は　弥生時代

当該期の遺構としてほタ竪穴住居跡5軒が確認されている。いずれも調査区の北端部でタ台地の北縁辺部に

位置している。

①　竪穴住居跡

第瑠考健贋跡（第345図）

位置　調査3区東端部の躇e　区に位置し芦東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　束コーナー部を第15号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　P2周辺の床面は抜根のため撹乱され，また北東壁は工事により削平されているため壁面はほと

んど現存していない。長軸4を52m，短軸掴1mの隅丸方形で，主軸方向はN－200…Eである。壁高は5～3鹿m

でタ　壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。炉の周囲と壁周辺を除き，硬く締まっている。P5の西側はタ壁際まで硬化している。

炉　ほぼ中央に付設されている。長径88cm，短径鮮cmの楕円形で，床面を12cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉

である。炉石が，炉の長軸と直交して設置されている。炉床部は，炉石を境界にしてその北西側が被熟し，赤

変硬化している。南東側は北西側よりやや深く，ほとんど被熟していない。

炉土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
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ピット　5か所。いずれも円形で，Pl～4は深さ50～78cm，P5は深さ20cmである。規模や配置から，Pl

～P4は主柱穴，P5は出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなる。ロームブロックが混入していることから，人為堆積と思われる。

土屑解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　　5　極暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　極暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量　　6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
3　黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量　7　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブロック微量
4　黒褐色　炭化粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片69点と，撹乱等により混入したとみられる土師器片15点が，出土している。45・46

の弥生土器壷は，45が北東壁近くの床面からつぶれた状態で，46が覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から弥生時代後期後半と考えられる。

⑥　ヾ2　1　　　　l　　　　－
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第345図　第1号住居跡実測図
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第346図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表（第346図）

番号 種　 別 器 種 口径 器 高 底径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備　 考

45 弥 生土 器 彙 （17．0 ） － 長石 ・石英 浅 黄橙 普 通 附加 条∵一種 （附 加 2 条 ）の 縄 文地 文　 羽 状 構成 北 東 壁付 近 床面 20％
内 ・外 面摩 滅

46 弥 生土 器 壷 （4．8） ［7．4 ］ 長 石 ・石英 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 附加 条 一一一一種 （附 加 2 条 ）の 縄文 施 文 覆土 中 5 ％

T P l 弥生 土 器 壷 （10．3） － 長 石 ・石 英 灰黄 普 通 絡 条体 に よる縄 文 施文 南 西壁 際床 面 内 ・外 面 摩滅
P L9 2

T P 2 弥 生 土 器 璽E （10．5） － 長 石 ・石 英 に ぷ い褐 普 通 附 加条 二 種（附加 条 1 条）の縄 文 施文　 羽状 構成 南西 壁 際床 面 PL 92

第8号住居跡（第347図）

位置　調査3区中央部のK8b8区に位置し，北東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸4．53m，短軸4．44mの不整方形である。主軸方向はN－370－Eである。壁高は5～12cmで，

壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

炉　中央部のやや東寄りに付設されている。長径94cm，短径封cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼ

めた地床炉である。炉床は，被熱して赤変硬化している。

炉土屑解説

1時赤褐色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロック微量　　3　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　9か所。P1、9は円形で，深さ6～54cmである。規模と配置からPl～4は主柱穴，P5は出入り

口施設に伴うピットと考えられる。P6～9は，配置から主柱穴の補助的な役割をしていたと考えられる。

覆土　2層からなる。覆土のほとんどが第1層でなり，層中にはロームブロックが混入していることから，人

為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子中量　　　2　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
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遺物出土状況　弥生土器片376点と，撹乱等により混入したとみられる土師器片16点が，出土している。112～

116は弥生土器壷である。112は北西壁際の中央部付近から横位で，113・115は北壁付近から破片で，114・116

は北東壁際からつぶれた状態で，それぞれ床面近くから出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から弥生時代後期後半と考えられる。

第347図　第8号住居跡・出土遺物実測図
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第348図　第8号住居跡出土遺物実測図

第8号住居跡出土遺物観察表（第347・348図）

10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　i

番号種　別器種口径器高底径胎　　土色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　考

112弥生土器壷（33．2）11．7長石・石英橙普通
胴部外面附加粂一種（附加2条）の縄文施文，内面へラナデ

底部に木葉痕 北西壁際床面
60％

内面剥離

113弥生土器広U壷L13．2」（3．9）長石・石英黒褐普通
口唇部に縄文原体による押庄　口繚部外面に櫛歯状工具

（欄歯数不明）による嫡走波状文
北壁付近床面10％

114弥生土器壷 （9．1）9．9長石・石英黄橙普通
胴部外面附加条二種（附加1条）の縄文施文，内面へラ削り

底部に布目痕有り　羽状構成
北東壁際床面30％

115弥生土器呈E （4．1）7．1長石・石英黄褐普通
胴部外而附加条二桂（附加1条）の縄文地文，内面へラナデ

底部に布目痕有り
北壁付近床而20％

116弥生上器彙 （2．2）6．4長石・石英褐普通胴部外面下端へラ削り，内面へラナデ　底部に布目痕有り北東壁際床面10％

TP8弥生土器壷 （9．2）長石・石英にぷい橙普通附加条一一・校（附加2粂）の縄文施文　羽状構成 南壁際床面付近PL92

第19号住居跡（第349図）

位置　調査3区南東端部のL9C7区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　南東コーナー部を第31号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東壁周辺及び南東コーナー部，西壁中央部は撹乱されている。長軸4．28m，短軸4．15mのほぼ方

形で，主軸方向はN－5。－Eである。壁高は4～14cmで，外傾して立ち上がっている。
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床　平坦で，中央部とPl・3の周辺が硬く締まっている。

炉　中央からやや北寄りに付設されている。長径80cm，短径41cmの楕円形で，床面は掘り込んでいない。

ピット　6か所。P2・3・5・6は円形で，深さ14～67cmである。Pl・4は楕円形で，深さ10～14cmであ

る。規模や配置から，Pl～3は主柱穴，P4・5は，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は，主

柱穴に対する補助的な目的のピットと思われる。

覆土　3層からなる。各層中にロームブロックが混入していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　黒　色　　ロームブロック・焼土粒子微量

3　黒褐色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片16点と，撹乱等により混入したとみられる土師器片139点，須恵器片2点が出土し

ている。178・179の弥生土器壷は北西コーナー部の床面近くから，横位のつぶれた状態で出土している。混入

の180の土師器賓は，ほぼ中央の床面近くから破片で出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から弥生時代後期後半と考えられる。

⑥　　　　　l

第349図　第19号住居跡・出土遺物実測図
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第350区l　第19号住居跡出土遣物実測図

第19号住居跡出土遣物観察表（第349・350図）

番号 種　 別 券　 種 口径 器 高 底径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備　 考

178 弥 生 土器 広 口 壷 ［12．8］ 28．2 7．4 長 石 ・石英 ・雲母 褐灰 普 通

口唇 部 に縄 文原 体 に よる キザ ミ目　 口緑 部 下端 に

隆 帯 が 2 条 巡 り， さ らに指 頭 に よる押 庄　 胴部 に

附 加 条二 種（附 加 1 条）縄 文地 文　 羽 状構 成

北 西 コー ナ ー

床面 付 近

10％

二 次 焼成

17 9 弥 生土 器 広 口壷 （41．7） 15．2 長石 ・石英 ・雲 母 黄 橙 普 通
附 加 条一 種（附 加 1 条）と 附加 条二 種（附 加 1 条）で 交

互 に地 文 し， 羽状 構 成　 輪 積み 痕 有 り

北 西 コー ナー

床 面 付近
50％

18 0 土 師 器 棄 ［17．0］ （8．0 ）
長 石 ・石英 ・

ス コ リア
橙 普通

ロ緑 部 外 面へ ラ ミガキ， 内 面へ ラ ナデ　 休 部 内面

へ ラ削 り
中央 部 床 面付 近 10 ％

T P 15 弥 生 土器 壷 （5．8） 長 石 ・石英 ・雲母 にぷ い褐 普 通

口唇 郡 に縄 文原 体 に よ る押 圧　 口緑 郎 下端 に 隆管

が 2 条 巡 り． さ らに棒 状 工具 に よ り押 圧　 頚部 に

附加 条 二種（附 加 1 条）の 縄文 施 文

北 西 コ ーナ ー

床 面付 近
PL 9 2

第21号住居跡（第351図）

位置　調査3区南部のC7h9区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　東コーナーから南西壁にかけて，第2号頓に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．26m，短軸2．98mの隅丸長方形で，主軸方向はN－25。－Eである。壁高は2～10cmである。

壁の立ち上がり状況は不明である。

床　ほぼ平坦で，中央部は硬く締まっている。

1　411一



炉　中央から北東壁寄りに付設されている。長径75cm，短径51cmの楕円形で，床面を6cmほど皿状に掘りくぼ

めた地床炉である。炉石が，炉の長軸と直交するように設置されている。火床部は，炉石を境界にしてその北

東側が赤変硬化している。南西側は，ほとんど被熱していない。

炉土層解説

1赤褐色　焼土ブロック多量　　　　　　　　　　　　　　　2　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

ピット　5か所。いずれも円形で，深さはPl～4は50～78cm，P5は20cmである。規模や配置から，Pl～

4は主柱穴，P5は出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　2層からなる。覆土の残りが少ないため断定はできないが，ロームブロックや黒色土ブロックが混入し

ていることから，人為堆積と思われる。

土屑解説
1黒　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　2　黒褐色　黒色土ブロック少量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　弥生土器片40点と，撹乱による混入と思われる土師器片17点が出土している。193の弥生土器

壷は，南西コーナー付近の床面近くから破片で出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から弥生時代後期後半と考えられる。

2　1　2　　　　　　　　　0
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第351図　第21号住居跡・出土遺物実測図

第21号住居跡出土遣物観察表（第351図）

番 号 種　 別 器種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備 考

19 3 弥生 土 器 壷 － （3．4 ） 3．7 長 石 ・石 英 灰 自 普 通 胴 部外 面 櫛 歯状 工 具 によ る横 走波 状文 ， 内面 へ ラ ナデ
南 西 コー ナ ー

床 面 付 近 10 ％

T P 17 弥 生 土 器 盃 － （4．0 ） －
長 石 ・石 英 ・雲 母 明黄 褐 普通 附 加粂 二 種（附加 1 粂）の縄 文 施文　 羽状 構 成 覆 土 中 PL 92

第23号住居跡（第352図）

位置　調査3区南端部のK8j5区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　西コーナー付近を，第2号項と第22号住居に掘り込まれている。

－　412　－
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規模と形状　削平され壁面及び床面が現存していないため，規模及び形状は推定である。推定長軸4．72m，推

定短軸3．83mの隅丸長方形と考えられる。主軸方向は，N－410－Wである。

炉　南コーナー寄りの，P3付近に付設されている。長径80cm，短径65cmの楕円形で，床面を8cmほど皿状に

掘りくぼめた地床炉である。炉石が，炉床の北側寄りに設置されている。炉床は，中央から西側にかけてが赤

変硬化している。南東側は，ほとんど被熱していない。

ピット　4か所。いずれも円形で，深さはPl～3は24、48cm，P5は28cmである。規模や配置から，Pl～

3は主柱穴，P4は出入り口施設に伴うピットと考えられる。

遺物出土状況　弥生土器片37点が出土している。197の弥生土器壷は，炉床から破片で出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から弥生時代後期後半と考えられる。

螺転増収が紐が〆

第352図　第23号住居跡・出土遺物実測図

第23号住居跡出土遺物観察表（第352図）

2m

［　＿　　；　　　j

番号 種　 別 器種 ‖径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

197 弥生土器 広口壷 ［19．2］ （9．9） 長石 ・石英 にぷい橙 普通

口唇部に縄文原体による押庄有り　 目線部下端に隆菅が2 条巡り，

さらに竹管状Fl二具による押庄有り　 頚部は附加条二極（附加1粂）

の縄文施文

炉床 5 ％

ー　413　－
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当該期の遺構としてほタ竪穴住居酎8軋古墳5基を確認した0以下夕確認された遺構と遺物について記載

する0なおタ翫0号住居跡は，ほとんどが削平されているため，一覧表中で示すことにする。

①　竪穴住居跡

第2号健贋跡（第3530354図）

位置　調査3区東部のJ7d7区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

親機凄瀾鋼太　一長躯瓶48mタ短軸6。30mの隅丸方形でタ主軸方向はNつ20－Wである。壁高は29～42cmで，各壁

ともやや外傾して立ち上がっている。

床　平坦でタ中央部及び貯蔵穴周辺が硬く締まっている0中央から北東にかけての床面にタ赤変硬化した所が

確認された。壁溝はタ酋壁と東壁で確認されている。上幅　～Dcm　下幅　～鮎m　深さ4cmで　断面形はU

字状である。

炉　中央部からやや北西コーナー寄りに付設されている○長径74cm　短径祁cmのやや楕円形で，床面を航mほ

ど血状に掘りくぼめた地床炉である。炉床は全面的に赤変硬化し，中央部はやや凹凸がある。炉石が，炉床の

ほぼ中央に置かれている。炉石は言町原石を2個使用している。

炉土層解説

1明赤褐色　焼土粒子多量，ロームブロック微量
2　赤褐色　焼土ブロック少数　ロームブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中鼠焼土粒子・炭化粒子微量

ぽッ紅16か所。Pl～5は，円形で深さ23～60cmである○規模や配置からPl～射ま主柱穴，P5ほ出入り

口施設に伴うピットと考えられるo P5はタ溝状のわずかなくぼみで南東壁面と接している。P6ほ，長楕円

形で深さ31cmである。P7はタ不定形で深さ24cmであるo P接は　円形で深さ2鹿mである。P6078ユ4は配

置から壁柱穴と考えられる。P8～13や15弓6ほ，円形で深さ6～ヱ9cmである。規模と配置から，これらのピ

ットは壁面の崩れを防ぐ目的である構築材のピットと推測される。

Pl土層解説

1褐　色　ローム粒子・廃土粒子中鼠炭化粒子少量
2　明褐色　ローム粒子中量
3　明褐色　ローム粒子多量
4　褐　　色　ローム粒子中量

5　橙　　色　ローム粒子多量
6　明褐色　ローム粒子中量・炭化粒子微量
7　明褐色　ローム粒子多量・焼土粒子微量

貯蔵究　南コーナー部に付設されている。径68cmの円形で，深さ55cmである。断面形はU字状である。

貯蔵穴土層解説

芸芸褐監禁警孟‡霊露呈霊言篭農芸微量　鵠褐冨　霊誓禁霊霊粒子．炭化粒子微量

援蓋12層からなる。各層の境界面が不連続でタ層中には焼土粒子e炭化粒子が混入している。さらに，覆土

下層から炭化材が出土している。以上のことからタ

土層解説
1　黒褐色

2　暗褐色
3　黒褐色
4　赤褐色
5　黒褐色
6　黒褐色

炭化粒子中量，ローム粒子・焼士粒子微量
ローム粒子・炭化粒子中量

炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
炭化粒子中量，焼土ブロック少量
炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量
炭化粒子多数　ローム粒子・焼土粒子微量

人為堆積と考えられる。

7　黒褐色
8　暗褐色
9　黒褐色
10　暗褐色
11暗褐色
12　暗褐色

炭化粒子多邑　ロームブロック・焼土粒子微量
ロームブロック少量，焼土粒子・ローム粒子微量
炭化材・焼土粒子少量，ローム粒子微量
ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼士粒子微量
炭化粒子中量，ロームブロック少鼠焼土粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量

遺物出藍状況　土師器片182息撹乱等による混入とみられる弥生土器21氏須恵器2点が出土している。47

の土師器杯は南コーナー付近の床面から横位で，61の小形婆は南東療中央付近の覆土下層から斜位で，53の土

師器嚢はP2付近の床面から横位のつぶれた状態で，それぞれ出土している050の土師器器台，56058の土師

器婆タ60の土師器小形婆は，いずれも南コーナーの床面から出土している056860は横位のつぶれた状態で，

－　414　－
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第353図　第2号住居跡実測図（1）
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第354図　第2号住居跡実測図（2）

2m

】　　　l　一一一」

50は完形で斜位の状態でそれぞれ出土している。51の土師器壷と55の土師器賓は，北西壁付近の覆土下層から

散在した破片の状態で出土しており，投棄されたと考えられる。48の土師器鉢，52の土師器壷，59の土師器嚢

は，西コーナー付近から出土している。48は床面からつぶれた状態で，52・59は覆土中層から破片で出土して

いる。49の土師器高杯は，北コーナー部壁際の床面から出土している。57の土師器嚢は，貯蔵穴の底面近くか

ら完形で横位の状態で出土している。また，床面全体に散在して屋根等の構築部材の一部であったと思われる

炭化材が出土している。

所見　本跡は，床面の炭化材の出土状況から，焼失住居と思われる。時期は，遺構の形態や出土土器から古墳

時代前期（4世紀後半）と考えられる。
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第355図　第2号住居跡出土遺物実測図（1）
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第356図　第2号住居跡出土遺物実測図（2）

第2号住居跡出土遣物観察表（第355・356図）

59

DP63

0　　　2cm

L＝ヒヨ

10cm

し　　　；　　＿」

番号種　別器種口径器高底径 胎　　土 色　調 焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

47 土師器 杯 9．8 4．3 5．2 長石・石英 にぷい橙普通休部外面へラミガキ，内面へラナデ 床面 20％PL76

48 土師器 鉢 －（6．1） 長石・石英 浅黄橙 普通体部内・外面へラミガキ 西コーナー床面 80％PL76

49 土師器高杯 7．4 （7．2） 長石・石英・雲母にぷい橙普通
杯郡内・外面へラミガキ　脚部内・外面へラナデ

内・外面赤彩
北コーナー床面 80％PL76

50 土師器器台 7．3 7．0 9．3 長石・石英 明黄褐 普通器受け部，脚部内・外面へラミガキ 南コーナー床面 95％PL76

51 土師器壷 17．4 （21，9） 長石・石英・スコリア浅黄程 普通体郡外面へラミガキ，内面へラナデ 北西壁付近覆土下層50％

一一・118　－
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番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

52 土師器 婆 ［14．6］ （19．2 ） － 長石 ・石英 黄橙 普通
目線部，体部外面パケ巨調整　 日録部，体部内面へラ
ミガキ

酉コーナー
覆土中層 30％

53 土師器 婆 2 1．5 （32．5）
－

長石 ・石英 ・雲母 浅黄橙 普通 目線部，体部内 ・外面パケ目調整 P 2 付近床面
摩 壷ヵ pL76

ト －0％
5∠ま 土師器 婆 ［20．9］ （20．2） － 疑石 ∴石英 にぷい橙 普通

目線部内 0 外面パケ目調整　 休部外面パケ目調整，内
面へラナデ

西 コーナー
穫土下層

55 土師器 婆 18．0 （25融 － 長石 ・石英 黄橙 普通 目線部，体部内面へラミガキ 北酋壁付近

覆土下層
50 ％

56 土師器 婆 16．7 21．2 6．9 長石 ・石英 ・雲母 橙 普通
口縁乳　 体部外面パケ昌調整　 口縁部，体部内面へラ
ミガキ 南 コーナー床面 90 ％ P L76

57 土師器 婆 15．2 19．4 丁．り 長石 ・石英 にぷい橙 普通 体部外商下部へ‾ラ削 り 貯蔵穴底面
l
100％ PL 76

58 土師器 婆 － 抱 5） ［7剥 長石 0石英 灰黄褐 普通 休部外面へラナデ，内面パケ目調整 南コ㌧…ナー床面 20％

59 土師器 聾 ［17．4］ 賂 6）
－ 長石 ・石英 にぷい橙 普通 目線部内 ・外面パケ目調整 西 コーナー

覆土中層
5 ％

60 土師器 小形婆 10，9 10．7 2．4 長石 ・石英 ・雲母 橙 普通 目線部内 ・外面，体部外面パケ目調整 南 コーナー床面 90 ％ P L76

61 土師器 鉢 丁．1 5．3 － 長石 ・石英 橙 普通 内面へラ ミガキ　 体部内 。外面へラミガキ
南東壁中央付近

覆土下層
95 ％ P L76

番号 器　 種 長さ （径） 幅 （孔径） 摩 さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備　 考

D P 63 土玉 1．9 0．3 1．9 7．1 土製

【

外面丁寧なナデ 東壁付近床面

D P64 管状土錘 5．9 1．0 3．3 54 土製 外面ナデ　 指頭によると見 られる庄痕有 り 覆土中

Q 2 敲石 15．1 6．7 3．0 406 砂岩
巨摘 形は菱形状 両端 に酎 丁痕有 り　 i

l 猷 磨 りの痕跡有 り　　　 ！

北西コーナー床面付近 赤色顔料付着

Q 3 磨石 8．8 4．3 2．1 105 安山岩 覆土 中

第選考健腰掛（第357回）

位置　調査3区北部のJ8d4区に位置し芦東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模藍形状　封賂07m，短軸5蘭mの方形で芦主軸方向はN－60…Eである。壁高は　～膵cmで　各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　平坦でタ　壁際を除いた部分が踏み固められている。

炉　中央部に付設されている。長径7短夕短径50cmの楕円形でタ床面を7cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉で

ある。炉床は，被熱により赤変硬化している。

炉土層解説

1橙　色　焼土ブロック多量　　　　　　　　　　　　2　黒褐色　ロームブロックゆ焼土粒子・炭化粒子少量

だッ紅　5か所。Pl～3ほ円形で，深さ7ト98cmである。P4ほ楕円形で　深さのcmである。P5は円形で，

深さ墟cmである。規模や配置から，Pユ～4ほ主柱穴，P5ほ出入り口施設に伴うピットと考えられる。

Pl土層解説

1極暗褐色　ロームブロックも炭化粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　暗　　褐　ローム粒子少量

P2土層解説
1　黒褐色　ロームブロック微量

2　黒褐色　ロームブロック少量
3　黒褐色　ロームブロック中量

P5土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量
2　灰褐色　ローム粒子中量

5　褐　　色　ローム粒子多量
6　明褐色　ローム粒子多量
7　褐　　色　ローム粒子中量

4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック少量

6　黄褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

3　明褐色　ローム粒子多量

貯蔵究　南東コーナー部に付設されている○長径80cm，短径60cmの不整楕円形で，深さ38cm，断面形はU字状

である。

…　射9　－
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第357図　第3号住居跡・出土遣物実測図
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第358図　第3号住居跡出土遺物実測図

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ローム粒子多量
2　暗褐色　ロームブロック中量

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

3　暗褐色　ロームブロック少量

覆土　8層からなる。各層中にロームブロックが混入しており，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　褐　　色　ロームブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子中量
4　褐　　色　ロームブロック中量

5　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
8　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片146点と，混入と思われる弥生土器片21点が出土している。62の土師器高杯と64の土

師器嚢は，南壁中央付近の床面から破片で出土している。63の土師器用は北東コーナー部の，66の土師器小形

嚢は北壁中央付近の，それぞれ床面近くから出土している。65の土師器聾は，南西コーナー部の床面から破片

で出土している。また，床面全体から炭化材が散在した状態で出土している。

所見　本跡は，床面の炭化材の出土状況から焼失住居と思われる。時期は，遺構の形態や出土土器から古墳時

代前期（4世紀後半）と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表（第357・358図）

番 号 種　 別 器　 種 U 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備 考

62 土 師器 高杯 （18．2） 12．5 長石 ・石 英 橙 普 通 脚 部外 面 へ ラ ミガ キ， 内面 へ ラ ナ デ 南 壁寄 り床 面 50％

63 土 師器 柑 （6．7） 2．4 長 石 ・石 英 ・雲 母 浅黄 橙 普 通 口 縁部 内 面 ，休 部外 面 へ ラ ミガ キ　 休部 内面 へ ラ ナデ 北 東 コ ーナ ー床 面 40 ％

64 土 師器 襲 ［20．4 ］ 23．8 6．0 長 石 ・石英 灰 褐 普通 休 部外 面 パ ケ 目調整 ， 内面 へ ラ ナデ 両壁 寄 り床 面 70 ％ P L77

65 土師 器 要 14．8 15．0 4．8 長 石 ・石英 浅 橙 普通 休部 外 面 パ ケ目調 整 ， 内面 へ ラナ デ 南 西 コー ナ ー床 面 80％

66 土 師 器 小 形 要 ［7．1］ 5．4 2．g 長 石 ・石 英 橙 普通 体 部 内 ・外 面 へ ラナ デ 北壁 寄 り床 面 付近 80％

番号 器 種 長　 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特　　 徴 出土位 置 備 考

Q 6 磨 石 8．3 9 ．5 6．6 681 砂 岩 2 面 に磨 りの 痕 跡有 り　 被 熱痕 有 り 南 壁 中央 付 近覆 土上 層
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第超考健應跡（第359図）

位置　調査3区北部のJ8f5区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　北コーナー付近の床面を第20号土坑にタ南西壁を第1号士坑に，それぞれ掘り込まれている。また，

南西壁付近を第5号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　良師や53mタ短軸5。50mのほぼ方形で，主軸方向はN－260－Wである。壁高は15～29cmで，壁は

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，壁周辺部分を除き全体的に踏み固められている。壁溝は，南西壁の西コーナー寄りで確認した。

上幅24cm，下幅13cm，深さ12cmで，断面形はU字状である。

炉　中央部からやや北西壁寄りに付設されている。長径62cm，短径50cmの不整楕円形でタ床面を4cmほど皿状

に掘りくぼめた地床炉である。炉床は被熱し，赤変しているがほとんど硬化していない。

炉土層解説

1暗褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子ぜ炭化凝子微量

ぽッ睦　7か所。Pl～4ほ円形で，深さ32～66cmである。P5ほ円形で　深さ凱cmである。P6～7ほ円形

で，深さil～27cmである。規模と配置から，Pl～射ま主柱穴，P5ほ出入り口施設に伴うピットと考えられ

る、、P6・7は性格不明である。

P3土層解説

1黒褐色　ロームブロックの炭化粒子せ焼土粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

P5土層解説

1　黒褐色　ローム粒子e焼士粒子微量

P6土層解説

1暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

P7土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子も炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子e炭化粒子。焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子せ炭化粒子・焼土粒子微量
4　暗褐色　炭化粒子を焼土粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子の焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・焼土粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量
5　黄橙色　ロームブロック多義
6　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子微量

貯蔵栗　東コーナー部に付設されている。径58cmの円形で，深さ47cmである。断面形は逆台形状で，底面は平

坦である。

尊堂11層からなる。ロームブロックや焼土ブロックを含み，ブロック状に堆積していることから，人為堆積

と思われる。

土層解説

1　黒褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　暗褐色

5　黒褐色

（う　暗褐色

ローム粒子e焼土粒子多量，炭化粒子中量
ローム粒子中量，焼土粒子少量
ロームブロック多量，焼土・炭化粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子や焼土粒子多量，炭化粒子少量
ローム粒子・焼土粒子微量

7　黒褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
8　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
9　褐　色　ローム粒子微量
10　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

11黒褐色　焼土粒子中量，ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器片766点と，混入とみられる弥生土器片14点が出土している。67～86は，すべて土師器

である。67の杯，68の高杯，69～71の軋74。75の嵐76の台付監83の小形婆は北西壁近くからで，71は覆

土下層，他は床面から一括してつぶれた状態で出土している。77e78の台付嚢はP7の覆土中も上層から，

84085の小形婆は北コーナー部の覆土中を下層から，それぞれつぶれた状態で出土している。79～82の監72

の札86の甑はいずれも東コーナー付近で81は壁面，86は覆土中層，他は床面から出土している。80081086

は正位で，79はつぶれた状態で，71・82は破片でそれぞれ出土している。DP65の土製紡錘車は，南西壁中央

付近の覆土中層から出土している。また，粘土塊が東コーナー部壁際の床面から出土している。
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ニガサワ古墳群

所見　出土土器は，いずれも壁際に集中して出土している。特に，貯蔵穴とP6の付近に多く，付近が土器置

き場として使われていた可能性が考えられる。時期は，遺構の形態や出土土器から古墳時代前期（4世紀後半）

と考えられる。

1
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第359図　第4号住居跡実測図
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第360図　第4号住居跡出土遺物実測図（1）
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第361図　第4号住居跡出土遺物実測図（2）
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第362図　第4号住居跡出土遣物実測図（3）

第4号住居跡出土遣物観察表（第360～362図）

Q7 0　　　　　　　　10cm

し　＿　王　＿　！

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　考

67 土師器 杯 10．6 5．5 1．9 長石・石英・雲母明赤褐 普通 体部内・外面へラミガキ　内・外面赤彩 北西壁付近床面98％PL77

68 土師器 高杯 10，8 8．1 7．3 長石・石英 橙 普通
杯部内・外面へラミガキ　脚部外面へラミガキ．内面へ

ラナデ　内面黒色処理
北西壁付近床面90％PL77

69 土師器 柑 13，2 19．2 4．4 長石・石英・雲母明赤褐 普通
ロ緑部内・外面へラミガキ　休部外面へラミガキ

内・外面赤彩
北西壁付近床面80％PL78

70 土師器 柑 14．4 12．5 －
長石・石英 褐色 普通 口縁部内・外面へラミガキ　休部外面へラミガキ 北西壁付近床面98％PL78

71 土師器 柑 13．0 11．8 －
長石・石英 橙 普通 口緑部内・外面へラミガキ　休部外面へラミガキ 北西壁付近床面80％PL78

72 土師器 柑 － （11．8）3．9
長石・石英・

スコリア
浅黄橙 普通体部外面上位へラミガキ，下位へラナデ，内面へラナデ 東コーナー床面80％

73 土師器 柑
－

（4．6）2．0 長石・石英 赤褐 普通休部外面へラミガキ，内面へラナデ 貯蔵穴覆土下層80％

74 土師器 雲E 17．2 7．5 － 長石・石英・雲母 程 普通 口縁部内・外面へラナデ　複合口緑 北西壁付近床面20％

75 土師器 重 11．7 13．6 － 長石・石英 黄橙 普通 口緑部外面へラミガキ　体部内・外面へラナデ 北西壁付近床面40％

76 土師器 台付整 （29．8）10．4 長石・石英 赤橙 普通休部外面パケ日調整，内面へラナデ　S字状口縁 北西壁付近床面70％

77 土師器 台付聾 16．3 30．7 10．7 長石・石英 黒褐 普通休部外面パケ目調整，内面へラナデ　S字状口縁 北コーナー床面50％PL77

78 土師器 台付聾 15，6 （6．9） －
長石・石英・

スコリア
浅黄橙 普通休部外面パケ目調整，内面へラナデ　S字状口緑 北コーナー床面15％

79 土師器 整 18．3 25．1 4．5 長石・石英 程 普通口唇部へラ状工具による刺突　休部外面下端へラ削り 東コーナー床面85％PL77

80 土師器 襲 ［24．0］25．8 8．0 長石・石英・雲母 褐 普通休部外面下端へラ削り，内面へラナデ 東コーナー床面80％PL77

81 土師器 襲 16．4 16．4 3．7 長石・石英 橙 普通 ロ緑部内・外軋休部外面パケ目調整　体部内面へラナデ束コーナー床面70％PL77

82 土師器 棄 ［30．8］（10．5）－
長石・石英・雲母 褐 普通 ロ縁部，体部内・外面へラナデ 東コーナー床面10％

83 土師器 小形襲 ［9．4］10．8 3．8 長石・石英 黄橙 普通 口緑郎外面へラナデ，内面ナデ　体部内・外面へラナデ 北西壁付近床面70％PL78

84 土師器 ′」、形襲 7．4 5．9 －
長石・石英 橙 普通 口緑部内・外面へラミガキ　体部内・外面へラナデ 北コーナー床面95％PL77

85 土師器 小形嚢 8．5 5．7 3．2 長石・石英 浅黄橙 普通 ロ緑部外面へラミガキ，内面ナデ　休部外面へラナデ 北コーナー床面80％PL77

86 土師器 甑 18．8 12．5 4．8 長石・石英・雲母 黄橙 普通 口緑部内・外面へラナデ　休部外面パケ目調整 東コーナー床面95％PL77

番号 器　種 長さ（径） 幅（孔径） 厚さ 重量 材　質 特　　 徴 出土位置 備　考

DP65 紡錘車 4．7 0．5 1．7 24 土製 無紋　断面形は逆台形状　孔はわずかに傾斜 南西壁中央付近覆土中層煤付着PL93

Q7 砥石 22．0 10．5 5．1 1164 凝灰岩 砥面は5面　1面に筋状の研ぎ痕有り 貯蔵穴覆土上層 PL93
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第5号健贋跡（第3630364図）

位置　調査3区北部のJ8g4区に位置し芦東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第4号住居跡を掘り込んでいる。また，北コーナー付近の床面が勘8号土坑に，北東壁が第1号土

坑にタ　貯蔵穴上部が第21号士坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸6051mタ推定短軸6845mのほぼ方形でタ主軸方向はN二汀㌧Wである。壁高は1ト30cmでタ

各壁ともやや外傾して立ち上がっている。

床　平坦でタ北東∴南西壁際を除き，他は踏み固められている。南コーナー及びP4付近の床面が被熱により

赤変している。

炉　北西コーナー寄りに2基付設されている。炉1ほ長径90cm　短径寝cmの楕円形で，床面を10cmほど皿状に

掘りくぼめめた地床炉である。炉2は長径85cmタ推定短径55cmの楕円形で，床面を5cmほど皿状に掘りくぼめ

た地床炉である。炉床はタ両方とも被熟し赤変硬化している○炉1ほ炉2の南西部を掘り込んでいることからタ

炉且が新しい。

炉土層解説

1暗褐色　炭化粒子少鼠ロームブロック微量　　　　　3　褐　色　ローム粒子多量，焼士粒子少量，炭化粒子微量

2　黒褐色　炭化粒子多邑焼土粒子少量，ローム粒子微量　4　暗赤褐　炭化粒子多量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量

ぽッ睦　7か所。Pl・305～7ほ円形で，深さユ5～77cmである。P20射ま楕円形で，深さ49～5短であ

るo P6の周囲は芦わずかに高まりとなっている。規模や配置から，Pl～4ほ主柱穴，P5は出入り口施設

に伴うピットと考えられる。P6e7ほ，性格不明である。

P5土層解説

1黒　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

P6土層解説
1　異　色　ロームブロック・焼土粒子微量

P7土層解説

1　黒褐色　ロームブロックの炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック中量

2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒子・焼土粒子微量

貯蔵究　南東コーナー部付近に付設されている。上部は，第21号土坑に掘り込まれている。長径90cm，短径65

cmの楕円形で，深さ73cmである。断面形はU字状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量

4　黒　色　ロームブロック微量

5　黒褐色　ロームブロック微量

啓蓋　ユ0層からなる。各層に炭化粒子が多量に含まれ，さらに焼土粒子，ロームブロックも含まれていること

から，人為堆積と考えられる。

土層解説

ユ　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
3　暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少鼠焼土粒子微量
4　黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
5　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量

6　暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
7　黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
8　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子微量
9　黒　色　炭化粒子多量，ローム粒子微量
10　赤褐色　焼土ブロック多量

遺物出藍状況　土師器片159点とタ混入とみられる弥生土器片39点が出土している。87の土師器杯，89の土師

器軋91の土師器婆は中央部からで，89は床軋87は覆土中層タ91は覆土下層から出土している。88の土師器

器台は言ヒコーナー部の床面近くから出土している。炉付近の覆土下層から粘土塊が出土している。
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所見　P4付近の床面が被熱しているのは，後世に木材等の焼却を行ったことによるものと思われる。P6は，

規模・形状・位置ともに第39号住居跡のP6に近似している。おそらく，同様の機能を果たしていたと推測さ

れるが，詳細は不明である。時期は，遺構の形態や出土土器から古墳時代前期（4世紀後半）と考えられる。
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第363図　第5号住居跡実測図
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第364図　第5号住居跡・出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表（第364図）

0　　　　　　　　　　　　　1m

「　　；　一二∃

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　；　　　！

番号種　別器椎口径器高底径胎　　土色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考‘

87 土師器椀11．0 6．9 1．8
長石・石英・

スコリア
明赤褐普通ロ縁部，体部内・外面へラミガキ　内・外面赤彩 中央部覆土中層98％PL78

88 土師器畠杯 （7．1）［13．8］長石・石英黄橙普通脚部外面へラミガキ，内面へラナデ
北コーナー
床面付近50％

89 土師着岸呈E 10．6（7．5） 長石・石英浅黄橙普通ロ緑部内・外面，体都外両へラミガキ　体部内両へラナデ 中央部床面40％

90 土師器壷［18．2］（3．4） 長石・石英褐色普通口縁部内・外面へラミガキ　頚部外面パケ目調整　有段口縁 覆土中 5％

91 土師署畏整16．7（12．3） 長石・石英褐普通ロ縁部，休部内面へラミガキ　ロ緑乳　休部外面へラナデ 覆土下層80％PL78

ー　429　－



第6号健應妙（第365図）

位置　調査3区北部のJ8fl区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸7e60mタ短軸7。39mのほぼ方形で芦主軸方向はN－280－Wである。壁高は19～36cmで，各壁

半本
一一　430　－

第365図　第6号住居跡実測図
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とも外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，各コーナー付近を除く全域がよく締まっている。壁溝が，壁下をほぼ周回している。上幅8～20

cm，下幅5～14cm，深さ10～14cmで断面形はU字状である。南東壁中央部で，長さ1．6mほどの間仕切り溝を

検出した。上幅15～19cm，下幅10～12cm，深さ10cmで，断面形はU字状である。

炉　精査したが確認できなかった。遺構の形状から推測し，中央付近に設けられていたと考えられるが，その

位置は撹乱されている。撹乱土中に焼土ブロックが認められることから，その位置にあった思われる。

ピット　7か所o Pl～3は円形で，深さ8ト92cmであるo P4は楕円形で，深さ1．07cmである。P5は円形

で，深さ23cmである。規模や配置から，Pl～4は主柱穴，P5は出入り口施設に伴うピットと考えられる。

P6・7は円形で，深さ17～56cmである。P6はPlとP3を結ぶ線上に，P7はP2とP4を結ぶ線上に，

それぞれ位置することから，補助柱穴と思われる。

貯蔵穴　西コーナー部に付設されている。長軸1・1m，短軸0・7mの隅丸長方形で，深さ97cmである。断面形は，

U字状である。

覆土11層からなる。ロームブロックや焼土ブロックを含み，ブロック状に堆積していることから，人為堆積

と考えられる。

土層解説
1　黒褐色

2　黒褐色
3　暗褐色
4　褐　色
5　黒褐色
6　暗褐色

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ロームブロック微量

ロームブロック少量
ロームブロック少量

ロームブロック・焼土ブロック微量

7　暗褐色

8　黒褐色
9　暗褐色
10　赤褐色
11暗褐色

ロームブロック中量

ロームブロック・炭化粒子・焼土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子微量
焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片1117点と，撹乱による混入とみられる弥生土器片102点，須恵器片3点が出土してい

る。92～107はいずれも土師器である。92の鉢，94相は，いずれも北コーナー付近の覆土中層から散在した破

片の状態で出土している。95の壷はPl付近の床面から，103の聾は北東壁中央の床面近くからそれぞれつぶ

れた状態で出土している093の器台は南東壁際の，98の台付嚢は東コーナー付近の，それぞれ床面近くから散

在した破片の状態で出土している。96の壷と100の台付嚢は，南コーナーの床面から破片で出土している。97

の壷は，南西壁際の床面近くから破片で出土している0102の嚢は，北西壁中央付近と南コーナー付近の床面

から出土した破片が接合している。101の台付婆はP2の覆土上層，104の聾はP2の覆土中層から破片で出土

している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から古墳時代前期（4世紀後半）と考えられる。

第366図　第6号住居跡出土遺物実測図（1）
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第　号経屠捗出土遺物観察表　第罰の罰囲う

締 巨を 別 器　稜
！

＝径［ 器高 鋸可　 胎　 土 色 調 ！焼成 ！　 手　 法　 の　 特　 徴　　 巨 と与雄 置 巨 旨考

92 巨 師器 鉢 i
娘心 ぁ 巨 ‾をセ石英

鋸 巨 服 施射 をも5ラ 巨 狛 描 i 褐 i　　　　　　　　　　 恒 壁際軸 恒

鋸 巨 ㈱ 柑 治効 2。4 橙　 普通恒 湘蔚㌔＼ラ ガキ湖 プ＼ラげ

鮎　　 一雄 器 ．－よごてのマルヱこて一 1！畳鰯 ＝私弼「 つ　 藁有 摘 賽夏　 普通麿 的 湖 誹 部雛 へラ ガ、キ 体部桶 へラ 巨 的近輌 恒

96 巨 師器 ∵まご ［＿12調 ぼぶ 「 「 隻 滑 序 中 澤 獅 恒 ナデ 僻隅か ラミガキ誹 面へラ 「南謡 つ 灘％

鮮 巨 ㈱ 紺 緑謝 賂蘭 …
段　 上摘 巨舶 酢 購 読 読 手 蒜 高 言 宕

鮎 巨 備 台待望 日払針 山可　 羞肺 臓 普通 匡翻 パケノー調整湖 ／＼ラげ 浦 柚 へラナデ 慄 議定 唇

鱒　　 一雄 器 ブ迂二 ［23湖 輪湖 巨 紆 描 i普通i　　　　　　　　　　 覆土中

欄 巨 傭 台相葉 i
洛詔 －

上寿憲 つ 5％

皿 巨 服 台村婆 i 絡ぷ 肋可　 臨 調 i

腰 巨 服 まま6。7 甘寮 「 防 潮 つ 庸聖 聖 空 誓 竺 空 禦 聖 ㌍ 日 豊 ‰ 恒

可 朋可 ［仏刹 賂戯 「 紆 瀾 つ 橙　 ［二磯部欄 的 潮 畜‾若へラ頼　　　　 信 豊 打 唇

ヱ0年 一摘 －′詩 婆 出潮 領当 日 掛 描 座 捷 聖 聖 空 車 二 「 ‾ 「 議 議 笹

（汚 巨 綱護 圧3剖 融当 －
離薫 蒸 養 蚕 重 重 重 率 戸 唇 音 宰

溌 巨 服 ミニチュア 路湖 766
綱 目 縮 描 i普通 巨縁都側 … 巨喜一iヘラけ　　　　 い 糾

ユ〔浮　　土師器 ミニチュア
巨細

4－。7
［細 「 縮 描 褐　 普通 舶鍼 へラげ 誹 面へラミガキ　　　 i 穫土中　 桓

i 〝ヱニ1－ … 払湖 日 掛 描 橙　　 雄織部に縦長の紛 個酬 沌れている　　　 覆津　 匡 毀

m 匪 …
′トご笑貰

i＋ ＋ ［
賂蘭i 「 紆 融 つ 聖 座 聖 聖 空 空 憂 養 蚕 「 「 「 蒜 司

T㌣5 「弥生二「搭 ニーモーごf；‡′F： 甘湖 長石，石英 橙　 普通 附加条鮒 加2条榊 眩施一文 蹴 構成　　　 覆二を二中 i

第　号健應妙　第罰囲う

位置　調査　区東端部の躇購区に位置し　東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模歴形状　中央から東側にかけて削平されて折るため　床及び枝先は現存していない。長軸あ詔m　推定短

観犯執郎別′　ぼ方形で言が軸方向は野一　〇…Wである。壁高は　～飢cmで　各壁と　やや外傾して立ち上が

りている。

床　平坦で　硬　締まり等折るところは認められない。南西コーナー付近の床面は　抜根のため撹乱されてい

る。北西コーナ…付近の床面が　長径闊cm　短径媚cmの掩醗形状に被熟し　赤愛している。

ぽッ睦　　か所。㌘　～　ほ醗形で　深さは　㌦舶mである。平面の形状は明確ではないが　規模や配置から

㌘　を　は主柱究　考えられる。㌘凱来　性格不明である。

澤羞　　層からなる。残存している覆土が薄齢ため　判断するには無理があるが　各層に含まれている炭化粒

あの墨が　層によってが大き　異なることから　尤為堆積と考えられる。

土層解説

ヱ　暗褐色＋＋炭化粒子中遺賢　ロ…ム擬守漆瑠

2　E裟褐色　　炭化粒子多蔓タ　にト∵ム寮当当扱蔓
暗褐色　　口如…ム粒夕中簑　炭化堪　㌔少還

窒　堅褐色　　炭化粒子多義㍉　ロームフロック少量

b　暗褐色　　ロー∵ムフロノク中蔓　炭化粒子少量

6　隻褐色　　炭化粒子多最芦　ローム堪デム　焼i粒子微違

7　ノ撃褐色　　炭化粒㌢多数　ロ㌧」轟針子徴竃

遺物出藍状況　土師器片翫薫と　混丸とみられる弥生土器片勤が軽が出土している。北西及び南西の両コーナ

ー付近からほ　土師器片が多紺土して折るが細片のため図示等　を齢。蟻の土師器器台の脚部は　中一鋸も若

返の床面か射た土している。蟻の土師器婆は言海商コ…ナ…の撹乱土中から㌘∋ぶれた破片の状態で注土して

i：う：弓



いる。110・111の聾は，覆土中から出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から古墳時代前期（4世紀後半）と考えられる。
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第368図　第7号住居跡・出土遺物実測図
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第　号住居跡出土遺物観察表　第器図）

番 号 種　 別 器　 種 口径 器高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備 考

108 土 師器 器 台 （5潮
！
‖ 9．6］ 長石 ・石英 浅 黄橙 普 通 器受 部 内面 〆＼ラ ナデ 中央 付 近床 面 30 ％

109 土 師器 餐 ［16．2］ 17．4 ［7．6〕 長 石 ・石英 黄橙 普 通 目線 部 内 ・外面 パ ケ 目調 整　 体 部外 面 ハ ケ 目調 整 撹 乱 土 中 40 ％

110 土 師 器 婆 ［14．2］ （3．5ラ
…

長 石 ・石英 ・

ス コ リア
褐 普 通 目線 部 内 ・外面 へ ラ ナデ　 休 部 外面 パ ケ 目調整 覆 土 中 10％

111 土 師 器 台付 婆 ［は 2］ （3ぷ
－

長 石 ・石英 ・

雲母
黄橙 普通 体 部外 面 パ ケ 冒調整 ， 内面 へ ラ ナデ　 S 字状 目線 穫土 中 5 ％

T P 6 弥 生 土器 こヒ笠E －
（5．郎

－
長 石 ・石 英 明黄 褐 普通 聯 歯 状 工 具拍 本 櫛 歯）に よ り横表 文 施文 後 綻区 画 覆土 中 P L92

T P 7 弥 生土 器 壷
－

（息2 ）
－ 長石 ・石英 にぷ い橙 普通 附加 条 ．一種 （附加 2 条 ）の縄 文 施文 覆 土 中 PL 92

第9号健應跡（第369図）

位置　調査3区中央部のJ8jl区に位置しタ東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長酢や92mタ短軸7010mの長方形でタ主軸方向はN」90－Wである。壁高は4～31cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　平坦である。硬化している所軋　確認できなかった。

炉　Pl寄りに付設されている。長径彪cm　短径罰cmの楕円形でタ床面を6cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉

である。炉床は被熟しタ　赤変硬化している。

炉土層解説

1黒褐色　　ローム粒子0焼土粒子中鼠　炭化粒子微量
2　暗褐色　　ローム粒子e焼土粒子微量

3　暗褐色　　ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

ぽッ紅　5か所。㌘1～射摘形でタ深さ57～86cmであるo P5ほ56cmの楕円形で，深さは46～52cmである。

規模や配置からタ　Pユ～射ま主柱穴，P5は出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵究　北東コーナー部付近に付設されている。長径92C恥短径74cmの楕円形で，深さ56cmである。断面形は，

U字状である。

者達　8層からなる。撹乱が激しいためタ堆積状況は不明である。

土層解説

1褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量
2　黒褐色　　炭化粒子多量，ロームブロック少量
3　黒　色　　炭化粒子多量，ローム粒子微量

4　黒褐色　　炭化粒子多量，ローム粒子微量

5　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量
6　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少鼠焼土粒子微量
7　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

8　黒褐色　炭化粒子多義，ローム拉子中鼠焼土粒子微量

遺物出藍状況　土師器片872点とタ混入とみられる弥生土器片15点が出土している。H7～ユ34は，すべて土師

器である。H9の吼127の聾は，Pl付近の床面から破片で出土している○また，125の131の乳133の甑は，

Plの覆土下層から上層にかけて破片で出土している。H7の鉢はPl付近の撹乱中からタ121の吼126の聾

はP2付近の床面から破片で出土している。また，H8の器台，120の吼124の台付嚢，128。129の婆はタP

2付近の覆土中層から上層にかけて破片で出土している0123の台付婆はタ東コーナーの床面からつぶれた破

片の状態で出土している。122の壷は，Pl付近の床面から破片で出土している。130の婆は，P2付近の撹乱

中から出土している。

所凰　時期は，遺構の形態や出土土器から古墳時代前期（4郎己後半）と考えられる。
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第370図　第9号住居跡出土遺物実測図（1）
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第371図　第9号住居跡出土遣物実測図（2）

第9号住居跡出土遣物観察表（第370・371図）

番号 種　 別 券　 種 口径 器 高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備　 考

1 1 7 土 師 器 鉢 ［1 5月］ （5．3） －
長 石 ・石 英 浅 黄 橙 普通 口縁 部外 面 へ ラ ナデ 体 部 内 ・外面 へ ラ ナ デ

P l 付 近
撹 乱 土 中

3 0％

1 18 土 師 器 器台 － （3．6） ［1 0．3］ 長石 ・石英 ・雲 母 明 赤 褐 普通 脚部 外面 へ ラ ミガキ， 内 面パ ケ 目調 整　 外 面赤 彩 P 2 覆 土 上層 2 0％

1 19 土 師器 柑 9．7 （8．8） － 長 石 ・石 英 赤 褐 普通
口緑 部内 ・外 面へ ラ ミガ キ　 休 部外 面 へ ラ ミガキ， 内面 ナデ

外 面 赤彩
P l 覆 土 上層 5 0％

12 0 土 師器 柑 13．8 （6．3） － 長 石 ・石 英 明 赤 褐 普通 口緑 部 内 ・外面 へ ラ ミガ キ　 内 ・外 面赤 彩 P 2 覆 土 上層 3 0％

12 1 土 師器 柑 ［12．4 ］ （7．1） 長石 ・石英 ・雲母 橙 普 通 口緑 部外 面 へ ラ ミガ キ， 内面 へ ラナ デ P 2 付 近床 面 1 0％

12 2 土 師器 壷 ［16．2］ （5．8） － 長 石 ・石 英 浅 黄橙 普 通 口唇 部へ ラ状工 具 に よる キザ ミ目施 文　 頚 部外 面 へ ラナ デ P l付近 床 面 1 0％

12 3 土 師器 台付 襲 （1 0．7）
－

長 石 ・石 英 浅 黄橙 普 通 休 部 ・台 部 外面 パ ケ 目調整
東 コー ナー

床 面
1 5％

12 4 土 師器 台付 襲 （1 9．3）
－

長 石 ・石 英 浅 黄橙 普 通 休 部 ・台 部外 面 パ ケ 目調整 ， 内面 へ ラナ デ P 2 覆 土 中層 20 ％

12 5 土 師器 婆 ［16．6］ （1 9．1） －
長 石 ・石 英 浅 黄橙 普 通 休 部外 面 へ ラ削 り， 内 面へ ラナデ P l 覆 土上 層 20 ％

12 6 土 師器 墾 ［15．4］ （1 2．2） －
長 石 ・石 英 ・雲母 橙 普 通 体 部 内 ・外 面へ ラ ナデ P 2 付 近床 面 30 ％

12 7 土 師器 要 ［17．8］ （1 2．4） 長 石 ・石 英 ・雲 母 褐 普 通 体 部外 面 パ ケ 目調整 ， 内面 へ ラナ デ P l 付 近床 面 20 ％

12 8 土 師器 斐 ［15．6］ （1 1．1） 長石 ・石英 黄橙 普 通 体 部内 ・外面 へ ラ ナデ P 2 覆 土上 層 20 ％

1 2 9 土師 器 婆 ［16．4］ （6．0 ） 長 石 ・石 英 ・雲 母 褐 普 通 ロ 緑部 内 面へ ラナデ　 体 部 内 ・外 面へ ラ ナ デ P 2 覆 土上 層 10 ％

1 3 0 土師 器 嚢 ［13．2］ （6．3 ） 長 石 ・石 英 ・雲 母 赤 褐 普 通 ロ繚 部 ・休部 外 面パ ケ 目調 整　 口緑 部 ・休 部 内 面へ ラ ナデ
P 2付 近
撹 乱土 中

10 ％

1 3 1 土師 器 台 付薬 ［1 5．9］ （4．7） 長 石 ・石 英 ・雲 母 黒 褐 普 通 体 部外 面 パ ケ 目調整 ， 内面 へ ラナ デ　 S 字 状 口 縁 P l 覆土 上 層 50 ％

1 3 2 土 師 器 藍 ［1 1．4］ （4．2） 長石 ・石英 褐 普通 口緑 部 ・体部 内 ・外 面へ ラナ デ 覆土 中 5 ％

1 3 3 土 師 器 甑 ［2 1．0］ 10．7 6．0 長 石 ・石 英 ・スコリア 橙 普通 体部 内 ・外 面 へ ラナ デ　 休 部外 面 下位 へ ラ削 り P l 覆土 上 層 2 0 ％ P L 7 8

第11号住居跡（第372図）

位置　調査3区西部のJ7j5区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　南西壁から北西壁にかけて，第5号境に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6．82m，短軸6．72mのほぼ方形で，主軸方向はN－340－Wである。北東壁及び南東壁は削平

され現存していない。壁高は9～11cmで，各壁ともやや外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　7か所。Pl・5・6は円形で，深さ32～72cmである。P3・4・7は，楕円形で深さ38～68cmであ

る。P2は不整楕円形で，中央部にやや括れが認められる。規模や配置から，Pl～4は主柱穴，P5は出入

り口施設に伴うピット，P6・7は，補助柱穴と考えられる。

覆土　7層からなる。撹乱が激しいため，堆積状況は不明である。

土層解説
1　暗褐色　　炭化粒子中量，ロームブロック少量
2　黒褐色

3　黒褐色

4　黒　色

炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子微量

5　暗褐色　　炭化粒子中量，ローム粒子少量
6　暗褐色　　炭化粒子中量，ロームブロック微量
7　黒褐色　　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
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遺物出丑状況　土師器片65点とタ混入とみられる弥生土器片は点が出土している。134の土師器婆は，覆土中

から破片で出土している。

所凰　時期は，遺構の形態や出土土器から古墳時代前期（4郎己後半）と考えられる。
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第3ア2図　第11号住居跡実測図
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第373図　第11号住居跡出土遺物実測図

第11号住居跡出土遺物観察表（第373図）

番号 榎　 別 昔 梗 「1径 器 高 底 径 胎　　 上 色　 調 焼 成 手　 i去　　 の　　 粘　　 微 出十 位 匙 備 考

1：∃′1 上師 器 盟 L16．2」 （12．8 ） 長 石 ・石 英 ・雲 母 に ぷい 褐 普通 日 綾部 ・休 部外 面へ ラ ナ デ， 内 面へ ラ ミガ キ 覆 土中 10 ％

番 り一 器 種 長 さ （径 ） 帽 （孔 径 ） 厚 さ 重 量 材　 啓 特　　 徴 Ⅲ 上 位 置 備 考

Q ll 敲 石 11 ．2 7．8 ′1．．6 4 ′16 梗 砂 む 両 端 部 と 側 線 邪 の　 一狛 二J芸射 丁痕軸 ‾　　 被 熱 痕 有 り 西 コ ー ナ ー 部 床 面

第12号住居跡（第374図）

位置　調査3区西端部のK6dO区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸7．35m，短軸6．20mの長方形で，主軸方向はNr36。－Wである。壁高は5、22cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，壁際を除き踏み固められている。

ピット　7か所。Pl～4は円形で中位に段をもち，深さ70～84cmである。P5～7は円形で，深さ10～35cm

である。規模や配置から，Pl～4は主柱穴，P5は出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6・7は，

補助的な役目をしていた柱穴と思われる。

貯蔵穴　北西コーナー付近に付設されている。径70cmの円形で，深さ57cmである。断面形はU字状である。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ロームブロック微量

4　暗褐色　ロームブロック中量

覆土　5層からなる。各層にロームブロックが混入していることから，人為堆積と考えられる。

土屈解説

1　暗褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック中量

3　黒褐色　ロームブロック中量

4。黒褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子中量

遣物出土状況　土師器片67点，砥石1点，凹石1点と，混入とみられる弥生土器片28点が，出上している。

135の土師器器台は，P3の上層からほぼ完形で出土している。Q13は，南コーナーの床面から出士している。
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新風　㌘転と㌘　の枝光は　剛寺に存在した　のではな　時期差があると考えられる。P　の上部に　貼　床

は検出で　なかったが撃　P　の際まで硬化商　なっているこ　から判断するとタ　P　は㌘7よ　古いと思われ

る。時期は　遺構の形態や出土土器から古墳時機前期　拍世紀後半ラ　考えられる。
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第375図　第12号住居跡出土遣物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表（第375図）

一日一国司
⊂＝フ

T悶　0　　　　　　　　　　10cm

！　＿　＿⊥　　！

番号種　別器　種口径器高底径胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　考

135 土師器器台7．6 7．0 9．8 長石・石英にぷい橙普通
器受部内・外面へラミガキ　脚部外面へラミガキ，内面

へラナデ
P3覆土上層95％PL78

136 土師器小形嚢［14．2］（7．1）
－
長石・石英・雲母にぷい褐普通

口緑部外面・休部外面上位へラミガキ　ロ緑部・休部内
面へラナデ 覆土中20％

TP9弥生土器垂 （3．3）
－

長石・石英にぷい橙普通
櫛歯状工具（櫛歯数不明）による縦区画後，区画内横走波
状文應文 覆土中 PL92

TPlO弥生土器壷－（3．5）－長石・石英にぷい橙普通
口緑部に櫛歯状工具（櫛歯数不明）による横走波状文施文，

下端に癌を2個体貼り付け
覆土中 PL92

番号器種長さ（径）幅（孔径）厚さ重量材　質 特　　徴 出土位置 備考

Q13 砥石 3．6 3．8 1．7 35．4 凝灰岩破片　砥面は2面　細かな療病有り P3付近床面

第13号住居跡（第376図）

位置　調査3区西部のK7e4区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸4．10m，短軸3．66mの長方形で，主軸方向はN－360－Wである。壁高は10～15cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。西コーナー部と南東壁際の床面から，粘土塊が検出されている。

ピット　5か所。Pl～5は円形で，深さ8～21cmである。規模や配置から，Pl～4は主柱穴，P5は出入

り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南コーナー部付近に付設されている。径35cmの円形で，深さ21cmである。断面形はU字状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　2　暗褐色　ロームブロック少量

覆土　2層からなる。各層にロームブロックが混入していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　2　黒褐色　　ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片92点と，混入とみられる弥生土器片4点が出土している。137の土師器嚢は覆土中か

ら出土している。138の土師器嚢は，南コーナー付近の粘土塊上から出土している。また，北コーナー壁際の

床面近くからも，粘土塊が出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から古墳時代前期（4世紀）と考えられる。

－　442　－



ニガサワ古墳群

④
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第376図　第13号住居跡・出土遺物実測図

第13号住居跡出土遺物観察表（第376図）

隻。2．2m　＿

乎

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l I　　　一一i

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

トー1－1－1－－－111」

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 ． 胎　　 土 色 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土 位 置 備 考

5 ％
13 7 土 師 器 台 付 嚢 ［1 6 ．2 ］ （7 ．1 ） 長 石 ・石 英 ・雲 母 灰 褐 普 通 ロ 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ　 S 字 状 口 緑 覆 土 中

1 3 8 土 師 器 棄 （2 ．5 ） ［8 ．0 ］ 長 石 ・石 英 赤 褐 普 通 体 部 内 ・外 面 へ ラ ナ デ 南 コ ー ナ ー 覆 土 中 5 ％

T P l l 弥 生 土 器 壷 － （4 ．2 ） 長 石 ・石 英 ・雲 母 褐 灰 普 通
ロ 緑 部 下 端 に 隆 帯 が 2 条 巡 り， さ ら に 縄 文 原 体 に よ り押 庄
頸 部 に 櫛 歯 状 ⊥ 具 に よ る 縦 区 画 後 横 走 波 状 文 施 文 覆 土 中 P L 92

第14号住居跡（第377・378図）

位置　調査3区東部のK9e2区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸9・57m，短軸8・28mの長方形で，主軸方向はN－1。－Wである。壁高は16～42。mで，各壁と

もやや外傾して立ち上がっている。
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第377図　第14号住居跡実測図（1）
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9　　　　　　　　　　　　　　2m
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第議署8図　第摘号住居跡実測図　は）

床　平坦で，壁際を除いた部分が硬い。壁溝はタ　壁下をほぼ周回している。上幅　～摘cm　下幅　～摘cm　深

さ　～ほcmで　断面形はU字状である。

炉　北東コーナー寄りに付設されている。長径82cm　短径開cmの楕円形でタ　床面をわずかに掘りくぼめた地床

炉である。炉床は被熟しタ赤変硬化している。炉石は河原石で，大小2個を1列に並べた状態で出土している。

ピット　封か所、一一、、Pl＼10・12・15＼－23は廿形で言策さ6＼89elllであるし）Pll・13・14・は楕円形で言莱さ18－＼

27cmである。規模や配置から，Pl～∠‖ま主柱穴タ　P5ほ出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6～13

は，補助柱穴と思われる。P18～24は，南壁と平行に一列に並んでいることから，何らかの構築物の柱穴と推

測される。P14～17は性格不明である。

貯蔵究　北東コーナー部に付設されている。長軸1。5m，短軸1。25mの長方形で，さらに長軸方向の西側に長径

85C恥　短径65cmの楕円形の突出部がある。深さは90cmで，突出部では56cmである。南北方向での断面形は，逆

台形状である。覆土は8層からなり，第5～8層は硬く締まっている。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化物微量　　　　　　5　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子や炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロックや焼土粒子・炭化物微量　　　　　　6　黒色色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒　色　炭化物少量，ロ∴∵ムブロック・焼土粒子微量　　　　7　黒褐色　ローム粒子少量
4　暗褐色　ロームブロック多量，焼土粒子微量　　　　　　　　8　黒褐色　ロームブロック中屋

覆丑10層からなる。各層に炭化粒子が多量に含まれ，炭化材も確認されていることから焼失住居とも考えら

れるが，焼土粒子・焼土ブロックが極端に少ない。炭化材の長さは10～40cmで，南壁から西壁にかけて数か所

から出土している。層中にロームブロックはほとんど検出されていないが，層の境界は凹凸があることから，

人為堆積とおもわれる。
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上層解説

1　黒　色

2　黒褐色

3　黒褐色

4　黒褐色

5　褐　色

炭化粒子多量，ローム粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子少量
炭化粒子多量，ローム粒子微量
炭化粒子多量，ロームブロック微量
ローム粒子多量，炭化粒子少量

6　暗褐色

7　黒　色

8　黒褐色
9　黒褐色
10　黒褐色

ローム粒子多量，炭化粒子少量
炭化粒子多量，ローム粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子中量
炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
炭化粒子多量

遺物出土状況　土師器片511点，砥石2点と，混入とみられる弥生土器片17点が出土している。141～150は，

土師器である。141の器台は覆土中層，147の嚢は床面のいずれも南壁際の中央付近から出土している。142の

相，150の嚢は，北壁中央付近の床面から破片で出土している。144の壷は，貯蔵穴の覆土上層から出土してい

る。143の相は，北西コーナー付近の床面近くからほぼ完形で出土している。148の台付婆は，北西コーナーの

床面から出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から古墳時代前期（4世紀後半）と考えられる。
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⊂⊃　015

第380図　第14号住居跡出土遺物実測図（2）

第14号住居跡出土遺物観察表（第379・380図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　！

番号種　別器桂口径器高底径胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備　考

141土師器器台6．9（2．3）－
長石・石英・

スコリア
赤褐普通拝受部内・外面へラナデ 南壁際覆土中層40％

142土師器柑12．2 8．2 長石・石英 黄橙普通口綾部・体部内・外面へラミガキ 北壁付近床面90％PL78

143土師器柑9．2 6．7 3．2 長石・石英 黄橙普通口緑部内・外面へラミガキ　休部外面へラミガキ北西コーナー床面95％PL78

144土師器壷［14．9］（6．0）－長石・石英・雲母橙普通ロ緑都内・外面へラミガキ　休部外面へラミガキ貯蔵穴覆土上層5％

145土師器壷［12．5］（5．3）－
長石・石英・

スコリア
黄橙普通ロ緑都内・外面パケ目調整 Pll付近穫土上層5％

146土師器嚢［12．6］（4．4）－長石・石英 橙普通ロ緑郎・体郡内・外面へラナデ 貯蔵穴付近床面5％

147土師器台付要16．6（6．2）－長石・石英にぷい褐普通休部外面パケ目調整，内面へラナデ　S字状口縁 南壁際床面20％

148土師器台付袈［10．8］（3．2）－長石・石英 黄橙普通休部外面パケ目調整，内面ナデ　S字状口緑 北西コーナー床面5％

149土師器台付要［14．2］（2．9）
－
長石・石英・雲母赤褐普通休部外面パケ目調整，内面ナデ　S字状口縁 覆土中 5％

150土師器台付婆［13．0］（2．7） 長石・石英 褐普通休部外面パケ目調整，内面ナデ　S字状口緑 北壁付近床面5％

TP12弥生土器壷 （6．3） 長石・石英・雲母浅黄橙普通
櫛歯状工具（3本椀歯）による縦区画後，区画内横走
波状文，格子目文施文 穫土中 PL92

番号 器　種長さ（径）幅（孔径）厚さ 重量 材　質 特　　徴 出土位置 備考

DP67 管状土碁垂 8．8 1．0 4．0 159 土製 外面丁寧なナデ 北西コーナー床面PL93

DP68 管状土錘 8．2 1．1 3．8 149 土製 外面丁寧なナデ 北壁中央付近床面PL93

DP69 管状土鐘 7．8 1．2 4．0 150 土製 外面丁寧なナデ 北壁中央付近床面 PL93

Q15 砥石 18．2 8．6 5．2 980 砂岩 紙面は2両　一部に被熱痕有り 貯蔵穴付近床面

Q16 砥石 7．3 4．3 0．9 30 凝灰岩
破片　砥面は3面　一方向の研ぎ痕有り　一部に被

熱疾有り
両壁中央付近床面 PL93

Q17 凹石 12．6 10．4 6．1 1074 砂岩 凹は2か所　一部欠損　全面被熱 北西コーナー部床面

Q50 管玉 （1．3） （0．7） 0．4 緑色凝灰岩縦方向の断裂破片　表面は風化 中央部床面 PL93

第15号住居跡（第381図）

位置　調査3区東端部のJ9h2区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　推定長軸6．60m，短軸6．01mのほぼ方形で，主軸方向はN－220－Wである。壁高は20～36cmで，

各壁とも外傾して立ち上がっている。北東壁は，削平されている。
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ニガサワ古墳群

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

炉　ほぼ中央に付設されている。長径45cm，短径35cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉

である。炉床は被熱し，赤変硬化している。

炉土層解説

1黒褐色　　炭化粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

ピット　5か所。Pl・3、5は円形で，深さ47～78cmである。P2は楕円形で，深さ65cmである。規模や配

置から，Pl～4は主柱穴，P5は出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南コーナー部付近に付設されている。長径78cm，短径65cmの楕円形で，深さ67cmである。断面形はU

字状である。

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
3　明褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
6　赤褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

7　赤褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

覆土　9層からなる。各層中に炭化粒子が多量に含まれていることや，ロームブロックが混入していることか

ら，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子多孔焼土ブロック・ローム粒子微量　6　黒褐色　炭化路子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量
2　赤褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量　7　黒　色　炭化粒子多量，ローム粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　8　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量

4　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼上粒了働量　9　黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
5　黒褐色　　炭化粒子多量，ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片296点と，混入とみられる弥生土器片8点が出土している。15ト158は，土師器であ

る。151の相は，東コーナー付近の床面から出土している。152・153・155・157の要は，南西壁中央付近の床

面から覆土下層にかけて破片で出土している。154の賓は南東壁中央付近の床面から，158の手捏土器は南西壁

際中央付近の覆土下層から出土している。156の嚢は，中央部の床面から出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から古墳時代前期（4世紀後半）と考えられる。

第382図　第15号住居跡出土遺物実測図（1）
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第383図　第15号住居跡出土遺物実測図（2）

第15号住居跡出土遣物観察表（第382・383図）

く

157

10cm

】　　　；　　　！

番号種　別器　種口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備　考

151 土師器 柑［8．6］4．5 3．4 長石・石英 赤褐普通
口縁部内・外面・休部外面へラミガキ　休部内

面へラナデ　内・外面赤彩
東コーナー床面10％PL79

152 土師器 要［18．6］23．2 － 長石・石英にぷい褐普通休部外面へラナデ，内面へラミガキ
南西壁付近
覆土下層 50％

153 土師器 棄 18．0（18．6） 長石・石英 褐普通休部外面へラナデ，内面へラミガキ 南西壁付近床面40％

154 土師器 登［15．8］13．4 6．5長石・石英・雲母褐普通
ロ緑郡内・外面・休部外面へラナデ　体部内面

へラミガキ
南東壁付近床面60％PL78

155 土師器 登 18．2（10．6）－
長石・石英 赤褐普通体部内・外面へラナデ 南西壁付近床面30％

156 土師器台付褒［15．2］ほ6）
－

長石・石英 黒褐普通
休部外面パケ目調整，内面へラナデ　S字状口
緑

中央部床面 5％

157 土師器 聾 －（7．0）7．3 長石・石英にぷい橙普通体部内・外面へラミガキ 南西壁付近床面
10％
外面煤付着

158 土師器手捏土器6．0 2．5 3．3 長石・石英にぷい橙普通体部内・外面へラナデ　ロ緑端部指頭圧痕有り
南西壁付近
覆土下層 100％PL79

TP13弥生土器壷 －（3．2）－
長石・石英・雲母灰白普通

ロ緑郡下端に隆帯が3条巡り，さらに棒状工具

により押圧
覆土中 PL92

第16号住居跡（第384図）

位置　調査3区北端部のJ8bO区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸5．85m，推定短軸4．82mの長方形で，主軸方向はN－170rwである。壁高は20cmで，外傾し

て立ち上がっている。東側部分は削平され，壁，床面とも現存していない。

床　平坦で，中央部側は踏み固められている。部分的に，抜根により撹乱されている。

ピット　1か所。Plは円形で，深さ106cmである。規模や位置から，Plは主柱穴と考えられる。

覆土　4層からなる。現存している層が薄いため明確ではないが，炭化粒子が多量に含まれること，ローム大

ブロックの混入が認められることから，人為堆積と考えられる。
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土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　3　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量　　　　　4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片321点と，混入とみられる弥生土器片22点が，出土している。160の土師器高杯は中央

付近の床面から，161の器台と166の賓は南コーナーの床面から，それぞれ破片で出土している。162の糟と164

の婆は，中央付近の床面から出土している。163・167の嚢は，Pl付近の床面から出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から古墳時代前期（4世紀後半）と考えられる。

第384図　第16号住居跡・出土遣物実測図
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第385図　第16号住居跡出土遺物実測図

第16号住居跡出土遺物観察表（第384・385図）

番 号 種　 別 器　 種 「．1径 器 寓 底 径 胎　 」二 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位 置 備　 考

15 9 土師 器 高林 ［18．4］ （5．9 ）
長 石 ・石 英 ・

ス コ リア
にぷ い橙 普 通 称部 内 ・外 面 へ ラ ミガキ　 内 ・外 面 赤彩 覆」二lい 10 ％

16 0 土師 器 高杯 （3．2 ） 長 石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 杯部 内 面へ ラ ミガキ　 内 ・外 面 赤彩 中央 付 近床 面 80 ％

16 1 土師 器 器台 （6．6 ） ［11．2］ 長 石 ・スコリア にぷ い橙 普通
脚部 外 面へ ラ ミガキ ，内 面へ ラナデ　 3 孔 有 り
脚部 内 面籾 痕 有 り

南 コーナ ー床 面 40 ％

16 2 土師 器 柑 ［8．4 ］ （6．3 ） 長 石 ・石英 にぷ い橙 普 通 「］綾 部 ・体 部 内 ・外面 へ ラ ナデ 中央 付 近床 面
80 ％
内 ・外 面 摩滅

16 3 土師 器 襲 ［18．8］ （6．4 ） 長 石 ・石英 浅 黄橙 普 通
口緑 都 内 ・外 面 ・休部 外 面パ ケ 日調 生　 体 部内 雨 へ

ラ ナデ
P l 付 近床 面 10 ％

164 土師 器 費 7．0 （3．7 ） －
長 石 ・石英 ・

ス コ リア
にぷ い褐 普 通 休 部 外面 へ ラ ナデ 中央 付 近床 面 5 ％

16 5 土師 器 台付 賓 ［15．4］ （2．4 ）
－

長 石 ・石英 ・

ス コ リア
浅 黄橙 普 通 休 部 外面 パ ケ 目調 整　 S 字状 口縁 覆 土 中 5 ％

16 6 土 師 器 斐 － （6．8 ） 7．4 長 石 ・石英 赤 褐 普 通
休 部 外面 へ ラ ナデ ，内 面 パ ケ臼調 整　 輪 稲 枝 ・補 強

痕 有 り
南 コ ーナ ー床 面 20 ％

1 6 7 土 師 器 要 － （4．3 ） ［8．0］ 長石 ・石英 褐 普 通 体 部 内 ・外 面 パ ケ目調 整 P l 付 近床 面 10％

第17号住居跡（第386図）

位置　調査3区東部のK9e5区に位置し，北東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　推定長軸5．43m，推定短軸4．86mの長方形で，主軸方向はN－60－Eである。壁高は8～15cmで，

外傾して立ち上がっている。

床　現存部分は，平坦である。ほとんどが削平されているため，硬化面の範囲は確認できない。P5の西側で，

南壁と直交する長さ1．1mの溝を検出した。規模は，上幅15cm，下幅10cm，深さ8cmで，断面形はU字状である。

ピット19か所。Pl～4は円形で，深さ6、10cmである。P5～7・9～12は円形で，深さ9～44cmである。

P8は楕円形で，深さ10cmである。配置から，Pl～4は主柱穴，P5は出入り口施設に伴うピット，P7～

12は補助柱穴と考えられる。P13～19は，壁面に平行に並んでいることから，何らかの構築物の柱穴と思われる。

貯蔵穴　南東コーナー部付近に付設されている。長径67cm，短径55cmの楕円形で，深さ57cmである。断面形は

U字状である。

貯蔵穴土層解説
1　黒　色　ロームブロック微量
2　褐　色　ローム粒子多量
3　暗褐色　ローム粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片17点が，出土している。168の土師器嚢は，南西コーナーの覆土中層から破片で出土

している。
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所見　壁に平行に並ぶピットが多い。このことは，本跡の西側に隣接する第14号住居跡と同様である。また，

炉が確認されていないことなどから住居跡ではなく，第14号住居跡と関連のある遺構の可能性もある。時期は，

遺構の形態や出土土器から古墳時代前期（4世紀）と考えられる。
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第386図　第17号住居跡・出土遺物実測図

第17号住居跡出土遺物観察表（第386図）

旦

通m
番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

168 土師器 莞 ［13．4］ （3．7） 長石 ・石英 浅黄橙 普通 休部外面パケ且調整 南西コーナー覆土中層 15 ％

番号 器種 長 さ （径） 幅 （孔径） 厚さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

D P70 管状土錘 （2．9） （1．1） （3．6） 17．8 土製 破片　 外面丁寧 なナデ 覆土中

第18号住居跡（第387図）

位置　調査3区南部のL9el区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　南東側の壁から床にかけてが，第2号境の周溝に掘り込まれている。

規模と形状　推定長軸5・42m，推定短軸5．15mの隅丸方形で，主軸方向はN－510－Wである。壁高は1ト14cm

で，緩やかに外傾して立ち上がっている。
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床　平坦で，中央部は踏み固められている。

炉　北西壁寄りで，PlとP2の中間に付設されている。長径1．02m，短径0．68mの楕円形で，床面を8cmほ

ど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉床は被熟し，赤変硬化している。炉石が，炉の南東端から出土している。

ピット　3か所。Pl～3は円形で，深さ55～73cmである。規模や配置から，Pl～3は主柱穴と考えられる。

覆土　3層からなる。レンズ状堆積の様相を呈していることから，自然堆積と考えられる。

土屑解説

1　黒　色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片544点と，混入と思われる弥生土器片5点が，出土している。169は混入の弥生土器，

170～177は土師器である。170の鉢，174・175・177の台付嚢は，いずれも北東壁寄りの覆土上層から破片で出

土している。171～173の壷，176の聾，169の壷片は，中央付近の床面から覆土上層にかけて散在した状態で出

土している。ほとんどの土器が中央部に集中していること，散在した破片の状態で床面から覆土上層にかけて

出土していることから投棄された可能性が高い。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から古墳時代前期（4世紀前半）と考えられる。
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第388図　第18号住居跡出土遣物実測図（1）

ー　455　－

10cm

！　　　　⊥＿＿－＿＿＿」



第389図　第18号住居跡出土遺物実測図（2）

第18号住居跡出土遺物観察表（第388・389図）

10cm

ト－ー…十一一－一一1－」

番号 種　別 器　栓 口径 器高 底径 胎　　 土 色　調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　考

169 弥生土器 壷
－

（13．5）
－

長石・石英 にぷい橙 普通
ロ緑郡下端に縄文原体による押圧　胴部外面附加
条一種（附加2条）の縄文施文　羽状構成

中央付近覆土下層
20％外面
炭化物付着

170 土師器 鉢 ［21．0］（6．5） －
長石・石英 にぷい橙 普通 ロ緑部・体部外面パケ日調整，内面へラナデ 北東壁付近覆十上層 10％　甑カ

171 土師器 壷 ［14．2］26．6 8．0
長石・石英・

スコリア
浅黄橙 普通 ロ綾部内面・休部外面へラミガキ　輪積み痕有り 中央付近覆土中層 80％PL79

172 土師器 宝E － （28．1） 8．0 長石・石英 浅黄橙 普通 休部外面へラミガキ，内面へラナデ 中央付近床面 80％

173 土師器 壷 （19．4） 5．4 長石・石英 浅黄橙 普通 口綾部内面へラナデ　休部外面へラミガキ 中央付近覆土中層 90％PL79

174 土師器 台付要 （21．6） 9．1 長石・石英 にぷい橙 普通 休部・台郎外面パケ目調整，内面へラナデ 北東壁付近覆土上層 30％

175 土師器 台付聾
－

（15．1）
長石・石英・

雲母
黄橙 普通 休部・台部外面パケ目調整，内面へラナデ 北東壁付近覆土上層 40％

176 土師器 廼 ［13．7］21．2 5．1 長石・石英 にぷい褐 普通
体部外面パケ目調整，内面へラナデ　底部パケ目
調整

中央付近環土上層 80％PL79

177 土師器 台付要 ［18．2］（5．6） 7．4
長石・石英・

スコリア
にぷい橙 普通 体那外面パケ目調整，内面へラナデ　S字状口縁 北東壁付近覆土上層 10％

TP14 弥生土器 ∃互 － （3．6） －
長石・石英・

雲母
黒褐 普通 附加条一種（附加2条）の縄文施文 P3付近覆土上層 PL92

第20号住居跡（第390図）

位置　調査3区南部のL8fO区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸7．74m，短軸7．17mのほぼ方形で，主軸方向はN－200－Wである。壁高は15～28cmで，各壁
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第調図　第20号住居跡実測図
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床　平坦で，南東壁から中央部にかけて踏み固められている。壁溝が，北東壁下で確認されている。

ピット　6か所。Pl～6は円形で，深さ20、63cmである。規模や配置から，Pl～4は主柱穴，P5は出入

り口施設に伴うピットと考えられる。P6は，PlとP4の中間にあることから補助柱穴と思われる。

貯蔵穴　北コーナー部付近に付設されている。径88cmの円形で，深さ27cmである。断面形は，蓮台形状である。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック微量

3　黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量

覆土　5層からなる。レンズ状堆積の様相を呈していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック微量
3　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量
5　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片339点と，撹乱により混入したとみられる弥生土器片31点，須恵器片1点が出土して

いる。181～192は，いずれも土師器である。181～183の相は北コーナー付近からで，181・182は床面から，

183は覆土中層から破片で出土している。184の壷は中央の床面から，189の台付嚢は西壁付近の覆土中層から，

どちらも散在した破片の状態で出土している。185～188の台付嚢は，北コーナーの床面から覆土下層にかけて

破片で出土している。187は散在した破片の状態で，185は正位，186・188は横位のそれぞれつぶれた状態で出

土している。

所見　床面を精査したが，焼土粒子や掘り込みなど，炉の痕跡は検出できなかった。南東壁付近は，床面が撹

乱されているが，焼土ブロック等は全く認められない。炉は，構築当初から付設されていない可能性が高い。

時期は，遺構の形態や出土土器から古墳時代前期（4世紀後半）と考えられる。

＼＼、忘皇或
第391図　第20号住居跡出土遺物実測図（1）
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第392図　第20号住居跡出土遺物実測図（2）
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第393図　第20号住居跡出土遺物実測図（3）

第20号住居跡出土遺物観察表（第391～393図）

く＝＞　　　　　018

0　　　　　2cm

ト→］

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

181 土師器 柑 12．1 8．0 2．8
長石 ・石英 ・

スコリア
浅黄橙 普通 口緑部・休部外面へラミガキ，内面へラナデ 北コーナー床面 95％ PL79

182 土師器 柑 ［11．0］ （6．3） 長石 ・石英 にぷい橙 普通 ロ緑部外面へラナデ後へラミガキ　 体部外面へラナデ 北コーナー床面 20％

183 土師器 柑
－

（2．9） 3．1 長石 ・石英 黄橙 普通 体部内・外面へラナデ
北コーナー
痩土中層 20％

184 土師器 壷 －
（5．6） 9．9

長石 ・石英 ・

スコリア
明赤褐 普通 休部外面へラミガキ，内面へラナデ　 底部に木葉痕有り 中央部床面 10％

185 土師券 台付賓 15．5 （23．2） 長石 ・石英・雲母 浅黄橙 普通 体郡外面パケ目調整，内面へラナデ　 S 字状口緑
北コーナー
覆土下層

70％

186 土師器 台付要 ［15．8］ 30．7 9．8 長石 ・石英 褐 普通 休部外聞パケ目調整，内面へラナデ　 S字状口緑 北コーナー床面 80％P L79

187 土師器 台付襲 17．3 30．1 8．5 長石 ・石英 ・雲母 浅黄橙 普通 ロ緑部 ・休部 ・台部内・外面へラナデ 北コーナー床面 60％P L79

188 土師器 台付襲 ［16．2］（20．2）
－

長石 ・石英 にぷい橙 普通 体部外面上半パケ目調整，下半へラ削り
北コーナー
覆土下層

60％P L79

189 土師器 台付聾 ［14．0］（6．1）
－

長石 ・石英 ・

スコリア
黄橙 普通 休部外面パケ目調整，内面へラナデ　 S字状口緑

西壁付近
覆土中層

15％

190 土師器 台付襲 ［16．2］（4．0） －
長石・石英 黄橙 普通 休部外面パケ日調整，内面へラナデ　 S 字状口緑

北コーナー
覆土中層

10％

191 土師器 聾 ［16．8］（5．2） － 長石・石英 浅黄橙 普通 ロ緑部 ・体部外面パケ日調整，内面へラナデ
北コーナー
覆土下層 10％

192 土師器 小形整 10．7 9．1 3．7 長石 ・石英 ・雲母 黄橙 普通 ロ緑部 ・体部内・外面へラナデ
北コーナー
覆土中層

98％ PL 79

T P16 弥生土器 壷 （4．8）
－

長石 ・石英 ・雲母 黄橙 普通
櫛歯状工具（4本櫛歯）による縦区画後，区画内梼走波状文施文
頚部下端に櫛歯状工具（櫛歯数不明）により達弧文施文

P 4 付近
覆土下層

P L92

番号 器種 長 ．さ 帽 厚さ 重量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

Q 18 石恕 2．4 1．1 0．4 0．7 頁岩 有茎　 茎部大半欠損　 両面剥離 頭土中
PL93

第24号住居跡（第394図）

位置　調査3区西部のK7d6区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　北東壁が，第4号項の後円部周溝に掘り込まれている。

規模と形状　削平されているため，現存する壁面はごくわずかである。推定長軸5．12m，推定短軸3．90mの長

方形と考えられる。推定主軸方向は，N－64。－Wである。壁高は，1～3cmである。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。壁溝が，南西壁下で確認されている。上幅5～8cm，下帽3～5

cm，深さ6～10cmである。断面形はU字状である。

ピット　7か所。Pl～4は円形で，深さ14～17cmである。P5は楕円形で，深さ5cmである。P6～7は円

形で，深さ5～30cmである。規模や配置から，Pl～4は主柱穴，P5は出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。P6～7は，壁際に並ぶことから壁の崩れを防ぐ構築物の柱穴と思われる。

貯蔵穴　東コーナー部付近に付設されている。長径65cm，短径50cmの楕円形で，深さ32cmである。断面形は逆

台形状である。
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遺物出土状況　土師器片8点が出土しているが，いずれも細片のため図示できない。

所見　削平されているため確認できた壁はわずかである。そのため，覆土が無く遺物もほとんど出土していな

い。壁溝や柱穴の覆土中から出土した土師器細片，遺構の形態及び周囲の住居跡との比較検討から，時期は古

墳時代前期（4世紀）と考えられる。

岡

第394図　第24号住居跡実測図

②　古墳

確認された古墳は円墳1基，前方後円墳4基の計5基で，台地縁辺に沿うようにほぼ1列に並んでいる。現

況は，第1号境は栗林と畑地，第2号項は山林，第3～5号境は畑地である。畑地は，耕作機により撹乱を受

けている。また，第2～5号境は重機により削平されている。そのため，確認時で既に第2号境は墳丘の約半

分を，第3号頃は墳丘のほとんどを，第4・5号境は墳丘全体を失っていた。また，第2号境の主体部の一部

は，抜根による撹乱を受けている。第1号頃は円墳，第2～5号墳は前方後円墳である。埋葬施設は，第1号

境が横穴式石室，第2号境が横穴式木室，第3～5号境が木棺直葬である。

第1号墳（第395～397図）

位置　調査3区南端部のL9・M9区に位置し，台地縁辺部の平坦な場所に立地している。20mほど北側に，第

2号項が位置している。

規模と形状　円墳で，主軸方向はN－41。－Wである。周溝内径は，周溝の東側が未確認なため南北方向で，

約29．8mである。周溝の北東部は，調査区城外に延びている。

墳丘　確認時での墳丘は，長径約26m，短径約11mの不整楕円形状で，約1．3mほどの高まりであった。遺存

している墳丘は，埋葬施設を含むその周辺のみで，大半が耕作地として削平され，農道の工事で切り取られて

いる。また，墳丘の中心部は，盗掘痕と思われる大きなくぼみが確認されている。羨道部付近及び墳丘の北西

部は，現代の構築と考えられる炭窯で撹乱されている。土層図の第10層が，盛土の基底部に相当し，第1層は

旧表土層である。盛土は，主に暗褐色土と黒色土で突き固められている。

周溝　耕作による撹乱が激しいため，東側は確認できない。西側部の規模は，上幅1．95～4．65m，下幅1．5～

3．05m，深さ0．32～0．56mで，逆台形状に掘り込まれている。墓道との交差部付近が最も深く，そこから東へ
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向かうにつれて急激に浅くなっている。東側のわずかに遺存した地山に，部分的ではあるが，周溝の覆土と考

えられる浅い黒色土が認められた。そのことから，周溝は全属していたと考えられるが，東側は地山をあまり

掘り込んでいなかったものと思われる。主体部の主軸付近を境としてタ東側と西側では周溝の深さが大きく異

なっていたと考えられる。

増諸施設　墳丘中央部からやや南東寄りで確認された，横穴式石室である。石室は，旧表土を掘り込んだ半地

下式である。石材は，凝灰岩（通称勝見沢石）の切り石が用いられている。基本的には，無袖型の石室である

が，玄門の立柱石を内側に突きだした疑似両袖型の様相を呈している。石室の規模は，全長約4。8m，最大幅

約1857m，玄室長約2。7mである。遺存している奥壁は，一枚石で立面形での下端長15。5m，上端長14。5mのや

や台形状で，厚みは両端部が薄く約25cm，中央部は約38cmの蒲鉾型を呈している。奥壁上端部には，盗掘時に

受けた整痕がほぼ水平に並んでいる。天井石は破壊され道春していないため，石室の高さは不明である。玄室

の床はタ　7枚の凝灰岩で構成され，床石や各壁との接点部は隙間が認められないほど，精巧に密着されている。

床石はタ各壁際沿いから約20～25cm幅に藍で削った鋭い痕が点在しているが，中央部分は平坦に調整されて整

痕が消されている。床面下の裏込めは，地山の上に厚さ15cmほど粘土を敷き，さらにその上に木炭の細片を混

ぜた粘土を敷き詰めている。遺存している壁面は，両壁とも3枚の切石で構成されタ調査時の壁面の最大高は

右壁が約1の05m，左壁が約1。35mである。左壁石と奥壁との接点部分は，奥壁の石材にL字状の切り込みが施

され，隙間無く密着されている。玄門の立柱石は，左右とも1枚の凝灰岩の切り石で構築され，間を約70cmと

って設置されている。立柱石はタ羨道部の袖石で隠れて見えなくなる部分は整痕を残しているが，見えるとこ

ろは整痕を丁寧に削り，調整が施されている。羨道部の規模は，右壁が撹乱により確認できないため推定で，

最大幅約105m，長さ1085mである。玄門の手前には，幅約0。24m，長さ約1の45m，高さ約0。43mの梱石が置か

れている。さらに，その手前中央には幅約0。52期長さ約且81m，高さ約0。25mの切り石が置かれ，梱石を押

さえる様な構成をとっている。さらに羨道部入り日付近には，幅約0。23m，長さ約1。52m，高さ約0。41mの切

り石が配置されている。羨道部の壁は，道春しているのは左壁のみで，右壁は撹乱により石材が抜かれている。

石室の掘り方は，確認面で長さ7。8m，幅4。8m，深さ1。35m，底面で長さ5。8m，幅3．1mである。裏込めは粘土

と砂混じりの灰褐色層で，楔形を横にした形状に積まれ，暗褐色土と交互に整然と突き固められている。

遺物出土状況　埋葬施設内からの副葬品は，盗掘のため出土していない。遺物のほとんどが，墓遺とその付近

の周溝から出土しているが，墓道及びその周囲は現代の炭窯構築で激しく撹乱を受けている。墓道からほ，1

の枚軋　2の脚付長頸瓶，3。6・9の長頸亀10の広口亀Hの土師器杯が出土している。2ほ覆土中層か

ら上層にかけての破片，183・9㍉臓は覆土下層から中層にかけての破片で，Hは覆土下層から逆位のつぶ

れた状態で出土している。また，玄室の覆土下層からほ30の緩和陶器皿が逆位の状態で出土しているが，これ

は盗掘時の混入と考えられる。

所見　石材の凝灰岩は，本跡から北西方向4～5cmに位置する勝見沢地区が，産出地としてよく知られている。

当遺跡の東側を流れる西田川の上流にも，この凝灰岩の露頭が確認されていることから言lほ利用して運び込

まれた可能性が高い。破壊された天井石の残骸と思われる切石片が，玄門付近で検出された。その切石から，

天井石は奥壁に似た蒲鉾状をしていたと思われる。玄門部手前に横置きされている切石を梱石と判断したが，

枢石の様な性格をもっていた可能性も考えられる。遺物は湖西産と判断される須恵器が主で，時期は横瓶の脚

付長頸瓶が7世紀前～中葉，広口壷が8郎己と考えられる。古墳の築造時期を出土須恵器の最古型式に求める

ことができるとすれば，7世紀前～中葉頃である。追葬については，副葬品が出土していないこと等から判断

が困難であるが，あったとすると須恵器から8世紀頃と考えられる。しかし，築造時期との時期差などをふま
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えさらに検討が必要である。また，玄室内から出土している緩和陶器は猿投産　黒笹粥号窯式　であることか

ら，平安時代（ユ0世紀前後）には，盗掘を受けたと考えられる。

第1号墳墳丘・周溝土層解説

1黒　　色　炭化粒子少量，廃土粒子・ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　黒　　色　炭化粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
4　黒　　色　炭化粒子少量，廃土ブロック・ロームブロック

微量
5　黒　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

6　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・ローム粒子少量
7　黒褐色　炭化粒子少量，焼土ブロック・ロームブロック

8　黒　　色

9　黒　　色

10　黒褐色

11黒　　色
12　黒褐色
1：う　黒　　色

微量

炭化粒子・ローム粒子少量，焼士粒子微量
焼土粒子・炭化粒子・ロームブロック微量

ロームブロック中量，炭化粒子・今市一七本桜
パミス少量，焼土粒子微量

ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック少量，焼土粒子0炭化粒子微量
焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス。粘土ブロッ
ク微量

14　黒　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子
微量

15　黒　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
16　黒　　色　焼土ブロック・炭化粒子微量

17　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子さ炭化粒子・礫
微量

第1号墳主体部土層解説

1黒褐色　粘土ブロックや凝灰岩片中量，ローム粒子少乳
炭化粒子微量

2　灰白色　粘土ブロック・ロームブロック・凝灰岩片多量
3　黒褐色　粘土ブロックeロームブロックや炭化粒子・焼

土粒子微量

4　黒　　色　炭化粒子・焼土粒子少量，粘土ブロック・ロー
ム粒子も凝灰岩片微量

5　黒褐色　粘土粒子・凝灰岩片・炭化粒子・焼土粒子微量
6　黒褐色　ロームブロック中量，凝灰岩片少量
7　黒褐色　炭化粒子せ焼土粒子・ローム粒子・凝灰岩片微

量

第1号墳主体部裏込め土層解説

1褐　　色　砂粒・凝灰岩片中量，粘土ブロック・鹿沼パミ
ス少量，ローム粒子微量

2　褐　色　砂粒・凝灰岩片中量，粘土ブロック少量，鹿沼
パミス微量

3　明褐色　粘土ブロック多量，凝灰岩片中量，鹿沼パミ
ス・ローム粒子微量

4　褐　　色　粘土ブロック・凝灰岩片中量，鹿沼パミス微量
5　褐　　色　ロームブロック少量

6　褐灰色　凝灰岩片・粘土粒子中量，鹿沼パミス・ロー
ム粒子微量

7　灰褐色　粘土粒子少量，鹿沼パミス・ローム粒子微量
8　褐　　色　黒色土少量，ローム粒子微量
9　褐　　色　黒色土0ロームブロック微量
10　褐　　色　鹿沼パミス中量，ローム粒子微量

第1号墳墓道土層解説

1黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロッ
ク・粘土ブロック微量

2　異　　色　炭化物・焼土ブロック・ロームブロック・粘土
ブロック微量

3　黒　　色　炭化物・焼土ブロック・ロームブロック微量
4　黒褐色　炭化物・ロームブロック微量

18　黒　　色　ロームブロック0焼土ブロック・炭化材微量
19　黒　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子・粘土ブロッ

ク微量

20　黒　色　炭化粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒
子微量

21黒　色　炭化粒子少量，焼土粒子・ロームブロック・粘土ブ
ロック微量

22　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
23　暗褐色　ローム粒子中量，
24　‥黒　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土ブロック・粘土ブ

ロック微量
25　黒　　色
26　黒　　色

27　黒褐色
28　灰褐色
29　灰褐色
30　褐　　色

ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
粘土ブロック中量，ローム粒子少量
粘土粒子。砂粒多量，礫・ローム粒子微量
ロームブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子・焼
土粒子微量

31黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
32　黒　　色　炭化粒子多量，焼土ブロック少量

33　黒褐色　ロームブロック中畳，粘土ブロック少量，焼土粒
子ぜ炭化粒子微量

34　明褐色　ローム粒子多量

8　黒　　色　凝灰岩片少量，ローム粒子・焼土粒子微量
9　暗褐色　粘土ブロック・ロームブロック・凝灰岩片微量
10　灰黄褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
11褐灰色　炭化物・粘土粒子多量
12　褐灰色　粘土粒子多量（粘土層）
13　褐　　色　ローム粒子多量（自然層）
14　褐　　色　ローム粒子多量
15　暗褐色　ロームブロック中量

11褐　　色

12　褐灰色
13　褐　　色
14　褐灰色
15　灰褐色
16　褐　　色

17　褐　　色

18　褐灰色
19　褐　　色
20　褐灰色
21褐灰色
22　褐　　色
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黒色土中量，ロームブロック少量
凝灰岩片・粘土ブロック中量

ロームブロック中量，黒色士微量
粘土粒子中量，凝灰岩片・ロームブロック少量
ロームブロック・粘土ブロック少量，凝灰岩片微量
ロームブロック中量，粘土粒子・凝灰岩片・鹿沼パ
ミス微量

粘土粒子中量，ローム粒子少量，凝灰岩片微量
粘土粒子中量，鹿沼パミス・ローム粒子微量
ロームブロック中量

炭化物・粘土粒子多量
粘土粒子多量（粘土層）
ローム粒子多量（自然層）

5　黒　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・凝灰岩
片微量

6　黒　　色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量
7　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子・焼土粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第395図　第1号墳実測図（1）
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第1号噴出土遺物観察表（第398e399図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備　 考

1 須 恵 器 横 瓶 12 ．3 34．3 長石 ・石英 灰 普通
体 部 外面 平 行叩 き，内 面 回転 ナ デ　 頚部 近 くに円形 墓 遺覆 土 50％ 自然 軸付 着

日 ．．＿ の 飾 り貼 り付 け　 頚部 外 面に 刺突 列点 文 施文 下 ㌦ 中層 湖西 産 PL84

50％ 自然 粕付 着2 須 恵 器
鍵 イ寸

（13，7） 8．6 長 石 ・石 英 灰 黄 並 、南
体 部 内 ・外面 横 ナ デ，外 面 下半 回 転へ ラ削 り調整 墓遺 覆 土

長 頸 瓶 H 封型 脚 部貼 り付 け後 ナ デ　 体 部 に利 発 列点 文施 文 中 ㌦上 層 湖西 産 P I鳶3

3 須 恵器 長 頭重 10．6 ［31．0］ 7．9 長 石 ・石 英 灰 白 普 通
目線 部 内 ・外 面横 ナデ　 頚 部外 面横 ナ デ， 内 面 回転

へ ラ削 り　 体 部 内 ・外面 横 ナ デ，外 面 下端 へ ラ ナデ
墓道 覆 土

下 ㌦中層
40 ％自然粕付 着　 へ ラ

記号 「×」 有 り　 湖西 産

4 須 恵器 襲
－ （14．5） － 長 石 ・石英 灰黄 普通 頚部 に刺突 列 点文 施 文， 内面 へ ラ ナデ　 休 部 に平行

叩 き ＝ 覆 土 中 10 ％ 自然粕 付着
湖西 産

5 須恵 器 嚢 ［46．6］ （10．0 ） － 長石 ・石英 浅黄 普通 口縁 部 内 ・外面 横 ナ デ　 頚部 に刺 突 列点 文施 文 覆 土 中
5 ％自然 軸 付着

湖西 産

6 須 恵 器 長 頭 重 － （9．1） － 長 石 ・石 英 灰 普 通
体 部 内 ・外 面横 ナ デ　 外面 下 半へ ラ 削 り調整

底 部 回転 へ ラ切 り
墓 道覆 土
中 ㌦上 層 40％

9 須 恵 器 長 頸壷
－ （25．0） －

長 石 ・石 英 ・
針 状鉱 物

灰 褐 普 通 頚 部 ・体 部外 両横 ナデ ，内 面下 位 へ ラナ デ 墓道 覆 土
下 ～中層 30％

10 須 恵器 広 口壷 ［18．2］ 26．5 ［12．4］ 長 石 ・石 英 灰 普通 口縁 部 ・頭 部 ・休 部横 ナデ　 休 部ん…一一一部 へ ラナ デ 墓遺 覆土
下、上 層 （撹乱 ） 40％ PL84

11 土 師器 杯 17．2 5．0 －
長 石 ・石 英 ・

ス コ リア
黄橙 普通 体 部 内 ・外 面 へ ラ ミガ キ 墓遺 覆 土下 層 90 ％ P L83

1 2 土 師 器 杯 ［17．4］ 4。6 －
長石 ・石英 橙 普通 体 部外 面 へ ラ ナデ ，内 面 へ ラ ミガキ 表 採 （墳 丘 ） 20％

14． 須 恵 器 杯 ［13．0 ］ 4．5 6．4
長石 ・石英 ・

針 状鉱 物
褐 灰 普 通 口 縁部 ・休部 横 ナ デ　 底 部 回転 へ ラ切 り後 ナデ調 整 周 溝撹 乱 部 40％

16 須 恵器 杯 ［11．2］ 3．4 ［7．6］ 長 石 ・石 英 黄灰 普 通 口緑 部 ・体部 横 ナ デ　 底 部 回転 へ ラ切 り後 ナ デ調 整 墓道 付 近
（撹 乱 ） 15％

17 須 恵器 杯
－

（4．0） ［9．0］
長 石 ・石 英 ・

針状 鉱 物 灰 普通
休 部 横 ナ デ　 体部 外 面下 端 回転 へ ラ削 り調 整　 底 部
回転 へ ラ削 り調整

墓道 付近
撹 乱部

20 ％二 次底 部 面

18 須恵 器
音 ▼ま、
r司にコ
付 士不

［17．6］ （7．4）
－

長 石 ・石英 ・
針 状 鉱物 灰 普通

口縁 部 ・体 部 内 ・外面 横 ナ デ　 休 部 外商 下 端 回転

へ ラ削 り調 整
羨 道付 近
撹 乱部 30 ％

28 須 恵 器 高 盤 （5．0）
－

長 石 ・針状 鉱 物 灰 黄 普 通 盤 部 ・脚 部横 ナデ　 透 か し孔 へ ラ切 り 羨 道付 近

撹乱 部 30％

29 須 恵器 高 盤 紘 0 ） 長 石 ・石 英 灰 黄 普 通 盤 部 ・脚 部横 ナ デ 羨道 付 近

撹乱 部 40％

i
30

！
緑 粕 陶器 皿 （2．4）

I
6．8 緻 密

灰 自

（黄 緑 色粕 ）
普 通

体部 横 ナ デ　 底部 回転へ ラ削 り調整　 休部 ・底 部 内 ・
外 面 緑 粕施 粕 玄 室覆 土 下層 60 ％猿 投産 は＋ 90）

番 号 種別 全 長 鉄身 部 箆被 部 茎部 重 さ 特　　 徴 出土 位 置 備考

M l 鉄 鉱 17．0 4．0 9．8 3．2 15．9 長 頸鍍 群　 鉄 身 部柳 葉 形　 頚 部無 間　 逆 刺有 り 墓道 覆土

第2号墳（第400～403図）

位置　調査3区南側のL8・9，K8・9区に位置し，台地縁辺部の平坦な場所に位置している。

重複関係　第18021号住居跡を周溝が掘り込んでいる○また，第22号住居に，後門部周溝の壁面を掘り込まれ

ている。

規模と形状　前方後円墳で，墳丘の全長は約31m，周溝を含む全長は約34。8mである。墳丘の主軸方向はN－

300－Eである。後門部の墳丘径は約19・5恥前方部墳丘の幅は括れ部で約12m，最大で約18mである。

墳丘　確認時では，盛り土のほとんどが既に失われ，後円部に該当する範囲に径5m，高さ約掴mの高まり

が認められる程度の遣存状況であった。前方部のほとんどが耕作による撹乱をうけ，さらに後円部の北側部分

は工事により地山まで削平されている。土層図の第9層が旧表土層，第14・16層が盛り土の基底部である。

周溝　ほぼ全周しているが，前方部の南コーナー付近は途絶えている○上幅は前方部が約1。7～3．0恥後門部

が2・8～3・4mで，下幅は前方部が約0・6～1・3m，後門部が0・8～2・3m，深さは0・4～1．4mである。断面形は，逆台

形状を呈している。前方部の周溝は浅く，括れ部に近づくにつれ徐々に深さが増していく。後円部で最深部と

なるが，北側と東側の2か所が極端に浅くなる。

埋葬施設　後門部中心からやや括れ部寄りから確認された，地下式の横穴式木室である。北端部は，抜根によ

り破壊されている。木室の原形は，長さ3・35m，幅工05m，高さOe95mの直方体と判断される。主体部内の土

層（第403図第24層）には，板材の痕と考えられる幅8～10cmほどの腐植土含有層が認められた。そのことから，
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壁体は板材で構築されていたと考えられる。支柱等の痕跡は検出できなかった。確認時には，天井部に用いら

れていたと見られる厚さ10～15cmの粘土が遺存していた。玄室の内側に，粘土が貼られていた痕跡は検出され

ていない。また，床面や壁面に被熱痕はなく，炭化材や焼土も検出されていない。左右の粘土壁面には，床面

からほぼ直立する筋が，4本検出されている。確認時の木室内には，黒色土が隙間無く入り込んでいた。その

ため，木室の形状をほぼ留めている。その木室の外側は，幅25～30cmに明褐灰色粘土で楔形状に裏込めされて

いる。粘土間には黒褐色土が用いられ，粘土層と交互に整然かつ丁寧に突き固められている。羨道部の存在は，

撹乱されているため判断できない。墓道は，深さが旧表土から約60cm，幅70～90cmである。底面には，明褐灰

色粘土が約15cmの厚さに，入り口近くまで貼られている。調査時には，入り口付近の粘土は消滅していたが，

玄室の土層中に墓道から流れ込んだと見られる粘土層が確認されている。墓道の土層断面には，底面と壁面の

両境界部に幅約8cm，深さ約20cmほどの腐植土含有層が検出されている。玄室は墓道より約30cm下がるが，枢

石やそれらしき石材等は確認されていない。入り口部の底面には，幅約10cmほどの溝状のくぼみが2条，わず

かに検出されている。木室の掘り方は，上幅2。7～3。1m，下幅2。5～2。7mで長さは約4。5m，深さは0。95～1。1m

である。裏込めの土層は，掘り方の壁面から幅50cm前後，高さ50～70cmほどが粘土ブロック混じりの黒色土と

黒褐色土，木室の周囲は明褐灰色粘土と黒褐色土を用いて楔形状に突き固められている。底面は，厚さ10cm前

後の粘土が貼られている。

遺物出土状況　周溝から土師器片859点，須恵器片7点，弥生土器片105点，縄文土器片18点が出土している。

土師器片や弥生土器片が多く出土しているのほ，第21号住居跡（弥生時代後期後半）と第18号住居跡（古墳時

代前期）を周溝が掘り込んでいるため混入と思われる。したがって，本項に伴うと考えられる土器は出土して

いない。主体部の床面からは，副葬品である直刀3振り，鉄鉱82氏馬具（轡）1点が出土している。鉄製品

以外の遺物は出土していない。遺物の出土位置は，大半が奥壁近くで，一括して検出されている。M6の直刀

は，北東コーナー部で束を上にして，北東壁に沿うように立てかけられた状態で出土している。M7の直刀は，

北西壁に沿うように置かれ，束を奥壁側にした状態で出土している。M8の直刀は，ほぼ中央部からで，束は

入り口側で鉄鉱の上に乗った状態で出土している。M9の轡は，北西コーナー部の床面から出土している。鉄

鉱の出土位置は，2か所に大別できる。奥壁際と北西壁際中央部の2グループで，前者は向きに統一性が無く，

重なり合い散在した状態であるが，後者は方向性があり，東西一方向に並んだ状態で出土している。

所見　M6の直刀は，コーナー部に立て掛けられているという特殊な出土状況を呈している。しかし，木室の

主体部では稀にある出土状況で，浜松市瓦屋西古墳群のB3号墳・Dl号項でも，本跡と大変近似した報告が

されている。直刀がコーナーに立て掛けられていることや鉄鉱が奥壁際に乱雑に集積していることから，旧副

葬品を移動して追葬を行ったと可能性が考えられる。したがって，M7の直刀とMlO～13・16・44・65の鉄鉱

は，追葬時の副葬品と思われる。M8は移動したと考えられる鉄鉱群の上に置かれている事から，追葬以前の

副葬品とも考えられるが，M8とM7が平行関係になっていることから，同時期に置かれた可能性も否定でき

ない。築造年代は，馬具から判断すると6世紀第3四半期が考えられるが，伝世する事も考慮し6世紀後半と

考えたい。
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第403図　第2号墳実測図（4）
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第2号墳墳丘土層解説

1　黒　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，今市…七本桜パミス微量
3　黒　色　ロームブロックも炭化粒子6焼土粒子微量

4　黒　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
5　褐　色　ロームブロック少量夕　焼土粒子e炭化粒子微量
6　褐灰色　ロームブロック少量芦　炭化粒子・焼土粒子微量
7　褐　色　ローム粒子・今市h七本桜パミス微量
8　暗褐色　ロームブロックも廃土ブロックの炭化粒子微量
9　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
10　暗褐色　ロームブロックや砂粒微量

11黒褐色　ロームブロックを焼土粒子さ炭化粒子微量
12　黒褐色　ロームブロック微量

13　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
14　褐　色　ローム粒子多量
15　暗褐色　ロームブロックe炭化粒子の今市一七本桜パミス

微量
16　黒褐色　ロームブロック微量
17　黒褐色　ロームブロック中量

18　黒褐色　今市一七本桜パミスの粘土ブロック少量，ローム
ブロック微量

19　黒褐色　今市輸七本桜パミス少量，ロームブロック・粘土
ブロック微量

20　暗褐色　ロームブロック0粘土粒子少量
21暗褐色　ロームブロック少量

22　＝黒　色　ロームブロック・焼土ブロック。炭化粒子微量

第2号墳主体部・裏込め土層解説

1黒褐色　粘土中ブロックや粘土小ブロック中量，粘土粒
子少量，ロームブロック微量

2　黒褐色　粘土小ブロック中量，粘土粒子やロームブロッ
ク少量，粘土中ブロック微量，

3　黒褐色　粘土中ブロック。粘土小ブロックも粘土粒子中
量ク　ロームブロック少量

4　黒褐色　粘土小ブロック・粘土粒子中量，粘土中ブロッ
ク・もロームブロック微量

5　黒褐色　粘土粒子・。ームブロック中量，粘土中ブロッ
クも粘土小ブロック少量，粘土太ブロック微量

6　黒褐色　粘土小ブロックヴ粘土粒子むロームブロック微
Eヨ

里

7　黒褐色　粘土粒子少量，ロームブロック微量
8　黒褐色　ロームブロック多量，粘土中ブロック・粘土小

ブロック中量

9　黒褐色　ロームブロック多量，粘土中ブロック。粘土小
ブロックe粘土粒子中量

10　黒褐色　ロームブロック多量，粘土中ブロックも粘土粒
子中量

11黒褐色　粘土大ブロックダ粘土粒子中量，粘土中ブロック
の粘土小ブロック・ロームブロック少量

12　黒褐色　粘土粒子・黒色土粒子中量，ロームブロック少

量，粘土太ブロック・粘土中ブロック。粘土小
ブロック微量（腐植土含有）

13　黒褐色　粘土太ブロック・粘土粒子0°ーム粒子中量，粘
土小ブロック徽鼠

ユ4　黒褐色　ロームブロック多量，粘土小ブロック・粘土粒
子中量，

15　黒　色　ロームブロック多量，粘土中ブロックや粘土小
ブロックe粘土粒子微量

16　黒褐色　粘土太ブロックの粘土中ブロックe粘土粒子中
量夕　粘土小ブロック・ロームブロック少量（腐植
土含有）

褐

里
這
　
　
窯

7
　
8
　
　
　
9

1

⊥

　

l

 

l

色
色

粘土小ブロック・粘土粒子eロームブロック微量
ロームブロック多量，粘土小ブロック・粘土粒
子中量

色　ロームブロック少量，粘土中ブロック・粘土小
ブロック・粘土粒子微量

20　褐灰色　粘土粒子多量

21褐灰色　粘土粒子多量，黒色土粒子少量（腐植土含有）
22　黒褐色　粘土中ブロックe粘土小ブロックも粘土粒子少

量，ロームブロック微量
23　黒褐色　粘土中ブロック中量，粘土小ブロック・粘土粒

子少量，ローム粒子微量

24　＝黒褐色　粘土小ブロック中量，粘土粒子少量，粘土太ブ
ロック・ローム粒子微量　（腐植土含有）

25　黒褐色　粘土大ブロック。粘土中ブロック多量，粘土小ブ
ロックe粘土粒子中量，ロームブロック少量

23　黒　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
24　暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量

25　黒褐色　ローム粒子多鼠　廃土粒子・炭化物微量
26　黒褐色　ロームブロックや焼土粒子・炭化粒子e粘土粒子

微量

27　灰褐色　ロームブロック少鼠　炭化粒子微量
28　黒　色　ローム粒子も炭化粒子少鼠　焼土粒子微量
29　黒褐色　粘土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック・焼土

粒子微量

30　褐　色　粘土ブロック多量，ローム粒子中量夕　炭化粒子
さ焼土粒子微量

31黒　色　ロームブロック・粘土ブロック　も焼土粒子。炭
化粒子微量

32　黒　色　粘土ブロック少量，ロームブロック∵廃土粒子
・炭化粒子微量

33　黒　色　ロームブロックe焼十粒子も炭化粒子6粘土粒
子微量

34　橙　色　粘土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子e焼
土粒子微量

35　黒　色　ローム粒子め炭化粒子0焼土粒子や粘土ブロッ
ク微量

36　黒　色　ロームブロック・粘土ブロック少量，廃土粒子
・炭化粒子微量

37　黒　色　ローム粒子。炭化粒子4粘土ブロック微量
38　褐　色　ローム粒子多量，粘土ブロック微量

26　黒褐色　ロームブロック中還，粘土小ブロックさ粘土粒子
の今市岬七本桜パミス微量，

27　黒褐色　ロームブロック中量，粘土小ブロック　を粘土粒
子微量

28　黒褐色　ロームブロック多量，粘土大ブロック　も粘土中
ブロック・粘土小ブロック微量

29　暗褐色　ロームブロック中量，粘土小ブロックの粘土粒子
少量

30　黒褐色　粘土粒子・ローム粒子少量
31黒　色　今市…七本桜パミス・ローム粒子少量

32　黒褐色　今市一七本桜パミス少量，ローム粒子微量
33　暗褐色　粘土小ブロック・粘土粒子中量，粘土中ブロッ

ク。ロームブロック少量
34　黒褐色　粘土小ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子微

巨≡ヨ

月邑

35　黒褐色　粘土小ブロック中量，粘土粒子0°ーム粒子少
巨ヨ

＿！1斗＿

36　黒褐色　粘土小ブロック・粘土粒子微量
37　黒褐色　粘土小ブロック・粘土粒子さロームブロック微

Eヨ

羞邑

38　＝黒褐色　ロームブロック少量，粘土太ブロックの粘土中ブ

ロック・粘土小ブロック・粘土粒子微量

39　黒褐色　粘土太ブロック　も粘土粒子・ロームブロック微
Eヨ

里

40　黒褐色　粘土粒子も今市一七本桜パミス・ローム粒子微量
射　黒褐色　今市一七本桜パミス少量，ロームブロック微量
42　褐灰色　粘土粒子多量，粘土小ブロック微量
43　黒褐色　粘土粒子やローム粒子微量

44　黒褐色　粘土中ブロック少量，粘土粒子・。ーム粒子微
E≡ヨ

l嘗．

45　黒褐色　ロームブロック微量

46　黒褐色　粘土中ブロックe粘土粒子少量，ローム粒子微量
47　黒褐色　ロームブロック中量，粘土中ブロック・粘土粒

子微量

48　黒褐色　粘土中ブロック・粘土小ブロック中量，ローム
粒子少量，今市一七本桜パミス微量

49　黒褐色　ロームブロック多量，粘土中ブロック・粘土小
ブロック・粘土粒子中量

50　暗褐色　粘土中ブロック・粘土小ブロック・粘土粒子・ロ
ームブロック中量

51黒褐色　粘土小ブロック中量，粘土中ブロック0粘土粒子
・ロームブロック少量

52　黒褐色　ロームブロック多量，粘土中ブロック・粘土小
ブロック中量，粘土粒子少量

53　黒　色　ロームブロック中量夕　粘土粒子少量

54　黒褐色　ロームブロック多量，粘土中ブロック・粘土小ブ
ロック中量，粘土粒子微量

55　黒褐色　ロームブロック中量，粘土太ブロック微量
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第2号噴出土遺物観察表（第購躯璃併図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備　 考

32 土 師器 杯 13．4 4 ．2 …
長 石 ・石 英 ・

スコ リ ア
明 赤 褐 普 通 体 部 内 ・外 面粗 い へ ラ ミガ キ 前方 部 局溝 穫土 中 層 70 ％ P L83

34 土 師器 壷 － 賂 0）
…

長石 ・石英 ・雲母 灰 黄褐 普 通 頚 部 ・体 部 内 ・外面 へ ラ ナデ 前 方 部屠 溝 覆土 中 20 ％

36 土 師 器 壷 ［12．2］ （5・7ラ
－

長 石 ・石 英 ・

ス コ リア
黄橙 普 通 体 部外 面 ナ デ， 内面 パ ケ 目調 整 前 方 部周 溝穫 土 中層 10％

37 土 師 器 婆 ［13月］ （5．ユ）
－

長 石 ・石 英 黄橙 普 通 目線部 外 面へ ラ ミガキ　 体 部 内 ・外面 へ ラ ナデ 前 方 都周 溝覆 土 中層 5 ％

38 土 師器 婆
－

（10劇
－

長 石 ・石 英 ・雲 母 に ぷい 橙 普通 体 部内 ・外 面 へ ラナ デ　 輪 積み 痕 有 り 前 方部 増溝 覆 土 中層 5 ％

39 土 師器 寮
－

（5．6） 6．2 長石 ・石英 にぷ い 橙 普通 体部 内 ・外 面 へ ラナ デ 前 方部 屠溝 覆 土 中層 15％

40 土 師器 壷 － （5潮 ［8融 長 石 ・石 英 にぷ い橙 普通 休部 外 商へ ラ ミガキ， 内 面下 位 パ ケ 冒調整 前 方部 周溝 覆土 中層 5 ％

番 号 種別 全 長 刃 身 長 身幅 茎長 重 量 特　　 徴 出土 位 置 備　 考

M 6 直刀 （93．2） （80調 3．1 13．2 912．1 不均 等 両 関　 隅挟 尻　 切 先 欠損　 鍔付 近 の刀 身 に孔 有 り 主体 部
北 東 コー ナ ー

木質 遺存

P L85 ・89

M 7 直刀 91．6 75．1 4．3 16．5 862 二段 関 隅挟 屁 細　 平横 平 造 り　 目釘 孔 2 か所 主 体部 中央 付 近
木 質遺 存

P L85 ・89

M ＿8 直 刀 （33．4） （24．5） 2．6 8．9 442 雨 間 ？ 平 棟平 造 り　 茎 尻 は葉尻　 切先 欠 損　 目釘孔 に錆付 着 主体 部北 東

コーナ ー付 近

木 質遺 存

PL 85

番 号 器種 喰 部 長 引手 長 径 重量 材 質 特　　 徴 出土 位 置 備考

M 9 轡 16．2 18．4 1．0 491．8 鉄 板 状立 間 素環 鏡 板付　 喰部 は 2 連　 遊 環 に よ り連結 主体 部 北西 コー ナー

番号 種 別
十 藻 身部 箆被 郭 茎 部 重 さ 特　　 徴 出　 土　 位　 置 備　 考

M lO 鉄 鉱 － （6．3） － － 15．9 無茎 鍍 群　 鉱 身部 三 角形 ，平 造　 二 重 逆刺 有 り 主体 部 中央 木 質遺 存

M ll 鉄 鉱 － （4 ．3） … － 15．9 無蓋 赦群　 鉱 身部 三 角形 ，平 造 主 体 部 中央 木 質遺 存 PL 88

M 12 鉄 鉱 … 6．1 － － 9．5 無 茎 鉱群　 銀 身部 三角 形 ，平 遷 主 体部 中央 木 質逮 存 PL88

M 13 鉄鉱 … 拍－．6）
－ － 6．1 無 茎 鉱群　 銀 身部 三角 形 ，平 遺 主 体部 中 央 木 質遥存 P L87

M 14 鉄 鉱 － （3．7）
－ － 9．7 無 茎鉱 群　 銀 身 部三 角 形∴ 平遺 主 体部 北 東 コー ナー 付近 木質 遺存

M 15 鉄 嘉族
－

は 5）
－ － 9．7 無 茎鉱 群　 銀 身 部三 角 形， 平造 主 体部 北東 コー ナー付 近 木 質 遺存

M 16 鉄 鉱
…

ほ 0）
… － 1．9 無 茎鉱 群　 放 身部 三 角形 ， 平造 主体 部 中央 木 質遥 存

M 17 鉄 鉱 14．3 （3．3） 7．8 3．1 9．5 長頸 鉱 群　 鉱 身部 片 刃形 ，切 刃 造　 辣 状 関 主体 部 北東 コーナ ー付 近 木 質遺 PL87 ・

M 18 鉄 鉱 （13潮 （3 ．7） 8．3 5．6 10．4 長頸 鉱群　 銀 身部 片 刃形 ，切 刃造　 林状 関 主体 部北 東 コーナ ー付 近 P L87

M 19 鉄鉱 ［12．9］ 持．11 （6．5） （2．5） 7．6 長頚 鉄群　 銀 身部 片刃 形 ，切 刃造　 関都 不 明 主 体 部北 東 コ ーナ ー付 近

M 20 鉄鉱 （12．1） （3．3 ） （8．8）
－ 14 ．0 長 頸 鉄群　 銀 身部片 刃 形 ，切 刃造　 頚部 一 部 欠損 主 体 部北 東 コー ナ ー付近 PL 87

M 21 鉄 鉱 （13．1） （2．2 ） 8．5 （2．4） 10．1 長 頸鉱 群　 鉱 身 部片 刃 形， 切 刃造　 台形 関 主 体部 北 東 コー ナ ー付近 PL 86

M 22 鉄 鉱 （13．6 ） は 0） 8．8 圧 糾 12．5 長 頸鉱 群　 銀 身 部片 刃 形， 切刃 造　 関都 欠損 主 体部 北 東 コー ナー付 近 PL86

M 23 鉄 鉱 （12．7） 2．7 8．2 （1．8） 9．7 長 頚鉱 群　 数 身部 片 刃形 ， 切刃 造　 台 形 関 主体 部 北東 コー ナー付 近 木 質 遺存 P L86

M 24 鉄 鉱 （16．8） 3．3 11．0 （2．5） 13．7 長頭 数 群　 銀 身部 片 刃形 ，切 刃 造　 台 形 関 主体 部 北東 コー ナー付 近 木 質 遺存 P L87

M 25 鉄 鉱 （13．7） 3 ．3 7．8 （2．6） 11．6 長頚 鉱 群　 銀 身部 片 刃形 ，切 刃 造　 台形 関 主体 部 北東 コーナ ー付 近 木 質遺 存 PI』6

M 26 鉄鉱 （13．2） （3．0） 7．5 （2．7） 11．6 長頸 級群　 銀 身部 片 刃形 ，切 刃 造　 台形 関 主 体 部北 東 コ ーナ ー付 近 木 質遺 存

M 27 鉄鉄 （14調 （3．2 ） 8．4 （2．4） 9．7 長 頚 鈷群　 銀 身部 片刃 形 ，切 刃造　 台形 関 主 体 部北 東 コ ーナ ー付近 木 質遺 存 PL87

M 28 鉄 鉱 （11．6 ） （2．3） 7．3 （1．6） 8．5 長 頸 鉱群　 鉱 身 部片 刃 形， 切 刃造　 台形 関 主 体 部北 東 コー ナ ー付近 木 質遺 存 PL86

M 29 鉄 鉱 （10．8 ） （3．2） 5．8 （1．8） 8．0 長 頸放 群　 舷 身 部片 刃 形， 切 刃造　 台形 関 主 体部 北 東 コー ナー付 近 木質 遺存 P L87

M 30 鉄 鉱 （11．1） 甘 3） （5．4 ） （1，鋸 5．9 長 頸鉱 群　 鍍 身部 片 刃形 ， 切 刃造　 関 部 欠損 主 体部 北東 コー ナー付 近 木質 遺存 P L86

M 31 鉄 鉱 （、11．9） （3．3） 5．7 （2．9ラ 9．5 長頸 銀 群　 銀 身部 片 刃形 ， 切刃 造　 台 形 関 主体 部 北東 コー ナー付 近 木 質 遺存 P L86

M 32 鉄鉱 纏．9 ） （3．4） （6．5）
－ 6．5 長頸 鉱 群　 鉱 身部 片 刃形 ，切 刃 造　 関 部 欠損 主体 部 北東 コー ナー付 近 P L86

M 33 鉄鉱 （8．1） （3．4 ラ （4．7）
－ 4．8 長頸 鉱群　 鉱 身部 片刃 形 ，切 刃 造　 関 都欠 損 主体 部 北東 コ ーナ ー付 近 P L87

M 34 鉄 鉱 （8．2） （3．9） （4．3）
－ 5．7 長 頸 鉱群　 鉱 身部片 刃 形 ，切 刃造　 関部 欠 損 主 体 部北 東 コ ーナ ー付 近 P L86

M 35 鉄 鉱 （8．3） （3．4ラ （4 ．9） － 10．2 長 頸鉄 群　 銀 身部片 刃 形 ，切 刃造　 関都 欠損 主 体 部北 東 コ ーナ ー付 近

M 36 鉄 鉱 （3．8ラ
！

3・4 i

i

圧 5日

10．2 長 頸銀 群　 錠 身 部片 刃形 ， 切 刃道　 頚部 大半 欠 損 主 体 部北 東 コ ーナ ー付近

M 37 鉄 鉱
離 日

3．2 長 頸赦 群　 数 身部 片 刃形 ， 切刃 造　 頚 部 大半 欠 損 主 体部 北 東 コー ナー 付近

一・二180　－



ニガサワ古墳群

番号
i 種別 巨 長 ！放身部 i 箆被可 茎部 i 重さ ！　　　 特　 徴　　　 i 出 土 位 置

備　 考

M 38
！ 鉄鉱

甘 3 ） （3．0）
巨 3）

－

「 L 5 ！長頸緋 放身部片刃形，切刃造 頚部大半欠損
主体部北東コーナー付近

M 39 鉄鍛 （3．5） （2潮 （0．7）
－ 2．2 長頸鈷群　 銀身部片刃形，切刃造　 頚部大半欠損 主体部北東コーナー付近

M 40 鉄鉱 （4．6） （2．4） （2．2 ）
－ 4．2 長頸鍍群　 鍍身部片刃形，切刃造　 頚部大半欠損 主体部北東コーナー付近

M 4 1 鉄鉱 （3．4） （3．1） （0．3 ）
－ 2．1 長頸鈷群　 赦身部片刃形，切刃遺　 頚部大半欠損 主体部北東コーナー付近

M 42 鉄鍍 （2．8） （2潮 7．8 （2．2 ） 1．7 長頸赦群　 銀身部片刃形，切刃造　 頚部欠損 主体部北東 コーナー付近

M 43 鉄鉱 （12．8） 2．8 － － 10．4 長頚鉱群　 銀身部片刃形，切刃造　 棟状関 主体部北東 コーナー付近 木質遺存 P L86

M 44 鉄鉱 （12．6） （3．2） （9．4） － 11．3 長頸赦群　 銀身部柳葉形，片丸遣　 台形関　 茎部欠損 主体部中央 PL86

M 45 鉄鉱 （9．3） ほ 6 ） （5．7） － 17．9 長頸鉱群　 数身部柳葉形，片丸造　 頸部下半欠損 主体部北東コーナー付近

M 46 鉄鉱 （8．4） － （′8．6 ）
－ 17．9 長頚鍍群　 銀身部 ・茎部欠損 主体部北東コーナー付近 P L87

M 47 鉄鉱 （8，2） （3．1） （5．1）
－ 6．0 長頸蝕群　 銀身部柳葉形，片丸造　 頸部下半欠損 主体部北東 コーナー付近 P L87

M 48 鉄鉱 （8．2） （3．2） （5．0）
－ 7．8 長頸鍍群　 銀身部柳葉形，両丸造　 頸部下半欠損 主体部北東 コーナー付近 PIJ87

M 49 鉄鉱 （8．3） （1．9） （6．4）
－ 6．2 長頸鉱群　 銀身部柳葉形，片丸遠　 類部下半欠損 主体部北東 コーナー付近

M 50 鉄鉱 （5．0 ） （3．1） （1．9）
－ 2．9 長頸鍍群　 鉄身部柳葉形，両丸造　 頸部下半欠損 主体部北東コーナー付近

M 51 鉄鉱 （4．0） （3．1） （0．9）
－ 2．6 長頸放群　 飴身部柳葉形，片丸造　 頸部下半欠損 主体部北東コーナー付近

M 52 鉄鉱 （4．6） （2．2） （2．4 ） － 2．5 長頚鍍群　 銀身部柳葉形，両丸造　 頸部下半欠損 主体部北東コーナー付近

M 53 鉄鉱 （2．1） （2．1） … － 1．4 長頸鉱群 ？ 鍍身頭部片　 鉄身部柳葉形 ？，片丸造 主体部北東コーナー付近

M 54 鉄鉱 （3．1） （2．7） － － 1．5 長頸赦群　 銀身部柳葉形，片丸造　 頚部欠損 主体部北東 コーナー付近

M 55 鉄鉱 （3．1） （3．1） － － 2．3 長頸鍍群　 銀身部柳葉形，片丸遺　 頚部欠損 主体部北東 コーナー付近

M 56 銑鉄 （9－5 ） （5．2） 2．0 （2．3） 10．3 三角形赦群　 銀身部三角形，平造　 角関 主体部北東コーナー付近 PL88

M 57 鉄嘉族 （9．2） （3．9 ） 2．1 （3．2） 11．1 三角形鉱群　 銀身部三角形，平造　 台形関 主体部北東コーナー付近 木質遺存 P L88

M 58 鉄鉱 （8．6） 4．9 （2．0 ） （1．7） 9．5 三角形鉄群　 銀身部三角形，平造　 台形関 主体部北東コーナー付近 木質通有 P L88

M 59 鉄姦族 （8．0） （4．8） 2．2 （1．0） 8．5 三角形赦群　 銀身部三角形，平造　 台形関 主体部北東コーナー付近 木質道春 PL 88

M 60 鉄鉱 （8．2） （4．9） 2．2 （1．1） 8 ．7 三角形鉱群　 銀身部三角形，平造　 台形関 主体部北東 コーナー付近 PL 88

M 61 鉄嘉放 （7．3 ） （4 ．7） 1．9 （0．7） 8．1 三角形鍛群　 鉱身部三角形，平造　 台形関 主体部北東 コーナー付近 木質遺存 PI鳶8

M 62 鉄鉱 （7．9） （3．4 ） 2．5 （2．0） 11．7 三角形鍍群　 銀身部三角形，平造　 台形関 主体部北東コーナー付近 木質道春 P L88

M 63 鉄鉱 （5．2） （4．8） （0．8）
－ 4．9 三角形鍍群　 鉱身部三角形，平造　 頚部欠損 主体部北東コーナー付近 PL88

M 64 鉄鉱 （5．4） （5．4）
－ － 5．6 無茎鍍群　 銀身部三角形，両丸造 主体部北東コーナー付近

P L87
M 65 鉄鉱 （10．3） － （6．3） （4．0） 7．2 長頸鉱群　 台形関　 頭身部欠損 主体部中央

M 66 鉄鉱 （10．6） i

！

！

（6．5） 3．1 7．7 長頸鍍群　 台形関　 頭身部欠損 主体部北東 コーナー付近 木質遺存 PL 87

M 67 鉄嘉族 （9．4 ） （6．8） （2．6） 6．0 長頸鍍群　 台形関　 頭身部欠損 重体部北東 コーナー付近 木質道春

M 68 鉄鉱 （9．2） （7．5） （1．7） 6．2 長頸鉱群　 台形関　 頭身部欠損 主体部北東 コーナー付近 木質遺存

P L87

M 69 鉄鉱 （7．2）
！

！

i

l

（4．7） （2．5） 5．2 長頸鍍群　 辣状関　 頭身部欠損 主体部北東コーナー付近

M 70 鉄鉱 （6．4） （4．3 ） （2．1） 5．1 長頸鍍群　 台形関　 頭身部欠損 主体部北東コーナー付近

M 71 銑鉄 （6．2） （3．2） （3．0） 5．2 長頸鍍群　 台形関　 頭身部欠損 主体部北東コーナー付近

M 72 鉄鉱 （7．4 ） （3．5） （3．9） 3．4 長頸鉄群　 無間　 頭身部欠損 主体部北東コーナー付近

M 可 鉄鉱 i （6・2） I
（0．3） （2．0） 3．9 4．2 三角形鍍群　 関都不明　 鉱身部欠損 主体部北東 コーナー付近

第3号墳（第408e409図）

位置　調査3区中央部の太グリットK7・8区に位置し，台地縁辺部の平坦な場所に位置している。

規模と形状　全体の形状を確認する事はできなかったが，主体部の位置から判断すると前方後円墳と考えられ

る。墳丘の主軸方向はN－450－Eである。前方部の周溝が末検出のため，全長は不明である。後門部の周溝

内径は約16。3m，括れ部の幅は約7。5mである。

墳丘　確認時では既に削平されており，ほとんどがローム面であった。後門部に当たる位置に，墳丘の一部が

わずかに残存していた程度であるため，盛り土の構築状況等は不明である。

ー　481－



第堵開聞　第　号壇実測図　日日

A
－42・Om　　　　　　　　2

∴ll＿＿二二∴l‾
3

41．8m K肇
2

の　　　　　　　　　　　　　　　　2m

－　　　．　　　　　　　　　　一一

周湧　後門部の周溝はタ括れ部付近でやや深　な軋北東端で浅くなる。上幅はⅢ～1。5mで，下隔離捕十m

m芦深さは胤㌢或憶mである。断面形は，蓮台形状を皇している。前方部の周溝は確認されていないがタ掘り

込みの浅い周溝が存在していたと考えられる。

埋葬施設　括れ部のほぼ中央で確認された，木棺直幸である。墳丘の主軸方向と直交して構築されている。墓

、　f、、′　　　　昌l′離　　、・　、　′－、′：　′　、′二．′；ノノ‘′・、、　ノ　ーー　′、′ノ　ノ・－．、　′・＼、・′・

園が礫（川原石）混じりの明黄褐色粘土層タ　その周囲と墓境との間は黄褐色層と礫及び黒色土混じりの粘土層

でタ突き固めらている。木棺はタ墓境の底面に直に置かれ，木棺下はローム層の地山である。木棺の原形の太

きさばタ長さ約1。8mタ幅約0。5mの箱形と考えられる。しかしタ粘土部には側板の両端極目輝が芦北酋方

向では紛鋸徽都南東方向では40一統mほど突出していたと考えられる痕跡が有りタ　それは確認時に上面で検

出されている。またタ粘土層の上部でァ　ほぼ等間隔に並び深さ5～20cmのくぼみが検出された。

遺物出藍状況　層港内からほタ　混入と思われる土師器片27点夕　弥生土器片8貞男須恵器1点が出土している。

主体部からほ　直刀　振軋鉄鉱頴点が出土している。M92は左側板際から芦　M93は右側板際からでタ　どちら

も束が北西向　で出土している。刃はM盤が外向き　M鰯は上向　である。中央付近には鉄鉱が，木棺の長軸

に直交して並んだ状態で出土している。ほとんどの鉄鉱の刃部はタ北西向きであった。鉄鉱はタ三角系6点タ

′、　　　　　　　　′　　　－′′　　　　　　　　　　′　　　　　　′
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第409図　第3号墳実測図（2）
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新風　主体部で確認された4か所の突出部は，裏込めの堆積状況から木棺と一体であると考えられる。これは，

第485号壇の主体部でも同様に確認されている。粘土層の上部のくぼみは形状が様々であるため，主体部に

伴うか否かほ不明である。時期は，主体部の位置や直刀の鉄鉱から古墳時代後期（6世紀末葉～7世紀前葉）

と考えられるが，鉄製品の伝世も考慮しなければならない。

第3号墳主体部土層解説
1　褐　色　ロームブロック・焼土粒子中量・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・礫微量
3　黒　色　ロームブロック微量（腐植土含有）
4　明褐色　ローム粒子多量，粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量（腐植土含

有）

6　黒　色　ロームブロック0鹿沼パミス少量，焼土粒子・炭
化粒子・礫微量　（腐植土含有）

7　褐　色　ロームブロックe焼土粒子・炭化粒子・今市一七本
桜パミス・鹿沼パミス微量

8　黒褐色　ローム粒子少量（腐植土含有）
9　暗褐色　鹿沼パミス少量，ローム粒子・焼土粒子微量

10　灰褐色　ローム粒子多量，鹿沼パミス少量
11黒　色　ローム粒子。焼土粒子e炭化粒子の鹿沼パミス微

量（腐植土含有）
12　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
13　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
14　黒　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミ

ス微量（腐植土含有）
5

　

6

　

7

　

0

U

l

 

l

 

l

 

i

黒
黒

褐色　ローム粒子少量，鹿沼パミス微量（腐植土含有）
褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

灰褐色　ローム粒子・焼土粒子・鹿沼パミス微量
褐　色　ローム粒子・炭化粒子・礫微量（腐植土含有）

第3号墳主体部裏込め土層解説
1　黄褐色　粘土中ブロック少量
2　黄褐色　粘土小ブロック微量

3　黄褐色　礫多量，粘土粒子中量

第3号墳周溝土層解説

1　黒　色　粘土粒子中量，ローム粒子e焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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19　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量（腐植土含
有）

20　褐　色　ローム粒子多量
21窯　褐　ローム粒子少量，炭化粒子や鹿沼パミス微量（席埴土

含有）

22　明褐色　ローム粒子多量，炭化粒子・鹿沼パミス微量（腐植土
含有）

23　黒　色　ローム粒子・鹿沼パミス少量，炭化粒子微量（腐植土
含有）

24　＝黒　色　ロームブロック0焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微
量（腐植土含有）

25　黒褐色　ローム粒子中量，鹿沼パミス少量，焼士粒子・炭化粒
子微量（腐植土含有）

26　黒　色

27　黒　色

28　黒　色

29　黒　色

30　黒　色

31暗褐色

32　黒　色

33　黒褐色

34　黒　色

35　暗褐色

ロームブロック少量，炭化粒子微量（腐植土含有）
ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，鹿沼パミス・粘土粒子微量
ローム粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
（腐植土含有）

ローム粒子中量，粘土粒子微量
ローム粒子微量（腐植土含有）
ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
ローム粒子・粘土粒子微量（腐植土含有）
ローム粒子少量

4　黄褐色　粘土粒子・礫中量
5　黄褐色　粘土粒子中量，黒色土ブロック微量
6　黄褐色　粘土粒子・黒色土ブロック中量，礫微量

4　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子微量
5　黄橙色　ロー一一ムブロック多量

6　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
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第411図　第3号噴出土遺物実測図（2）
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第412図　第3号噴出土遺物実測図（3）

第3号噴出土遺物観察表（第410～412図）

淵。ii 0　　　　　　　　　　5cm

L－＿＋－＿　」

番号　　 器種 長さ（径）幅（孔径） 厚さ 査定 材質 特　　徴 出土位置 備考

DPl　　小玉 0．5 0．15 0．3 0．1 土製 断面形は長楕円形 主体部覆土下層 PL90

DP2　　　小玉 0．45 0．15 0．3 0．1 土製 断面形は長楕円形 主体部覆土下層 PL90

DP3　　小玉 0．5 0．15 0．25 0．1 土製 断面形は隅九長方形 主体部覆土下層 PL90

DP4　　小玉 0．45 0．15 0．3 0．1 土製 断面形は不整楕円形 主体部覆土下層 PL90

DP5　　　′ト玉 0．45 0．15 0．3 0．1 土製 断面形は隅丸長方形 主体部覆土下層 PL90

DP6　　　小玉 0．45 0．15 0，3 0．1 土製 断面形は隅丸長方形 主体郡覆土下層 PL90

DP7　　　小玉 0．45 0．15 0．35 0．1 土製 断面形は隅丸長方形 主体部覆土下層 PL90

DP8　　小玉 0．5 0．15 0．3 0．1 土製 断耐形は隅丸長方形 主体部覆土卜同 PL90

DP9　　小玉 0．45 0．15 0．3 0．1 土製 断面形は長楕円形 主体部覆土下層 PL90

DPlO　　小玉 0．5 0．15 0．3 0．1 土製 断同形は長楕円形 主体部覆土下層 PL90

DPll　　小玉 0．4 0．1 0．2 0．1 土製 断簡形は隅丸長方形 主体部覆土下層 PL90

DP12　　小玉 0．4 0．1 0．2 0．1 土製 断面形は隅丸長方形 主体郡覆土下層 PL90

DP13　　小玉 0．35 0．1 0．2 0．1 土製 断面形は隅九長方形 主体部覆土下層 PT．90

DP14　　小玉 0．4 0．15 0．2 0，1 土製 断面形は長楕円形 主体部覆土下層 PL90

DP15　　小玉 0．4 0．15 0．25 0．1 土製 断面形は長楕円形 主体都覆土下層 PL90

DP16　　小玉 0．4 0．1 0．2 0．1 土製 断面形は隅九長方形 主体部覆土下層 PL90

DP17　　小玉 0．4 0．1 0．25 0．1 土製 断面形は隅丸長方形 主体部覆土下層 PL90

DP18　　小玉 0．4 0．15 0．2 0．1 土製 断面形は長楕円形 主体部覆土下層 PL90

DP19　　小玉 0．4 0．1 0．25 0．1 土製 断面形は隅九長方形 主体都覆土下層 PL90

DP20　　小玉 0．4 0．1 0．25 0．1 土製 断面形は長楕円形 主体都覆土下層 PL90

DP21　　小玉 0．4 0．1 0．2 0，1 土製 断面形は不整楕円形 主体部覆土下層 PL90

DP22　　小玉 0．4 0．1 0．3 0．1 土製 断面形は長楕円形 主体部覆土下層 PL90

DP23　　小玉 0．4 0．15 0．3 0．1 土製 断面形は不定形 主体都覆土下層 PL90

DP24　　小玉 0．4 0．1 0．3 0．1 土製 断面形は長楕円形 主体部務上下間 PL90

DP25　　小玉 0．4 0．1 0．2 0．1 土製 断面形は隅九長方形 主体部覆土下層 PL90

DP26　　小玉 0．45 0．1 0．3 0．1 土製 断面形は隅丸長方形 主体部覆土下層 PL90

DP27　　小玉 0．4 0．1 0．2 0．1 土製 断面形は隅丸長方形 主体部覆土下層 PL90

DP28　　小玉 0．4 0．1 0．2 0．1 土製 断面形は長楕円形 主体部覆土下層 PL90

DP29　　小玉 0．45 0．1 0．25 0．1 土製 断面形は長楕円形 主体部覆土下層 PL90

DP30　　小玉 0．4 0．1 0．2 0．1 土製 断面形は長楕円形 主体部覆土下層 PL90

－　486　－
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番 号 器 種 長 さ （径 ） 幅 （孔 径 ） 厚 さ 重 量 材 質 特　　 徴 出 土 位 置 備 考

D P 3 1 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．3 0 ．1 土 製 断 面 形 は 長 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

D P 3 2 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 0 ．1 土 製 断 面 形 は 不 整 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

P L 9 0
D P 3 3 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 隅 丸 長 方 形 主 体 部 覆 土 下 層

D P 3 4 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 隅 丸 長 方 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

D P 3 5 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 不 整 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 90

P L 90
D P 3 6 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 不 整 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層

D P 3 7 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 隅 丸 長 方 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

D P 3 8 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 不 整 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

D P 3 9 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 隅 丸 長 方 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

D P 4 0 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 隅 丸 長 方 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

D P 4 1 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 不 整 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

D P 4 2 小 玉 0 ．4 0 ．15 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 不 整 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 90

D P 4 3 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 隅 丸 長 方 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 90

D P 4 4 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 隅 丸 長 方 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

D P 4 5 小 工 0 ．4 0 ．1 0 ．2 0 ．1 土 製 断 面 形 は 不 整 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

D P 4 6 小 玉 0 ．3 5 0 ．1 0 ．2 0 ．1 土 製 断 面 形 は 長 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

D P 4 7 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 不 整 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

D P 48 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 隅 丸 長 方 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 90

D P 4 9 小 玉 0 ．4 0 ．1 0 ．2 0 ．1 土 製 断 面 形 は 長 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 90

D P 5 0 小 玉 0 ．4 0 ．1 5 0 ．2 0 ．1 土 製 断 面 形 は 長 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

P L 9 0

P L 9 0

D P 5 1 小 玉 0 ．4 0 ．1 1 0 ．2 2 0 ．1 十 製 断 面 形 は 隅 丸 長 方 形 主 体 部 覆 土 下 層

D P 5 2 小 玉 0 ．4 1 0．1 3 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 不 整 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層

D P 53 小 玉 0 ．4 6 0 ．1 5 0 ．2 5 0 ．1 土 製 断 面 形 は 隅 丸 長 方 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

P L 9 0

P L 90

D P 54 小 玉 0 ．3 5 0 ．0 9 0 ．2 8 0．1 土 製 断 面 形 は 不 整 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層

D P 5 5 小 玉 0 ．4 1 0 ．12 0 ．2 7 0 ．1 土 製 断 面 形 は 不 整 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層

D P 5 6 小 玉 0 ．3 8 0 ．1 0 ．28 0 ．1 土 製 断 面 形 は 不 整 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 90

P L 9 0
D P 5 7 小 玉 0 ．4 2 0 ．1 3 0 ．3 0 ．1 土 製 断 面 形 は 長 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層

D P 5 8 小 ‡上 0 ．3 7 0 ．1 0 ．2 1 0 ．1 土 製 断 面 形 は 長 楕 円 形 主 体 部 覆 土 下 層 P L 9 0

D P 5 9 小 玉 ［0 ．4 ］ ［0 ．12 ］ 0 ．2 8 （0 ．1 ） 土 製 大 半 欠 損 主 体 部 覆 土 下 層

D P 60 小 玉 ［0 ．4 2 ］ ［0 ．1 ］ 0 ．2 6 （0 ．1 ） 土 製 大 半 欠 損 主 体 部 覆 土 下 層

D P 6 1 小 玉 － － 0 ．2 4 （0 ．1 ） 土 製 大 半 欠 損 主 体 部 覆 土 下 層

D P 6 2 小 玉 － － 0 ．2 1 （0 ．1 ） 土 製 大 半 欠 損 主 体 部 覆 土 下 層

番 号 種別 全 長 刃身 長 身幅 茎 長 重 量 特　　 徴 出土 位置 備　 考

M 92 直刀 （102） （83．2） 4．5 18．8 （14 73．2 ）
不均 等 両 開　 平棟 平 造 り　 茎 尻 は葉 尻　 目釘孔 2 か所

鉄 鉱付 着
主体 部 南西 壁 際

木質 遺存

PL 85 ・89

M 93 直 刀 43．2 35．5 2．9 7．7 296 ．9
均 等 南 関 ？ 平棟 平 造 り　 茎尻 は栗尻　 目釘 孔 1 か 所

目釘 遺 存
主 体 部北 東 壁際

目釘 遺存

PL85 ・89

番 号 種別 全 長 放 身 部 箆被 部 茎 部 重 さ 特　　 徴 出 土位 置 備　 考

M 94 鉄 嘉族 （14．1） 3．2 8．5 （2．4） （13．4） 長 頸鍍 群　 赦 身 部柳 葉 形 ，両 丸造　 茎部 下 半 欠損 主 体部 中 央 木 質遺 存 PL 90

M 95 鉄 鉱 （13．5） 3．5 7．5 （2．5） （7．8） 長 頚鍍 群　 銀 身 部柳 葉 形 ，両 丸造　 茎部 下 半欠 損 主体 部 中央 北 東壁 際 木 質遺 存 PL 90

M 96 鉄 鉱 （12．6） 3．3 6．2 （3．1） （6．0） 長 頸鉱 群　 銀 身部 柳 葉 形， 両 丸造　 茎 部 下半 欠 損 主体 部 中央 北 東壁 付 近 木 質遺 存 PL90

M 97 鉄 鉱 8 13．1） 2 ．9 7．5 （2．7） （9．3） 長頸 鉄 群　 銀 身部 柳 葉形 ， 両丸 造　 林 状 関 主 体部 中央 北東 壁 際 木質 遺存

M 98 鉄鉄 （13 ．3） 2．5 9．2 1．6 （10．7） 長頸 鍍群　 銀 身部 柳葉 形 ， 両丸 造　 辣 状 関 主 体 部 中央 PL90

M 99 鉄 放 （10．3） 3．2 （7．1）
－ （6．3 ） 長 頸 放群　 銀 身部 柳葉 形 ，両 九 造　 辣 状 関 主 体 部 中央 P L90

M lOO 鉄 嘉族 （11．6） 2．0 8．0 （1．6） （10．8） 長 頸鍍 群　 鉱 身部柳 葉 形 ，両 丸造　 台形 関 主 体部 中央
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番号 種別 全長 赦身部 箆被郎 茎部 重 さ 特　　 徴 出土位置 備　 考

M lO l 鉄鉱 賂4） 3 ．3 （3．1） －
（5．5） 長頚鉱群　 鉱身部柳葉形，両丸造　 頸部下半欠損 主体部中央南西壁際 P L90

M lO2 鉄鉱 （3．9） 3 ．5 （0．4） －
（2．3） 長頸赦群　 銀身部柳葉形，両丸造　 頚部欠損 主体部中央南西壁際

M lO3 鉄鉱 （6．4 ） 3 ．1 （3．3） －
（3．7） 長頸赦群　 鉱身部柳葉形，両丸造　 頸部下半欠損 主体部中央

M lO4 鉄鉱 （3．7） 3．4 軋3）
－

（2．5） 長頸鉱群　 鉄身部柳葉形，片丸造　 頚部欠損 主体部中央北東壁付近

M lO5 鉄鉱 （15．0ラ （3 ．4） 8．2 （3．4） （11．り 長頸鍍群　 銀身部片刃形，切刃造　 台形関 主体部中央 木質遺存

M lO6 鉄鉱 （5．7） （2．5） （3．2）
－

（3．4 ） 長頚鉱群　 銀身部片刃形，切刃造　 頸部下半欠損 主体部

M lO7 鉄鉱 3．0 3．0 － －
2．5 無茎鉱群　 銀身部三角形，平造 主体部中央南西壁際 木質遺存 PL90

M lO8 鉄鉱 2．8 2．8 － － 3．6 無茎鉱群　 鉱身部三角形，平造 主体部中央南西壁際 木質遺存 PL90

M lO9 鉄鉱 2．3 2．3 － － 2．7 無茎鉄群　 鉄身部三角形，平造 主体部中央 木質遺存 PL90

M llO 鉄鉱 2．2 2．2 － － 2．3 無茎鉄群　 銀身部三角形，平造 主体部中央南西壁際 木質遺存 PL90

M lll 鉄鉱 2．5 2．5 － － 1．6 無茎鉄群　 銀身部三角形，平造 主体部中央南西壁際 木質遺存 PL90

M l12 鉄鉱 （1．5） （1．5）
－ －

（2．1） 無茎鉱群　 銀身部三角形，乎造 主体部中央南西壁際 木質遺存 PL90

M l13 鉄鉱 （9．3 ） －
（5．2） （4．1） （8．7） 長頸鍛群　 銀身部欠損 主体部 中央南西壁際 木質遺存 PL9 1

M 114 鉄鉱 （10．7） －
（9．3） （1．4） （7．4 ） 長頚鍍群　 銀身部，茎部欠損　 棟状関 主体部中央北東壁付近 木質遺存

M l15 鉄鉱 （11．9） － （7．7） （4．2） （10．4） 長頸鉄群　 銀身部欠損　 台形関 主体部中央南西壁際 木質遺存 PL9 1

第4号墳（第413・414図）

位置　調査3区のやや南側で大グリットK7区に位置し，台地縁辺部の平坦な場所に位置している。

重複関係　第24号住居跡を，周溝が掘り込んでいる。

規模と形状　全体の形状を確認する事はできなかったが，主体部の位置や隣接する古墳の形状から判断すると

前方後円墳と考えられる。墳丘の主軸方向はN－730－Eである。前方部の周溝が末検出のため，全長は不明

である。後円部の周溝内径は約9。6mである。

墳丘　確認時では既に削平され，現存していないため，盛り土の構築状況等ほ不明である。

周溝　前方部の周港は不明であるが，後門部ではその大半を確認できた。第2号境と同様に，前方部は掘り込

みの浅い周溝が巡っていたと推測される。後門部周溝の上幅は0。7～0．9mで，下幅は0。4m，深さは0・1～0・2m

である。断面形は状を皇しているが，底面付近での確認であるため，正確な形状は不明である。

埋葬施設　括れ部のほぼ中央から確認された，木棺直葬である。墳丘の主軸方向と軒一方向に構築されている。

墓境の規模は，長さ3．3m，上幅1．44～工54mの長方形で，深さは0。25～0。28mである。主体部の腐植土含有層

（第414図第7elト14）から，その中央部には木棺が置かれていたと考えられる。推定される木棺の直下には

粘土はなく，ローム士の地山であることから，木棺は墓壕の底面に直に置かれたと考えられる。裏込めは，木

棺の周囲が礫（川原石）混じりの褐色粘土を含む層（第414図第1・2・8層），さらに墓壕との間が明褐色土

と礫及び黒色士混じりの粘土で，突き固めている。木棺の大きさは，長さ2。1m，幅0。54～0・58mの箱形と考え

られるが，粘土部には側板の両端が北東方向では約0。25～30cm，南西方向では22～25cmほど小口よりも突出し

ていた痕跡が認められる。この突出部分は，墓墳底面から立ち上がり確認面付近まで連続して検出されている

ことから，木棺の側板と一体の構造と考えられる。この木棺の形状は，第3e5号項の主体部と同様である。

遺物出土状況　周港内からは，トレンチヤーによる混入と思われる土師器片8氏弥生土器片1点が出土して

いる。いずれも細片で，図示できない。主体部からほ，刀子1点が底面から出土している。M122は，主体部

の北東乳右側板寄りから束が北東の小口向きで出土している。束の周囲から，布目痕のある錆の固まりが検

出されている。鉄鉱や直刀等は，出土していない。

ー　488　－



こガサワ古墳群

所凰　裏込めの粘土は，純粋な粘土塊ではなく，礫やローム粒子が混入しているような黄白色の粘土質が用い

られている。副葬品が刀子のみであることはタ　同じ構造をもつ第3・5号壇とは異なっている。また，主体部

の向きが本跡のみ北東向きで，第203。5号壇はほぼ900異なる北西向きである。このことが，何を意味し

ているのかタ　今後の検討課題である。時期軋　古墳の形態や隣接する古墳との比較から古墳時代後期（6世紀

末～7世紀前葉）と考えられる。

第4号墳主体部土層解説
1　黒　色

2　黒褐色

3　黒褐色

4　異　色

5　黒褐色

6　黒　色

7　黒褐色

ロームブロック微量

ローム粒子・粘土粒子微量
粘土粒子少量，ローム粒子微量
ローム粒子・粘土粒子中量
粘土粒子微量（腐植土含有）

粘土粒子少量，粘土ブロック微量（腐植土含有）
粘土ブロック微量（腐植土含有）

第4号墳裏込め土層解説

1　黒　色　ローム粒子も炭化粒子・粘土粒子少量
2　橙　色　ローム粒子多量，粘土粒子・礫中量，焼土粒子・

炭化粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック0焼土粒子微量

4　褐　色　ローム粒子多量，粘土粒子中量，礫少量，炭化粒
子微量

5　明褐色　ローム粒子多量，炭化粒子や礫微量
6　橙　色　ローム粒子多量，粘土ブロック微量
7　明褐色　ローム粒子多量，礫少量，粘土粒子微量

8

9

1

0

は

1

2

1

3

摘

黒　色　ローム粒子少量

黒褐色　ローム粒子微量（腐植土含有）
里
一
暗
黒

褐色　粘土粒子・礫微量
褐色　粘土粒子微量（腐植土含有）

褐色　粘土粒子・礫・ローム粒子微量（腐植土含有）
黒褐色　粘土粒子少量（腐植土含有）
黒褐色　粘土粒子・礫微量（腐植土含有）

8　橙　色　ローム粒子多量，粘土ブロック中量，礫微量
9　明褐色　ローム粒子多量，黒色土ブロック少量

10　暗褐色　ローム粒子多量，今市…七本桜パミス中量，炭化粒子少
Eヨ

巌

11褐　色　ロームブロック中還，黒色土ブロック少量，焼土粒
子・炭化粒子微量

12　褐　色　ローム粒子多量，今市…七本桜パミス少量，炭化粒子微
量

13　暗褐色　ローム粒子多量

第4号墳周溝土層解説

1黒　色　炭化粒子少量，ローム粒子0焼土粒子微量　　　　　　2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第堵相田　第4号墳実測図
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第414図　第4号墳・出土遺物実測図

第4号墳出土遺物観察表（第414図）

番号 種 別 全 長 刃身 長 身幅 茎 長 重 量 特　　 徴 出土 位置 備　 考

M 12 2 刀 子 （13．5） （7．8 ） 2．1 5．7 26．0 刀 身部 一一一部 欠損　 両閲 主体 部 中央 南東 壁際 木 質遺 存　 PL 8 9
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こガサワ古墳群

第5号墳（第415・416図）

位置　調査3区のやや北側で太グリッ付7区に位置し，台地縁辺部の平坦な場所に位置している。

重複関係　第11号住居跡を，周溝が掘り込んでいる。

規模と形状　墳丘の形状は，主体部の位置や隣接する古墳を参考に判断すると，前方後円墳と考えられる。墳

丘の主軸方向は，N－430－Eである。全長は，前方部の周溝が未検出のため不明である。後門部の周溝内径

は約11．4mで，やや楕円形状である。

墳丘　削平され，現存していないため，盛り土の構築状況等ほ不明である。

周溝　前方部の周溝は，確認されていない。後門部周溝の上幅は0。8～1。1mで，下幅は0。6～0．9m，深さは0．16

～0・21mである。断面形は状を皇しているが，ほとんど底面付近であるため，正確な形状は不明である。第2

号境と同様に，前方部は掘り込みの浅い周溝が巡っていたと推測される。

埋葬施設　括れ部のほぼ中央から確認された，木棺直葬である。木棺の主軸方向は，墳丘の主軸方向と直交し

て構築されている。墓壕の規模は，長さ3・68汀主上幅1．48～1。62町下幅1。34～1。42m，深さ0。2～0．25mで，直

方体状である。第3・4号境と同様に，その中央部には木棺が置かれていたと考えられる。想定される底板の

直下には，粘土層が確認されていないことから，木棺は墓境の底面に直に置かれていたと考えられる。しかし，

底面の構築方法は，第3・4号境の墓壕では，底面は掘り込んだ地山そのものをを利用しているが，本跡は深

めに掘り込んでから，粘土ブロック混じりの褐色土で平坦に調整している。裏込めは，褐色土と礫及び黒色土

混じりの粘土で構成され，木棺と墓境の間に版築されている。木棺の大きさは，長さ約2．22m，幅約0胤mの

箱形と考えられるが，粘土部には側板の両端が小口よりも北西方向に約45～50cm，南東方向には35～38cm突出

していた痕跡が認められる。この突出部分は，墓墳底面から立ち上がり確認面付近まで連続して検出されてい

る。この木棺の形状は，第3・4号項の主体部と同様である。

遺物出土状況　周構内からは，撹乱による混入とみられる弥生土器片1氏土師器片8点が出土している。44

の土師器相は，周溝の覆土中から出土しているが，耕作による撹乱土中のため混入と考えられる。主体部から

は，刀子1点，鉄鉱10点，弓飾鋲5点が出土している。刀子は主体部の中央部から，鉄鉱は中央部よりやや北

西寄りから一括して確認され，鉄身は北西向き（主体部の長軸方向）で出土している。弓飾鋲は，南東部付近

から一括して出土している。

所見　埋葬施設は，第3・5号墳と同様の構築方法である。副葬品は，主体部の撹乱が認められないことから，

埋納当時の位置と考えられ，それらは整然と配置されている。被葬者が北西枕であったと推定すると，左手側

の胸部付近に鉄鉱を，腹部付近に刀子を，左足付近に弓を副葬品として納めたと考えられる。時期は，形状や

鉄製品から古墳時代後期（6世紀末～7世紀前葉）と考えられる。

第5号墳主体部土層解説

1黒褐色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量，ロームブロッ
ク・焼土粒子微量

2　黒褐色　粘土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子・鹿沼パミス少量，炭

化粒子微量

第5号墳墓込め土層解説
1　明褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　橙　色　ローム粒子多量，粘土ブロック・礫少量

3　明褐色　ローム粒子多量，粘土粒子・炭化粒子・礫少量
4　明褐色　ローム粒子・粘土粒子多量，礫中量，炭化粒子徴

巨ヨ

至翠＿

5　褐　色　ローム粒子・炭化粒子多量
6　褐　色　ローム粒子・粘土粒子多量，炭化粒子少量，礫微

Eヨ

里

7　明褐色　ローム粒子多量，炭化粒子・粘土粒子微量

4　暗褐色　粘土粒子・ローム粒子中量，鹿沼パミス少量，炭化粒
子・今市一七本桜パミス微量

5　暗褐色　ローム粒子多量，粘土粒子・鹿沼パミス微量
6　黒褐色　ローム粒子少量，粘土粒子・鹿沼パミス・炭化粒子微

にヨ
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褐　色　ローム粒子多量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量
明褐色　ローム粒子・粘土粒子中量，炭化粒子・礫少量

黄
褐
黄

褐色　ローム粒子多量，粘土粒子・礫少量，炭化粒子微量

色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，粘土粒子・礫微量
褐色　ローム粒子多量，炭化粒子・礫微量

褐　色　ローム粒子多量，粘土粒子・炭化粒子・礫微量
褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
明褐色　ローム粒子多量，礫少量，炭化粒子・粘土粒子微量
黄褐色　ローム粒子多量，炭化粒子・粘土粒子・礫少量
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第5号墳周溝土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子少量

⑥

礫中量，粘土粒子少量，炭化粒

粘土粒子少量，炭化粒子微量
粘土粒子・炭化粒子・礫少量
礫中量，粘土粒子少量，炭化粒

21赤褐色　ローム粒子多量，粘土粒子少量，炭化粒子微量
22　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
23　明褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
24　明褐色　ローム粒子多量，ロームブロック中量，炭化粒子微量

3　褐　色　焼土粒子中量
4　暗褐色　ロームブロック微量

／

！

葺

5　黒褐色　ロームブロック中量
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第416図　第5号墳実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

［－　；　　　！



0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

M131　　　　　　　　M132

一◎

M127　　　　　　　　　　　M128

第417図　第5号墳出土遺物実測図

第5号墳出土遺物観察表（第417図）
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＜

㊤　M138

5cm
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番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

44 土師器 壷 ［12．4］（10．5） 長石・石英 黄橙 普通 口綾部内面パケ日嗣整体部内面へラナデ 復円部周溝覆土下層 30％

番号 種別 全長 刃身長 身幅 茎長 真正 特　　 徴 出土位置 備　 考

M 123 刀子 17．3 11．2 1．9 6．1 30．2 両関 主体郎中央 木質造存PL89
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ニガサワ古墳群

番号 種別 全長 鉱身部 箆被部 茎部 重さ 特　　 徴 出土位置 備　 考

M 124 鉄鍛 ・14．0 3．8 5．3 4．9 16．9 長頸鉄群　 鉱身部柳葉形，両丸造　 台形関 主体部中央 木質遺存 P L91

M 125 鉄鍛 （12．2） （3．5） 4．4 4．3 （13．0） 長頸放群　 数身部三角形，両丸造　 台形関 主体部中央 木質通有 PL 91

M 126 鉄鉱 （11．9） （2．8 ） 4．4 4．7 （11．9） 長頸鉱群　 数身部三角形，両丸造　 台形関 主体部中央 木質遥存 PL 91

M 127 鉄鉱 （12．1） （3．5） 4．3 4 ．3 （11．9） 長頸赦群　 銀身部柳葉形，両丸造　 台形関 主体部中央 木質遺存 PL 91

M 128 鉄鉱 12．0 4．0 4．2 3．8 12．6 長頸鍍群　 銀身部柳葉形，両丸造 主体部中央 木質遺存 PL91

M 129 鉄鉱 （12．3） （2．1） 5ユ 5．1 （11．9） 長頸鉱群　 銀身部柳葉形，両丸造　 台形関 主体部中央 木質遺存

M 130 鉄鍛 （12．7） （3．1） 4．2 5．4 （13．4） 長頸赦群　 銀身部柳葉形，両丸造　 台形関 主体部中央 木質遺存

M 13 1 鉄鉱 （12．4） （3 ．1） 3．9 5．4 （10．8） 長頸鍍群　 銀身部柳葉形，両丸造　 棟状関 主体部中央 木質遺存 P L91

M 132 鉄鉱 12．3 3．3 3．5 5．5 12．4 長頸鉱群　 鉱身部柳葉形，両丸造　 辣状関 主体部 中央 木質遺存 P L91

M 133 鉄嘉族 （4．7） 4．4 － －
（6．3 ） 無茎数群　 銀身部三角形，両丸造 主体部中央 木質遺存 PL 91

番号 種別 全長 頭部間長 頭部径 断面径 重さ 特　　 徴 出土位置 備　 考

M 134 弓飾鋲 ほ 2） 2．0 （0．6） 0．5 （1．6） 頭部片側 は潰れ 主体都南東端 木質付着 PL91

M 135 弓飾鋲 （3．4） 2．0 絶 7） 0．5 （1．9） 頭部片側は潰れ， もう一方の頭部 は欠損 主体部南東端 木質付着 P L91

M 136 弓飾鋲 （2．3） （1．9）
－ 0．5 （1．3） 頭部欠損 主体都南東端 木質付着 P L91

M 137 弓飾鋲 （2．2） （1．9）
－ 0．4 賂 9） 頭部欠損 主体都南東端 木質付着 P L91

M 138 弓飾鋲 （3．0） 2．0 － 0．5 （1．5） 頭部片側は潰れ，もう一方の頭部は欠損 主体都南東端 木質付着 P L91

表9　こガサワ古墳群古墳一覧表

番 号 位 置 墳　 形
墳 丘

主 軸 方向

規　　　 模 （m ）

埋 葬 施 設

周　　　　 溝 （m ）
新 旧 関係

（旧→ 新 ）全 長 高 さ
前 方

部 幅

前方

部 長

括 れ

部幅

後 方

部 径
上幅 下幅 深 さ 遺 物 （混 入 も含 む）

1 L 9 ㌦ M 9 円 N m4 1 0 －W 2 9 ．8 1．3 － － － － 横 穴 式石 室
1．9～

4．6 5

1．5㌦

3．0 5

0 ．3 2 ～

0．56

土 師 器， 須 恵器 （横 瓶 ，長 頸意 ， 広 口壷 ，

婆 ）， 鉄 鉱

2
L 8 ・9，

K 8 ・9
前 方 後 門 N か3 0㌧ E 3 1．0 且4 18 ．0 1 2 ．0 19 ．5 横 穴 式木 室

1．7～

3．0

0．6㌦

1．3

0．4 ～

1．4
土 師器 ，直刀 ，鉄 鉱 ， 馬具（轡 ） S I1 8 ・2 1一寸

本 跡→ S I2 2

3 K 7 ・8 前 方後 門 N －4 5 0－E － － － － 7．5 1 6 ．3 木 棺直 葬
1．1ノ㌦

1．5

0．9 ～

1．0

0．2 ㌦

0．3
直 刀 ，鉄 鉱， 土 製小 玉

4 K 7 前 方後 円 N －73 。一E － － － － － 9．6 木 棺直 葬
0．7～

0．9
0．4

0．1～

0．2
刀子 S I2 4 → 本跡

5 J 7 前 方後 門 N m4 3 0 －E － － － － － 1 1．4 木棺 直 葬 0．8 ～

1．1

0．6 ㌦

0．9

0．16 ㌦

0．2 1
刀子 ， 銑鉄 ， 弓飾 鋲 S Il l → 本跡

（3）平安時代

当該期の遺構としては，竪穴住居跡1軒，土坑1基を確認した。住居跡は，第2号項の後門部周藩士に位置

している。以下，遺構の特徴と遺物について記す。

①　竪穴住居跡

第題僧億腰腐（第418図）

位置　調査3区南部のK9j5区に位置し，北東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第2号項の周溝，及び第23号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3。85m，短軸3。75mのほぼ方形で，主軸方向はE－110－Sである。壁高は25～70cmで，やや

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，あまり踏み固められていない。

竃　東壁中央に付設され，壁外に35cmほど三角形状に掘り込んで構築している。袖部は，すでに崩れているた

め形状は不明であるが，わずかに砂質粘土が確認されている。規模は，焚口部から煙道部までの長さが98cm，

両袖部の幅は，推定で工05mである。袖部は床面上に砂質粘土を貼り付けて構築している。火床部は楕円形で，

床面を5cmほど皿状に掘りくぼめている。火床部は被熟し，赤変硬化している。煙道部は，火床部から緩やか

に外傾して立ち上がっている。
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萄土層解説

1黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　5　褐灰色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子・焼土ブロック微量，6　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック微量　　　　　　7　暗褐色　炭化粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
4　褐灰色　粘土粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片27点が出土している。194・195の土師器嚢は，竃内の覆土下層から破片で出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から平安時代（10世紀）と考えられる。

「 ］

「1

＼フ 1
⊃

J
メ

古ln
第418図　第22号住居跡・出土遺物実測図
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ニガサワ古墳群

第22号住居跡出土遺物観察表（第418図）

番号 種　 別 器 種 口 径 器高 底 径 胎　　 土 色 ．調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備考

194 土 師 器 襲 ［25．6］ （17．0） 長石 ・石英 浅黄 橙 普 通 体 部 内 ・外面 へ ラ ナデ 奄 内 覆土 下層 15％

195 土 師 器 婆 ［17．1］ （13．6） 長 石 ・石英 ・雲 母 にぷ い橙 普通 体 部 内 ・外面 へ ラナ デ 車 内 覆土 下層 10％

②　土坑

第2号土坑（第419図）

位置　調査3区中央部のJ8i4区に位置し，束へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2・00m，短軸0．97mの隅丸長方形で，深さ30cmである。長軸方向はN－240－Eで，壁は外傾

して立ち上がり，底面はほぼ平坦である。

覆土　2層からなる。各層中にロームブロックが混入していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　色　ロームブロック・焼土粒子・白色粒子微量　　2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・白色粒子微量

遺物出土状況　須恵器1点が，出土している。333の杯は，覆土第1層の上部から逆位で出土している。

所見　骨片や副葬品は確認されていないが，遺構の特徴や遺物の出土状況から墓境と考えられる。時期は，出

土土器から平安時代（9世紀前半）と思われる。

㊥　　l
A42．2m

ll震－1三
第419図　第2号土坑・出土遺物実測図

第2号土坑出土遺物観察表（第419図）

333

‾し、⊥ノー

L　　　；　　　！

番号種　別器種∪径器高底径胎　　土色調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　考

333須恵器杯10．3 3．8 6．6長石・石英灰褐普通体部内・外面梼ナデ　底部回転へラ切り後ナデ調整 覆土1層100％PIjl

（4）その他の遺構と遺物

当調査区からは，時期不明の遺構として掘立柱建物跡1棟，土坑30基が確認されている。以下，その遺構の

特徴について記載する。

（∋　掘立柱建物跡

第1号掘立柱建物跡（第420図）

位置　調査3区中央部，J8g8区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と構造　梁行1間，桁行2間の側柱建物跡である。規模は桁行4．15m，梁行3．50m，面積14．5m2である。
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桁行方向はN－900－Eで，柱間寸法は桁行2．02～2．24m，梁行3．40～3．55mである。

柱穴　柱穴の掘り方は，Pl・2・4・6が長軸0．77～0．96m，短軸0．68～0．85mの長方形，P3・5が軸長

0．78～0．89mの隅丸方形である。深さは0．43～0．76mである。断面形は箱形を空し，壁面はほぼ直立している。

覆土　7層からなる。柱の抜き取り痕は，仝柱穴で確認できた。第1～3層が抜き取り痕の土層，第4～7層

が埋土である。第4～7層がよく締まっている。

柱穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子少量
4　黄褐色　ロームブロック中量

5　黒　色　ロームブロック中量

6　黒　色　ロームブロック少量

7　黒褐色　ロームブロック微量

遺物出土状況　出土していない。

所見　規模や構造から倉庫の可能性が高い。桁行方向が東西向きで，第2・3号掘立柱建物跡の方向とは大き

くずれてしまうことから，これらとは構築時期が異なると考えられる。時期は，不明である。

七h91
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②　土坑

当調査3区からは，31基の土坑が確認されている。形状が明確な土坑については文章で，その他は一覧表

で示すことにする。

第3号丑坑（第421図）

位置　調査3区中央部のJ8j5区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2・19m，短軸1・06mの長方形で，深さ34cmである。長軸方向はN－90－Wで，壁は外傾して

立ち上がり，底面はほぼ平坦である。

覆土　2層からなる。覆土のほとんどが一層で占められていることや，各層中にロームブロックが混入してい

ることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　色　ロームブロック・白色粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量　2　黒褐色　ロームブロック中量

遺物出立状況　混入と考えられる土師器片5点と須恵器片3点が，出土している。334の須恵器杯は，覆土中

から出土した混入と思われる破片である。

所見　詳細な時期は不明であるが，混入土器から9世紀後半以降に構築されたと考えられる。形状や覆土の堆

積状況から，墓境の可能性が考えられる。

第4号丑坑（第421図）

位置　調査3区中央部のJ8j3区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2・48m，短軸0・92mの隅丸長方形で，深さ27cmである。長軸方向はN－110－Wで，壁は外傾

して立ち上がり，底面はほぼ平坦である。

覆土　2層からなる。各層中に，ロームブロックが混入していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　色　白色粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量　　2　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子・焼土粒子微量

遣物出土状況　混入とみられる土師器片3点が，出土している。335の土師器嚢は，覆土の第1層中から出土

しているが，細片のため混入と思われる。

所見　骨片や副葬品は確認されていないが，形状や覆土の堆積状況から，墓境の可能性が考えられる。時期は

不明である。

第8号豊坑（第421図）

位置　調査3区中央部のK8b4区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸1・62m，短軸0・81mの隅丸長方形で，深さ35cmである。長軸方向はN－50－Wで，壁は外傾

して立ち上がり，底面はほぼ平坦である。

覆土　3層からなる。覆土全体にロームブロックが混入していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　色　白色粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　　3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量

遺物出立状況　出土していない。

所見　骨片や副葬品は確認されていないが，形状や覆土の堆積状況から，墓壕の可能性が考えられる。時期は

不明である。
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第醐尊皇坑（第421図）

位置　調査3区中央部のK8d4区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2。05m，短軸0．81mの長方形で，深さ43cmである。長軸方向はN－30－Eで，壁は外傾して

立ち上がり，底面は皿状である。

覆土　6層からなる。各層中に，ロームブロックが混入していることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1黒　色　白色粒子中量，ロームブロック微量　　　　　　　4　黒褐色　ロームブロック少量

2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子微量　　　　　　　　　5　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック・白色粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

遣物出土状況　混入とみられる土師器片1点が出土しているが，細片のため図示できない。

所見　骨片や副葬品は確認されていないが，形状や覆土の堆積状況から，墓壕の可能性が考えられる。時期は

不明である。

第瑠3号丑坑（第421図）

位置　調査3区中央部のK8d4区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第14号土坑に，壁面を掘り込まれている。

規模と形状　長径1。18m，短径1。11mのほぼ円形で，深さ44cmである。壁は外傾して立ち上がり，底面は揺り

鉢状である。

覆土　8層からなる。レンズ状堆積を呈していることから，自然堆積と思われる。

土層解説
1黒　色　ローム粒子・白色粒子中量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・白色粒子微量

遺物出立状況　出土していない。

所見　時期・性格とも不明である。

5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子微量

7　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック少量

第帽号蓋坑（第421図）

位置　調査3区中央部のJ8i3区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長径1。59m，短径0。68mの楕円形で，深さ22cmである。長径方向はN－00で，壁は外傾して立ち

上がり，底面は平坦である。

覆土　3層からなる。覆土の大半が一層で占められていることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒　色　炭化粒子・焼土粒子微量
2　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　出土していない。

所見　時期・性格とも不明である。

3　黒褐色　ロームブロック少量

第膵考丑坑（第421図）

位置　調査3区中央部のJ8e6区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸1．40m，短軸0．94mの隅丸長方形で，深さ31cmである。長軸方向はN－460－Wで，壁は外傾

して立ち上がり，底面は平坦である。
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覆豊　2層からなる。層中に，ロームブロックが混入していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　色　ロームブロック・焼土粒子・白色粒子微量　　　　　2　黒褐色　ロームブロック少量

遣物出立状況　出土していない。

所見　時期・性格とも不明である。

第柑尊堂坑（第421図）

位置　調査3区中央部のJ8f4区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第5号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1・67m，短軸0。69mの隅丸長方形で，深さ29cmである。長軸方向はN－670－Eで，壁は外傾

して立ち上がり，底面は平坦である。

覆丑　2層からなる。各層中に，ロームブロックが混入していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量 2　黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック微量

遺物出藍状況　混入とみられる土師器片1点と須恵器片2点が，出土している。336の須恵器高台付杯は，覆

土中から小破片で出土している。耕作による混入と考えられる。

所見　時期e性格とも不明である。

第2の尊皇坑（第421図）

位置　調査3区中央部のJ8f5区に位置し，東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第4号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1。63m，短軸0068mの隅丸長方形で，深さ56cmである。長軸方向はN－670－Eで，壁は外傾

して立ち上がり，底面はほぼ平坦である。

覆土　4層からなる。各層中に，ロームブロックが混入していることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒　色　ロームブロック多量，焼土粒子微量
2　黒　色　ロームブロック多量

3　黒　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　混入とみられる土師器片1点が，出土している。

所見　時期・性格とも不明である。

第2瑠考量坑（第421図）

位置　調査3区中央部のJ8g5区に位置し，束へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

重複関係　第5号住居跡の貯蔵穴を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1・25m，短軸1・10mのほぼ方形で，深さ12cmである。長軸方向はN－410－Wで，壁は外傾し

て立ち上がり，底面はほぼ平坦である。

遺物出土状況　礫が608点出土している。

所見　時期・性格とも不明である。
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第22号丑坑（第422図）

位置　調査3区南東端部のL9d4区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2．29m，短軸1．03mの長方形で，深さ31cmである。長軸方向はN－150－Eで，壁はわずかに

外傾して立ち上がり，底面は平坦である。

覆土　2層からなる。各層中に，ロームブロックが混入していることから人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量　　　2　黒褐色　ロームブロック中量，炭粒子・焼土粒子微量

遺物出土状況　混入とみられる弥生土器片4点，土師器片12点出土している。いずれも細片のため図示できない。

所見　骨片や副葬品は確認されていないが，形状や覆土の堆積状況から，墓壕の可能性が考えられる。時期は

不明である。

第23号丑坑（第422図）

位置　調査3区南東端部のL9C7区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2。24m，短軸1。05mの隅丸長方形で，深さ36cmである。長軸方向はN－50－Eで，壁は外傾

して立ち上がり，底面はほぼ平坦である。

覆土　4層からなる。各層中に，ロームブロックが混入していることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・炭化粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック微量

3　黒褐色　ロームブロック少量

4　黒褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　混入とみられる土師器片1点と須恵器片1点が，出土している。いずれも細片のため図示でき

ない。

所見　骨片や副葬品は確認されていないが，形状や覆土の堆積状況から，墓境の可能性が考えられる。時期は

不明である。

第別号丑坑（第422図）

位置　調査3区南東端部のL9d6区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2。60m，短軸0。73mの隅丸長方形で，深さ49cmである。長軸方向はN－70－Wで，壁は外傾

して立ち上がり，底面はほぼ平坦である。

覆土　単一層である。層中にロームブロックが含まれていることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

遣物出土状況　混入とみられる土師器片1点が，出土している。細片のため図示できない。

所見　時期・性格とも不明である。

第27号丑坑（第422図）

位置　調査3区南東端部のL9a7区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2。52m，短軸1。16mの隅丸長方形で，深さ40cmである。長軸方向はN－280－Wで，壁は外傾

して立ち上がっている。壁下にはU字状の溝が，掘り込まれている。溝には16か所のピット状のくぼみが検出

されている。溝は上幅11～16cm，下幅6～13cmで，深さ5～10cmである。底面中央部は，平坦である。
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覆土　4層からなる。各層がの堆積状況であることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　色　ロームブロック・焼土粒子微量　　　　　　　　3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量　　　　　　　　4　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出立状況　撹乱による混入とみられる土師器片47点が出土している。337の土師器台付嚢は，覆土中から

破片で出土している。

所見　時期・性格とも不明である。

第28号丑坑（第422図）

位置　調査3区南東端部のL9e6区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長径工36m，短径0。93mの楕円形で，深さ43cmである。長径方向はN－220－Wで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は，平坦である。

覆土　3層からなる。第1・2層に凝灰岩の小礫が混入していることから，人為堆積である。

土層解説

1黒　色　　ローム粒子・凝灰岩礫少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　　凝灰岩礫少量，ロームブロック・焼土粒子微量

3　暗褐色　　ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出立状況　混入とみられる土師器片6点と凝灰岩2点が出土している。土師器片は，いずれも細片のため

図示できない。

所見　時期・性格とも不明である。

第調号丑坑（第422図）

位置　調査3区南東端部のL9b6区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2．50m，短軸1．19mの隅丸長方形で，深さ44cmである。長軸方向はN－30－Wで，壁は外傾

して立ち上がっている。底面の中央には，長軸方向に上幅28cm，下幅15cm，深さ13cmの溝が掘られている。

覆土　3層からなる。第1層中に凝灰岩の礫が混入していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　色　ロームブロック・焼土粒子・凝灰岩礫微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

遣物出土状況　混入とみられる土師器片6点と須恵器片2点が出土している。いずれも細片のため図示できない。

所見　時期及び性格は不明である。

第3の号土坑（第422図）

位置　調査3区南東端部のL9d5区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸0．88m，短軸0．46mの隅丸長方形で，深さ18cmである。長軸方向はN－630－Eで，壁は緩や

かに外傾して立ち上がっている。底面の西端部には，径13cmの円形で深さ5cmのピットがある。

覆土　2層からなる。第2層中にロームブロックがわずかに混入しているが，微量であることから壁面の崩れ

による流れ込みと思われる。自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　2　黒褐色　焼土粒子中量，ロームブロック微量

遺物出土状況　出土していない。

所見　時期つ生格とも不明である。
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第割背旗載つ第422図）

位置　調査3区南東端部のL9d8区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸2．46m，短軸1。35mの隅丸長方形で，深さ38cmである。長軸方向はN－240－Wで，壁は緩や

かに外傾して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　4層からなる。覆土の大半にロームブロックが混入していることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1黒　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・白色粒子微量
2　異　色　ローム粒子・焼士粒子・白色粒子微量　　　　　　4　黒褐色　ロームブロック多義

遺物出立状況　混入とみられる土師器片9点が出土している。いずれも細片のため図示できない。

所凰　時期e性格不明である。
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第423図　第3・4・18・21・27号土坑出土遺物実測図

第3号土坑出土遺物観察表（第423図）

0　　　　　　　10cm

L　＿＿＿l＿＿＿＿＿l

番号種　別器種口径器高底径胎　　土色調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備考

334 須恵器杯－（1．5）［10．4］長石・石英灰普通体部内・外面横ナデ　休部下端回転へラ削り調整 覆土中5％

第4号土坑出土遺物観察表（第423図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備 考

33 5 土 師器 碧 ［14．7］ （3 ．2）
－

長 石 ・石 英 ・ス コ リ ア にぷい 橙 普 通 口緑部 内 面へ ラナ デ 覆土 第 1 層 5 ％

第18号土坑出土遺物観察表（第423図）

番 号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備 考

336 須 恵 器 高台 付 杯
－

（1．6） ［7．2］ 長石 ・石 英 灰 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り　 高 台 部貼 り付 け 後 内 ・外 面 ナ デ調整 覆土 中 10 ％

第27号土坑出土遺物観察表（第423図）

番号 種　 別 器 種 口径 器高 底 径 胎　　 土 色 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備 考

33 7 土 師 器 斐 ［12．1］ （4．9） －
長石 ・石 英 ・雲 母 にぷ い 褐 普 通 体部 外 面パ ケ 目調 整 ，内 面 へ ラナ デ 覆 土 中 5 ％

第21号土坑出土遺物観察表（第423図）

番 号 器 種 長　 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特　　 徴 出土 位 置 備 考

Q 4 6 砥 石 22．8 16．3 8．5 3 2 8 2 砂 岩 紙 面は 2 両 中央 部底 面

ー　506　－



ニガサワ古墳群

4　遺構外出土遺物

遺構確認時や工事及びトレンチヤーによる撹乱から，遺構に伴わない縄文時代から中世にかけての遺物が出

土している。ここでは，これらの出土遺物のうち特徴的な物について掲載する。

盛亀ヨ

第424図　遺構外出土遺物実測図（1）

鞠鞄確輸血謡痘酵酵癖汐

喝囁璃喝
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第425図　遺構外出土遺物実測図（2）

遺構外出土遺物観察表（第424・425図）

0　　　　　2cm

l i　！

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；　　　！

番号種　別器　種口径器高底径胎　　土色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備考

345 弥生土器広口壷［15．2］（10．0） 長石・石英にぷい褐普通

口唇部キザミ目施文　口縁部外面3条の腹帯が巡り，更に棒状工具

による押圧　頚部外面は櫛歯状工具（3本櫛歯）による縦区画後，区画

内に横走波状文充填

撹乱土中5％

357 弥生土器広口壷［21．8］（6．8）
長石・石英・

スコリア
浅黄橙普通

口唇部縄文原体による押圧　口緑部下端隆帯貼り付け後棒状工具に

よる押圧　頚部は櫛歯状工具（3本櫛歯）による縦区画後，区画内横走

波状文及び斜格子文施文

撹乱土中5％
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番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　　 考

358 弥生土器 棄 ［24．2 ］ 甘 4） 長石 ・石英 褐灰 普通
口唇部縄文原体 による押庄　 胴部外面附加条一種（附加 1 条）の
縄文施文 撹乱土中 5 ％

359 弥生土器 こことご覧E （4 ．1） ［8月］ 長石 ・石英 にぷい橙 普通 胴部外面 に附加条二種（附加 1 条）の縄文施文 撹乱土中 5 ％

360 弥生土器 、虫害貰 （＿3．1） ［8．4 ］ 長石 ・石英 にぷい褐 普通
胴部外面に附加条二種（附加 1 条）の縄文施文
底部に布 目痕有 り 撹乱土中 5 ％

36 1 弥生土器 士当互 （2．9） ［14．6］ 長石 ・石英 にぷい褐 普通 胴部外面に附加条二種（附加 1 条）の縄文施文 撹乱土中 ％

362 土師器 杯 14 ．7 5．0 7．7 長石 ・石英 浅黄橙 普通 内面へラ ミガキ　 底部回転へラ切 り後ナデ調整 撹乱土中
95 ％

P L83

363 土師器 高台付杯 ［15．0］ 6．2 8．0 長石 ・石英 にぷい橙 普通 内面へラ ミガキ　 底部回転へラ削 り調整　 内面黒色処理 撹乱土中
60％
P L83

365 土師器 柑 ［13．8 ］ （6．1） － 長石 ・石英 浅黄橙 普通 目線部外面へラナデ，内面ナデ　 体部内 ・外面へラナデ 撹乱土中 70 ％
内・外面摩滅PL83

366 土師器 台付薬 ［14．8］ （5．4）
－

長石 ・石英 浅黄橙 普通 休部外面パケ目調整，内面へラナデ　 S 字状口緑 撹乱土中 10 ％

367 土師器 台付嚢 ［15．6］ （4．4 ） －
長石 ・石英 ・

雲母
浅黄橙 普通 休部外面パケ目調整，内面へラナデ　 S 字状目線 撹乱土 中 10％

368 土師器 台付婆 ［16調 （4．1） － 長石 4 石英 にぷい褐 普通 体部外面パケ目調整，内面へラナデ　 S 字状口緑 撹乱土中 5 ％

369 土師器 台付襲 ［12月］ （4．4）
－

長石 ・石英 浅黄橙 普通 休部外面パケ目調整，内面へラナデ　 S 字状口縁 撹乱土中 10％

372 土師器 襲 ［14．8 〕 （9．7） － 長石 ・石英 暗灰黄 普通 休部外面パケ目調整，内面へ ラミガキ 撹乱土中 15％

373 土師器 甑 －
（10．7） 6．6 長石 ・石英 浅黄橙 普通 体部外面パケ目調整，下端へラ削 り 撹乱土中 40 ％

内面剥離

T P 40 縄文土器 鉢
－

（6．8 ）
－

長石 ・石英 ・
雲母 褐灰 普通

口唇部にヘラ状工具 によるキザミ目　 口縁部 に半裁竹管によ
る押 し引 き文施文 表採 阿王台Ⅱ PL93

T P4 1 縄文土器 鉢 － （4．4） －
長石 ・石英 ・

雲母
にぷい橙 普通 隆帯 に沿って角押 し文施文 表採 加曽利 E ⅢPL93

T P42 縄文土器 鉢 － （3．3） －
長石 ・石英 ・

雲母 褐灰 普通 直線的磨消帯が垂下 し，区画間に単節縄文 L R を施文 表採 加曽利 E II PL93

T P43 縄文土器 鉢
－

（6．1）
－

長石 ・石英 ・
雲母 にぷい橙 普通 隆帯に棒状工具 による押庄有 り 表採 阿王台Ⅲ㌦ⅢPL93

T P 44 弥生土器 ムニたこご （4．4） …
長石 ・石英 ・

灰褐 普通
口唇部及び口縁部下端に縄文原体 による押庄　 頚部に櫛歯状

撹乱土中 P L93竺E 雲母 工具（櫛歯数不明）による縦区画後，区画内に横走文施文

T P 45 弥生土器 ・ここモご・竺E （5．2）
長石 ・石英 ・

雲母
灰褐 普通

櫛歯状工具（4 本櫛歯）による綻区画後，区画内に横走波状文施
文 撹乱土中 PL 93

T P46 弥生土器 壷 （4．2 ） 長石 ・石英 橙 普通
頚部に櫛歯状工具（3 本櫛歯）による横走波状文施文　 胴部 に附
加条二種（附加 1 条）の縄文施文 撹乱土 中 PL 93

T P47 弥生土器 壷 （3．6） 長石 ・石英 浅黄橙 普通
頚部下位に櫛歯状工具（櫛歯数不明）による横走波状文施文
胴部 に附加条一種（附加 2 条）の縄文施文 撹乱土中 PL93

T P48 弥生土器 壷 （4．5）
－

長石 ・石英 明黄褐 普通 附加条二種（附加 1 条）の縄文施文　 羽状構成 撹乱土中 PL93

T P49 弥生土器 壷 （2．8） 長石 ・石英 にぷい橙 普通 附加条二種（附加 1 条）の縄文施文 撹乱土中 P L93

T P 50 弥生土器 壷 （2．4 ） 長石 ・石英 浅黄橙 普通 附加条二種（附加 1 条）の縄文施文　 底部 に布目痕有 り 撹乱土中 P L93

番号 器　 種 長さ （径） 幅 （孔径） 厚 さ 重量 材　 質 特　　 徴 出土位置 備考

D P 74 球状土錘 7．9 1．1 4．3 14 5 土製 外面に指頭庄痕有 り 確認面撹乱部

D P 75 球状土錘 2．3 0．5 1．9 7．5 土製 外面に指頭庄痕有 り 確認面撹乱部

Q 49 磨石 5．9 58 4．1 137 凝灰岩 1 面に磨 りの痕跡有 り 確認面撹乱部

番号 種　 別 径 厚 さ 重　 量 材　 質 初　 鋳　 年 出土位置 備　 考

M 3 天聖元宮 2．5 1．0 2．8 青銅 1023年 T M ul墳丘中央部撹乱土中 北宋　 PL93
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表10　ニガサワ古墳群住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形

規模 （m ）
壁高

（cm ）
床面 壁　 溝

巨　 部　 施　 設

覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物 時　 期
備　 考

（旧→新）長軸　 ×　 短軸

（径）　 （径）

主柱

穴

貯蔵

穴

ピッ

ト
炉・
竃

出入

［コ

1
ト8eO

N w20㌧E
隅丸

長方形

巨 52 ×4 ・41
5 、34 平坦

－ 4 炉1 1 人為 弥生土器 （壷） 弥生後
期後半

本跡→SK 15

2 B 7d 7 N －120－W 隅丸方弄3　　 6．48 ×6．30 29 ㌦42 平坦 一部 4 1 11 炉1 1 人為 土師器 （聾）
′

4 世紀後半

3 J8d4 N 1 5 ㌧E 方形 5，07×5．00 7～17 平坦 － 4 1 炉1 1 人為 土師器 （高年 ・柑 ・婆） 4 世紀後半

4 J8f5 N －26 0－W 方形 5．53 ×5．50 15 、29 平坦 － 4 1 2 炉1 1 ′ 人為 土師器 （杯 ・高杯 ・柑 ・壷 ・襲 ・甑） 4 世紀後半 本跡→SI5 ・
S K l ・20

5 J8g4 N m310－W ［方形］ 6．51× ［6．45］ 11 ㌦30 平坦 － 4 1 2 炉2 1 人為 土師器 （椀 ・高年 ・柑 ・壷 ・婆） 4 世紀後半 SI4→本跡→
SK l ・18 ・21

6 J8fl N －280－W 方形 7．60 ×7．39 19 ～36 平坦 － 4 1 2 炉1 1 人為 土師器 （器台 ・柑 ・壷 ・台付嚢 ・襲） 4 世紀後半

7 J8hO N －8㌧W ［方形］ 4．73 × ［4 ．50］ 7 ～21 平坦
ほぼ
仝周 2 1 － 人為 土師器 （器台 ・襲） 4 世紀後半

8 K 8b8 N －370－E 不整方形 4．53 ×4．44 5 ㌔12 平坦
－ 4 － 4 炉1 1 人為 弥生土器 （壷） 弥生後期

後半

9 J8jl N N190－W 長方形 7．92 ×7．10 4 ㌦3 1 平坦
－ 4 － － 炉1 1 －

土師器 （器台 ・堵 ・壷 ・台付聾 ・
賓 ・甑） 4 世紀後半

10 K 8cl N m190－W 長方形 ［5．71］×5．46 11 平坦
… 3 － 1 － 1 － 4 世紀後半

11 J7j5 N －34。－W 方形 6．82 ×6．72 9～11 平坦 － 4 － 2 － 1 －
土師器 （聾） 4 世紀後半

本跡→

第5号墳

12 K 6dO N －360”W 長方形 7．35 ×6．20 5㌦22 平坦 － 4 1 2 － 1 人為 土師器 （器台 ・小形婆） 4 世紀後半

13 K 7e4 N －360ww 長方形 4．10 ×3．66 10㌦15 平坦 － 4 1 － － 1 人為 土師器 （婆） 4 世紀後半

14 K 9e2 N －lO〃W 長方形 9．57 ×8．28 16～42 平坦 仝層 4 1 19 炉1 1 人為
弥生土器 （壷），
土師器 （器台 ・柑 ・壷 ・聾） 4 世紀後半

15 J9h 2 N －220－W ［方形］ ［6．60］×6．01 20．、36 平坦
－ 4 1 － 炉1 1 人 土師器 （柑 ・嚢） 4 世紀後半

16 J8bO N －17。mw ［長方形］ 5．85 × ［4．82］ 20 平坦
－ 1 － － － － 人為 土師器 （高年 ・器台 ・柑 ・聾） 4 世紀後半

17 K 9e5 N ル6 0－E ［長方形］［5．43］× ［4．86］ 8～15 平坦 間仕切 4 1 14 － 1 － 土師器 （聾） 4 世紀後半

18 L9el N u510－W ［隅丸方形］［5．42］× ［5．15］ 11 ～14 平坦 － 3 － － 炉1 － 自然
弥生土器 （壷），

土師器 （鉢 ・壷 ・台付聾 ・嚢）
4 世紀後半

本跡→
第 2 号墳

19 L9C7 N －5 0－E 方形 4．28 ×4．15 4 一、14 平坦 － 3 － 1 炉1 2 人為 弥生土器 （壷），土師器 （嚢） 4 世紀 本跡→SK 31

20 L8灼 N －200－W 方形 7．74 ×7．17 15～28 平坦 一部 4 1 1 － 1 自然 土師器 （柑 ・壷 ・台付嚢 ・嚢） 4 世紀後半

2 1 C 7h 9 N －250－E
隅丸

長方形
（3．26）×2．98 2 ～10 平坦 － 4 － －

炉1 1 人為 弥生土器 （壷）
弥生後期

後半
本跡→

第 2 号墳

22 K 9j5 E －110－S 方形 3．85×3．75 25～70 平坦
－ － － －

竃1
－ － 土師器 （婆）

平安

（10 世紀）
SI23第 2 号墳

→本跡

23 K 8j5 N －410－W
隅丸

長方形
［4．72］× ［3．83］

－
平坦

－ 3 － － 炉1 1 － 弥生土器 （広口壷） 4 世紀後半
本跡→

第 2 号墳S I22

24 K 7d6 N M640－W ［長方形］ ［5．12］× ［3．90］ 1～3 平坦 一部 4 1 2 炉1 1 － 土師器片 4 世紀
本跡→

第 4 号項

25 Jlh2

J6f5

N －520－W 方形 3．74 ×3．63 35 ～55 平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦 も

4

2

4

4

4

4

3

4

4

4

4

3

4

3

4

3

4

1

1

1

1

1

1

3

3

1

7

2

2

8

1

竃 1

炉1

炉1

炉2

炉1

炉2

炉1

炉1

炉1

炉1

炉1

炉1

竃1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

2

1

人為

自然

自然

人為

自然

人為

自然

人為

自然

人為

人為

人為

人為

人為

人為

人為 ≠

土師器 （杯 ・高台付杯 ・婆），
須恵器 （杯 ・襲）

平安 （9 世
紀後半）

本跡→
SI41 ・SK 35

本跡→S B3

本跡→S I40

→SK 34

26 N －180－W
隅丸

長方形 4．45 ×3．70 2 弥生土器 （壷） 弥生後期
後半

27 J6d8

J7b5

J7a6 ！

可

工7iO

I8h2

I7侶

I可

可

I7fl i

I6g9 i

I8el i

J7可

J7可

I7可

J7a可

J8a3 i

N －8 0－W 隅丸方形 4．55 ×4．45 2 弥生土器 （壷） 弥生後期
後半

4 世紀後半28 N －220－W 方形 5．55 ×5．50 20㌦25 －
土師器 （杯 ・高杯 ・柑 ・壷 ・

台付薬 ・婆）

29 N ル400uw 隅丸方形 3．25 ×3．20 4 ～12
－ 弥生土器 （壷）

弥生後期

後半

30 N －430－W 隅丸方形 9．50 ×9．35 2 1～32 仝周 土師器 （器台 ・柑 ・壷 ・台付嚢 ・嚢） 4 世紀後半

31 N －14。－W 方形 5．60 ×5．55 4 ～6
－ 土師器 （壷 ・婆） 4 世紀後半

32 N ル180uw 長方形 6．30 ×5．44 28 ㌦35 － 土師器 （器台 ・壷 ・台付薬 ・婆） 4 世紀後半

33 N h250－W
隅丸

長方形 6．60 ×4 ．70 8 ～23 － 土師器 （器台 ・増 ・壷 ・台付薬 ・婆） 4 世紀後半

34 N －1100－W ［方形］ ［4．68］×4．33 4～6 － 土師器 （台付嚢 ・嚢） 4 世紀後半

35 N －130－W 方形 7．58 ×7．43 38～42 仝周 土師器 （柑 ・壷 ・台付薬 ・襲） 4 世紀後半

36 N w180uw 長方形 4．52×3．66 5～13 土師器 （鉢 ・壷） 4 世紀後半

37 N m780－W 方形 4．38 ×4．12 15 土師器 （嚢 ・壷） 4 世紀後半

38 N －73。－E ［長方形］ 4．95 ×4．30 － 弥生土器 （壷）
弥生後期

後半

39 N －9 0－W 方形 6．55 ×6．40 33～40 全周 土師器 （壷 ・襲），弥生土器 （壷） 4 世紀後半

40 N 7 3D－E ［長方形］［3．16］ × ［2．28］ 12

2～6

まぼ全域

土師器 （杯 ・嚢）
平安 （10 世

紀前半）
SI39→本跡→
S K43 ・64

可
N －53㌧E 長方形 3．07 ×2．98 竃1 土師器 （聾） 平安 （10世

紀前半）
SI30→本跡→

SK 35

本跡→SK 61

42 i N け250可 方形 4．90×4．80 炉1 土師器 （襲 ・壷） 4 世紀後半

43 i N ”40 0可
隅丸 4 ．20 ×4．00

5 司
炉1 土師器 （壷 ・聾） 4 世紀後半

可 鞠 9 i E －5 0ws ！長方可 2・02 ×1・73 ！ 12 1
竃1

土師器 （壷 ・婆），
頁恵器 （杯 ・甑 ・多孔土器）

平安 （9 世
紀後半）

本跡…ケ

SK 33 ・39
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表11ニガサワ古墳群土塊一覧表

土坑

番号
位置 長径方向 平面形

規　　 模

壁面 底面 覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物
重複関係

（旧→新）開口部 （長径 ×
短径m ）

深 さ
（cm ）

1 J8g5 N …250　…W 不整楕円形 1．86 ×0．44 14 平坦 人為 S I4 ・5→本跡

2 J8i4 N －24 0　－E 隅丸長方形 2．00 ×0．97 30 外傾 平坦 人為 須恵器杯

3 J8j5 N 一一一一一一一90　－－－W 長方形 2．19 ×1．06 34 外傾 平坦 人為 須恵器杯　 土師器片

4 J均3 N …110　…W 隅丸長方形 2．48 ×0．92 27 外傾 平坦 人為 土師器婆　 土師器片

5 J均4 N －lO　…W 隅丸長方形 1．03 ×0．53 31 外傾 平坦 人為

6 K 8a3 N …310＋ルーW 楕円形 1．18 ×0．60 33 外傾 平坦 人為

7 K 8b3 N …43 0　…－E 不整三角形 0．74 ×0．54 14 外傾 平坦 人為

8 K 8b4 N …50＋W－W 隅丸長方形 1．62×0．8 1 35 外傾 平坦 人為

9 K 8a5 N －16 0　…W 不整三角形 0．95×0．6 1 17 外傾 平坦 人為

10 K 8C5 N －270　－E 円形 0．93×0．87 32 外傾 平坦 人為

11 K 8d4 N …3。－E 長方形 2．05×0．8 1 43 外傾 皿状 人為 土師器片

12 K 8C5 N …460　…E 楕円形 0．93×0．74 14－ 綾斜 平坦 人為

13 K 8d4 …
円形 1．18×1．11 44 外傾 皿状 自然 本跡→SK 14－

14 K 8d4 N －700　…E ［楕円形］ 独 82 ×0．4 1］ 10 外傾 平坦 人為 SK 13→本跡

15 J8eO N －370　－W 円形 0．77×0．68 104 外傾 皿状 人為 土師器片

16 J8i3 N －00 楕円形 1．59×0．68 22 外傾 平坦 人為

17 J8e6 N …460　－W 隅丸長方形 1．40 ×0．94 31 外傾 平坦 ’ 人為

18 J8斑 N －670　研一E 隅丸長方形 1．67 ×0．69 29 外傾

l

平坦 人為 須恵器高台付杯　 土師器片 SI5→本跡

19 J8i5 N －30＋一一W 楕円形 1．32 ×0．70 27 外傾 平坦 人為 土師器片　 須恵器片

20 J8f5 N …670　…E 隅丸長方形 1．63 ×0．68 56 外傾 平坦 人為 土師器片 SI4 －－－－十本跡

21 J8g5 N －410　…W 方形 1．25 ×1．10 12 外傾 平坦 人為 土師器片 SI5→本跡

22 L9d4 N …150　－E 長方形 2．29 ×1．03 31 外傾 平坦 人為 土師器片　 弥生土器片

23 L9C7 N －50　－E 隅丸長方形 2．24 ×1．05 36 緩斜 平坦 人為 土師器片　 須恵器片

24 L9d6 N …70　…W 隅丸長方形 2。60 ×0．73 49 外傾 平坦 人為 土師器片

26 K 甥7 － 円形 1．05 ×1．01 14 人為

27 L9a7 N …280＋一一W 隅丸長方形 2．52 ×1．16 40 外傾 平坦 人為 土師器台付薬　 土師器片

28 L9e6 N －220　－W 楕円形 1．36 ×0．93 43 外傾 平坦 人為 土師器片

29 L9b6 N －3 0＋一…W 隅丸長方形 2．50 ×1．19 44 外傾 平坦 人為

30 L9d5 N …630　…E 隅丸長方形 0．88 ×0．46 18 外傾 自然

31 L9d8 N …240　－W 隅丸長方形 2．46 ×1．35 38 外傾 平坦 人為 弥生土器片　 土師器片 S I19→本跡

33 I7g9 N －50　…E 隅丸長方形 1．65 ×1．48 75 外傾 平坦 人為 須恵器杯　 土師器杯 S I44 －→本跡

34 J7C5 N …210　－W ［隅丸長方形］ （1．05）×0．82 28 外傾 自然 土師器襲　 土師器片 SI39 ・40→本跡

35 I7h8 N …45。一W 楕円形 1．65 ×1．50 30 外傾 平坦 人為 SI30 ・4 1→本跡

36 J6f8 N －30　－E 長方形 1．92 ×0 ．72 34 外傾 平坦 人為 須恵器高台付杯

37 J7C7 N …80＋一一W 長方形 2．66 ×0．84 44 外傾 平坦 人為 土師器片

S I32→本跡
38 工8h2 N …180＋一…W

N －3e　－W

楕円形 1．58 ×1．32 35 外傾 皿状 人為 土師器片

39

40

I7g9

J7b7

円形

長方形

1．30 ×1．23

2．25 ×0．92

78

25

外傾

外傾

平坦

皿状

人為

人為

鉄製品　 けプ子）　 土師器片

土師器片

土師器片　 須恵器片

S I44→本跡

本跡一斗S I40

S K 51→本跡

4－1 I8f2 N －66 0　…E 楕円形 1．54 ×1．02 25 外傾 平坦 人為

42 J7a8 N …60　…－E 長方形 1．57 ×0．79 21 外傾 皿状 人為

43 J7C5 N …60　…E 長方形 1．42 ×0．69 32 外傾 平坦 人為

44 J7a8 N －91㌧一一W 楕円形 0．91×0．79 25 緩斜 皿状 人為

47 J7C5 N －22 0　－E 円形 1．14×1．08 35 外傾 平坦 人為 土師器片

50 I7f2 － 円形 0．62×0．62 41 外傾 皿状 人為 土師器襲　 土師器片

51 I7f2 N －220＋ルーW 楕円形 1，82×1．17 79 外傾 皿状 人為 本跡→S K 50
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土坑

番号
位置 長径方向 平面形

規　　 模

壁面 底面 穫土 主　 な　 出　 土　 遺　 物
重複関係

（旧→新．）開口部 （長径×
短径 m ）

深さ
（cm ラ

52 J7a2 N －llO＋－…W 長方形 2．35 ×0．85 25 外傾 皿状 人為

55 I7g9 N －390　…E 隅丸長方形 1．25 ×1．08 28 外傾 皿状 人為

56 J7cl N …60　…W 長方形 2．62 ×1．01 48 外傾 皿状 人為 土師器片

58 J7a6 N －100＋－…W 長方形 2．42× 1．03 38 外傾 平坦 人為 土師器片　 須恵器片

61 J8b3 N －80＋－…W 長方形 1．95×0．95 27 外傾 平坦 人為 土師器片 SI－43→本跡

62 J8d2 N …110　－W 長方形 2．10 ×0．78 24 外傾 皿状 人為

63 J8d5 N －100　－ E 長方形 1．71 ×0．67 21 平坦 人為 土師器片

64 J7C5 N …210　－ E ［隅丸長方形］ ［1．19］ ×0．63 14 外傾 平坦 人為 縄文土器片 SL 40→本跡
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第4節　ま　と　め

当遺跡で確認された遺構は，竪穴住居跡44軒，古墳5基，土坑53基である。時期は弥生時代から平安時代で，

中心となる時代は古墳時代の前期と後期である。第3節では調査区ごとに3区分して述べてきたが，ここでは

全体的に各時期における住居跡と遺物，及び古墳について特記すべき事柄を記述し，まとめとする。

1　住居跡及び出土遺物について

（1）弥生時代

当該期の住居跡は，台地縁辺部に沿って8軒確認されている。この時期の住居が縁辺部に構築されている事

は，二の沢A遺跡の場合と同様の傾向を示している。当遺跡から約10mほど下がった所に，ニガサワ遺跡が位

置しており，既に発掘調査の成果が報告されている。その調査成果によると，弥生時代の土器片が少量出土し

ているが，住居跡は確認されていない。その土器片のほとんどが，当遺跡と同じ時期の十王台式土器である。

また，当遺跡は3遺跡と近接し，そのうち谷を挟んで北西方向には二の沢A遺跡が，また北方向には二の沢B

遺跡が位置している。この両遺跡からは，当遺跡と同じ時期である十王台式土器を有する後期後半の住居跡が

確認されているが，最も隣接しているニガサワ遺跡からは土器片のみで，住居跡などの遺構は確認されていな

い。このことから，目的によって土地の使い分けをしていたと推測される。出土土器の大半が，弥生時代後期

後半に比定される十王台式土器であるが，他地域からの搬入と思われる土器片が少量出土している。附加条一

種（附加2条）の縄文施文の土器，目線部下端に貼り癌を有する土器がわずかにみられる。それらには胎土中

に石英粒子を多く含んでおり，県南地域の上稲書式土器に酷似していることから，当地城との交流があったも

のと考えられる。

（2）古墳時代

当該期の住居跡は31軒で，調査区城のほぼ全域で確認されている。時期は，大半が前期後半の範囲に収まる

と見られる。当該期の特徴として，住居跡間の規模差が大きいことが挙げられ，最大と最小では6倍近い開き

がある。住居跡の床面積は15～89m2で，平均では38．5m2である。床面積が，35扉以下を小瓶36～50m2を中晩

51nf以上を大形として三つに大別すると，小形17軒，中形6軒，大形6軒となる。中でも第14e30号住居跡は

大規模で，前者が約79琉後者が約89m2となる。小・中形の住居跡は調査区全体に散在しているが，大形のも

のは南北にある程度の距離をおいてほぼ1列に並ぶ配置となっている。特に大形の2軒は，北側と南側に離れ

て位置している。大形住居を中心として幾つかのグループを形成していたと思われる様相を呈しており，世帯

共同体的な性格であった可能性が考えられる。ただし，集落はさらに西側に大きく広がっていると推測される

ため，調査区は集落の一部にすぎず，断定するには無理がある。遺物の特徴としては，S字状目線の台付婆が

多数出土していることである。台付聾は全部で45点出土しているが，その内でS字状目線のものは31点あり，

全体の約7割を占めている。口縁部が欠損しているため断定はできないが，台部や体部の状況からS字状口縁

の可能性が考えられる物が他に2点ある。明らかにS字状口緑でない台付嚢は，第20・30号住居跡から出土し

ている187と260の2点のみである。口縁部から肩部まで確認できるのは6点で，そのうち横パケが認められる

物は1点のみである。この1点は赤塚次郎氏の分類のC類にあたる（1ノと考えられるが，その他はD類と見られ

る。このC類の目線部片は，第18号住居跡から出土している第388図177で，他とは異なる注目すべき点が認め
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られる。他のS字状日縁台付婆は，肩部の横パケより上位のパケ目が，向かって右上から斜め左下に引かれて

いるが，これは左上からから右斜め下に引かれている。当遺跡のC類でこのタイプのものはこれ1点だけで，

隣接する二の沢A e B遺跡タ　ニガサワ遺跡からほ出土していない。県内の他遺跡での類例をあたったが現段階

ではまだ確認されていない。当遺跡のS字状日縁台付聾は濃尾平野出土のものとはパケ昌の様相や胎土に異な

る点が見られる。遠江のS字状日縁台付婆の資料を数点実見したところ，当遺跡のものとパケ昌の深さや粗さタ

及び胎土の色がやや似ているという印象を受けた。今後，搬入品があるのか，在地の物なのか，台部と体部の

接合部に施される補充技法や胎土中の砂礫の様相など更に検討を加え，分析しなければならない。これらのS

字状日縁台付婆から，当時期においては東海地方との交流が盛んに行われていたと考えられる。

（3）平安時代

当該期の住居跡は5軒である。第40ゆ41号住居跡は，掘り込みが浅いため工事による削平を激しく受け言羊

細については不明な点が多々ある。第25号住居跡はタ　出土している須恵器杯から9世紀後半の廃絶と考えられ

る。竃の向きは，確認された5軒の中では唯一北向きである。他の4軒のうち第22・40・41号住居跡は10華脱

の廃絶と考えられ，竃の向きは南東から北東でおおよそ東向きとなる。このことは，二の沢A遺跡の同時期の

住居跡の竃の向きと同様である。第44号住居跡は，出土土器から第25号住居跡と同じ9世後半と考えられるが，

竃の向きは南東方向でしかも付設位置は南東コーナー部となっており，他の住居とは異質である。また，第44

号住居跡の床面近くからは，須恵器の多孔土器が正位で出土している。この土器は広口の婆形を呈しているが，

体部全体に径2～3cmの円孔が穿たれている。内面には底部から上方3cmほどの所に煤のような黒色の付着物

があるが，二次焼成の痕跡は肉眼では認められない。付着物の状態とその位置から推測すると，さらに中に杯

や器台のようなものを置いて用いられた可能性も考えられる。報告書等の資料で渉猟したが，現在のところ類

例が見あたらず，用途は不明である。今後の類例を待ってさらに検討が必要な貴重な資料である。

（4）集落の変遷について

前述したが，当遺跡には隣接して二の沢A遺跡，二の沢B遺跡（古墳群），ニガサワ遺跡の3遺跡が所在し

ている。調査の結果，これらは一連の遺跡と考えられるため，3遺跡を含めて集落の変遷について若干の検討

をしたい。住居は，弥生時代後期後半になると台地縁辺部に沿うように構築され集落を形成している。しかし，

確認されている4遺跡の住居跡の分布状況から推測すると，隣接するこの沢B遺跡が集落の中心となっていた

と思われる。さらに古墳時代前期になると集落の最盛期となり，その範囲は隣接する二の沢A遺軋二の沢B

遺跡（古墳群），ニガサワ遺跡を含み一体の集落を形成していたものと思われる。特に前期後半に最大軒数と

なり，谷津周辺に大規模な集落が形成されていた事がわかった。そして，同時期の住居跡の規模と分布状況か

ら，大形住居を中心として世帯共同体が構成されていたと推測される。この時期の土器片から籾痕が検出され

ていることから，稲作が行われていたと考えるのは自然であり，おそらくその共同体単位で作業に従事したも

のと想定される。また，前述したが今回の調査でS字状口縁台付嚢が多く出土していることから東海地方との

交流が盛んであった事がうかがえる。当遺跡の位置している台地は，那珂川の支流である藤井川と西田川に挟

まれているため，水上交通には大変利便の良い土地でったと思われることから，豊かな生活ぶりが想像される。

ところが，古墳時代中期になるとわずかに，こガサワ遺跡で10軋　二の沢A遺跡で1軒の住居跡が認められる

のみである。何らかの理由で，他に移動したものと考えられる。そして，後期では当地が墓域として利用され，

6世紀後半から7世紀代にかけて古墳群が形成されたことがわかった。しかし，この時期の住居跡は当遺跡を
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始め隣接する3遺跡でも確認されていない。また，平安時代（9世紀中葉）になると生活の場として再び利用

されて集落が形成され，10世紀まで続いたことがわかった。今回の調査では台地縁辺部のみの調査であるため

遺跡の全容はつかめなかったが，調査区内の住居跡の分布状況からさらに西側の台地奥に向かって大規模な古

墳時代前期及び平安時代（9世紀後半～10世紀前半）の集落が広がっていたものと推測される。

2　古墳について

既に第3節で各古墳の詳細について記載済みであるが，ここではさらに補足すべき点及び今後検討が必要と

思われる課題点を記すことにする。

（1）埋葬施設における検討課題について

第1号填　円墳（横穴式石室）

埋葬施設は，擬似両袖形を呈している半地下式の横穴式石室である。石材は凝灰岩（通称勝見沢石）で，当

遺跡から北西に4～5cmの地点に露頭が見られる。勝見沢石の詳細な分布調査を行っている大森信義氏の話に

よると，「この地域にかなり広範囲に堆積している火砕流である」とのことである。この分布域と当遺跡のす

ぐ東側を流れる西田川の上流に接点が見られることから，川を利用して運び込んだと推測される（第426図）。

玄室の切石は驚くほど精密に加工され現在も隙間の無いほど堅牢な構造となっており，大変高度な技術をもつ

指導者がいたと思われる。床石は，各壁際沿いから約20～25cm幅に聖で削った鋭い痕が点在しているが，中央

部分は整痕が消され平坦に調整されている。その範囲内が木棺等の安置場所となっていたものと推測される。

玄門部手前に横置きされて

いる切石を梱石と判断した

が，柱石の様な性格をもっ

ていた可能性も考えられ

る。羨道部の入り口部にあ

る切石とこの梱石との間の

土層は，粘土混じりの黒色

土の単一層となっている。

意図的に埋土された様相を

呈しており，玄室と羨道部

とに段差をつける事が目的

であった可能性がある。今

後，さらに類例をあたり構

築技術や石材の配置状況　第426図　凝灰岩（勝見沢石）の岩脈分布範囲とニガサワ古墳群（第1号墳）

など詳細な検討が必要で　　　　　　　　　　　　　　　　　（大森信義氏の調査より）

ある。

第2号墳　前方後円墳（横穴式木室）

地下式の横穴式木室である。以前からこのような埋葬施設は，木室墓，窯形粘土柳，窯塚，カマド榔，カマ

形木榔，横穴式木芯粘土室，横穴式壇室，粘土棺B類など様々な呼び方をされていたものである。ここでは，

これらを総称する言葉として，木材や粘土を使用して作られている横穴式の埋葬施設という意味で「横穴式木
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室」を用いることにした。当初は横穴式木芯粘土室と判断したがタ　調査の結鼠　芯となるべき木材や玄室の内

側に粘土の痕跡が検出されなかったことから，それとは様相が異なると考えられたからである。壁体は板材で

構築されていたと考えられるがタ支柱のピットやその木材等の痕跡は検出されていない。板材はタ主体部内の

土層中の腐植土含有層から，厚さは8～10cmと考えられる。確認時の木室内は，全体に黒色土を主とする覆土

が隙間無く満ちていた。これは木室内のから判断すると，墓道まで墳丘の土が堆積した状態で閉塞部が消滅し，

短期間に木室内にその土が流入したものと推測される。この閉塞が何で行われたが疑問点となるが，石材が全

くないことから板材の様な木材を用いたと考えられる。確認時にはタ天井板の被覆粘土が崩壊することなくほ

ぼ水平にその位置を保った状態で認められた。その形状から，天井部は平担に構築されていたと考えられる。

墓壕と木室の間は楔形状に裏込めされている点は，本項の特色の一つといえる。左右の粘土壁面から検出され

た，床面からほぼ直立する4本の筋はタ板材の継ぎ目のずれ跡と思われる。本境の木室の特徴をまとめると，

以下のようになる。

1形状は箱形。（長さ3。35m，幅1。05mタ　高さ0。95m）　　5　火化されていない。

2　本室内側に粘土は張られていない。　　　　　　　6　閉塞には木材が用いられた可能性が高い。

3　壁体は板材が用いられていた可能性が高い。　　　　7　石材，礫は使用されていない。

4　丸太等の芯材e柱材の痕跡は認められない。

横穴式木室はタ現時点ではまだ県内の報告例がないためタ県外の例と比較検討を行うことにする。横穴式木

室の主な分布地は遠江（2）（3㌔　伊乳　近江，摂軋和泉言町内，播凰　丹波，南加賀（4）が挙げられる。地域によ

り構造が異なり，かなり在地化が進んでいるものと思われる。木室の構造と地域差についてタ鈴木敏則氏は詳

細な検討を行いタ　その結果9形態が存在すると分析している（南加賀を除く）。本項の木室もも鈴木氏の分析時

を参考に検討してみたい。木室の断面形状でみると，大きく2つに分けることができる。断面形が三角形状e

台形状となる遠江I OⅢ型，和泉I型，丹波型，摂津型の

グループと，断面形が方形となる遠江Ⅲ型，伊勢I eⅢ型，

和泉Ⅲ型のグループである。三角形状。台形状の構造の特

徴は芦　主柱（棟持柱）を2本から4本（または用いない場

合もある）垂直に立てて棟木をのせタ　そこから側面付近の

床面に垂木をふきおろしたと考えられる。合掌形となり，

この垂木を芯として粘土を貼り付けた構造となっている。

方形の構造の特徴は，丸太または板材で壁面に沿って垂直

に立て芦　そこへ天井材を乗せたと考えられる。本項の場合

は後者のタイプとなるが，芯材芦　柱材の痕跡は認められず

板材が用いられていたと考えられることから，中でも伊勢

Ⅲ型に近いと思われる。しかし，伊勢Ⅱ型はコの字状に溝

を掘ってから壁材を立ているが，本項では掘り込みが床面

にないなど相違点がある。また，床石，閉塞石夕　袖石など

主体部のどこかには石が用いられている例がほとんどであ

るがタ　本壇では主産も石材の礫等ほ出土していない。在地

化の現象なのかタ　それともまだこれら以外の別系統を引く
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ニガサワ古墳群（第2号填）

♂

瓦屋西古墳群（D1号墳）

瓦屋西古墳群（B5号墳）　ブッショウジヤマ古墳群（第2号墳）

第428図　二ガサワ古墳群（第2号墳）と県外の横穴式木室
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ものなのか判断するのは現時点では困難である。横穴式木室の築造時期は，現在確認されているものでは6世

紀前半が最も古く東海地方に集中している。ほとんどが後半までにおさまるが，7世紀代にはいるものもわず

かに認められる。本項は，出土した轡から6世紀第3四半期が考えられる（6）が，伝世する事を考慮して6世紀

後半として広範囲におさえている。しかし，木室の長さほ3。3mで，これは鈴木氏の分類で6世紀中葉にあて

はまるA種に含まれると考えられることから，やはり轡の年代に近い構築時期が妥当と思われる。被葬者につ

いて，これまで幾人かの研究者により，須恵器工人説，仏教関連説，外来系・渡来系氏族軋小鍛治等の特殊

技能集団説が提唱されている。当遺跡の周辺には，木葉下・山田の須恵器窯跡が知られているが時期的に問題

が残る。当遺跡は，S字状口縁台付嚢の出土が多いこと，第1号墳からは湖西産の須恵器が数点出土している

ことなど，東海地方の影響を強く感じさせられる。他に関東では千葉と埼玉で確認されていると耳にしたが，

手元に資料が無く確認が間に合わなかった。今後の類例と周辺遺跡の調査結果をあたり，この特異な埋葬施設

がどのようにしてもたらされたのか，さらに検討を重ねる必要がある重要な古墳と考える。

第3～5号墳　前方後円墳（木棺直垂）

括れ部に位置する木棺直葬である。3基とも板を組み合わせた箱形の木棺と考えられる。いずれも側板が小

口から突出する構造となっている。どの主体部も大変よく似た形状及び構築方法であるが，幾つかの相違点が

見られる。第3号項と第4号項の木棺は，墓壕の掘り方の上に木棺が置かれている。しかし，第5号墳はやや

深めに掘り込みその後粘土と黄褐色土小石の混合土で底面を平坦に調整されている。木棺の側板の長さが，第

3号境と第5号壇は約3eOmであるが，第4号境は2・65mで1割以上短い。また，第3号境と第5号境の主体部

は墳丘の長軸に直交する状態に付設されているが，第4号境では墳丘の長軸方向と同一方向となっている。さ

らに，主体部からの出土遺物も大きく異なる。第3号墳からは直刀2振りと鉄鉱22氏第5号墳からは刀子1

点と鉄鉱10点，弓飾り鋲（両頭金具）5点が出土しているが，第4号墳からは刀子が1点出土しているのみで

ある。中でも第4号境は，第3・5号境と大きな相違点が認められる。これは，被葬者の立場によるものなの

か，その構築時期における特徴の1つと考えるべきなのか現時点では明確でない。

（2）鉄鉱について

鉄鉱が第2号境から82氏第3号境から28点，第5号項から10点の計120点が出土している。その120点の内，

鉄身の形状が判断できるもの97点を取り上げ大まかな分類と気づいた点を記載する。また，分類の手がかりと

して関義則氏の鉄鉱の分類と編年（7）を参考にさせていただいた。

第2号墳

鉄身の形状が判断できるものは68点出土している。三角系鉄は16点でその内有柄，無柄ともに8点ずつであ

る。他は，片刃箭系鉄が38点，柳葉系鉄が14点である。また，箆被部の関の形状が判断できるものは，片刃箭

系鉄で24点，柳葉系鉄で4点の計28点である。それらを関の形状別に細分すると片刃箭系鉄では台形関18点，

辣状関6点，柳菓系鉄では台形状関，棟状関ともに2点である○ここで注意しなければならないのは，前項の

本文中でも記載したが無柄の三角系鉄8点は追葬時の副葬品と思われる出土状況であることである。

第3号墳

鉄身の形状が判断できるものは19点出土している。三角系鉄は6点で，すべて無柄となっている。他は，片

刃箭系鉄が2点，柳菓系鉄が11点である。さらに，箆被部の関の形状が判断できるものは，片刃箭系鉄で1氏

柳葉系鉄で6点の計7点である。箆被の関の形状別は，片刃箭系鉱では台形関のみで1点，柳葉系鉄では台形

状関2点，辣状関4点である。
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遺存状態が良いため，10点とも鉄身の形状を判断することができる。三角系鉄は1点だけで，無柄となって

いる。それ以外は柳葉系鉄で，9点出土している。さらに，柳菓系鉄の箆被部の関の形状別細分は台形関7乱

麻状関2点である。

分類したそれぞれの系統別個体数を割合で比較すると，以下のような様相となっている。第2号境では，三

角系鉄24％，片刃箭系鉄55％，柳葉系鉄が21％となり，全体の5割強が片刃箭系鉄で占められている。箆被の

関の形状では台形関が71％ととなり，棟状に比べかなり割合的には多い。第3号境では，三角系鉄32％，片刃

箭系鉄11％，柳菓系鉄が57％となり，全体の6割弱が柳葉系鉄で占められている。箆被の関形状別では，台形

状関が43％，棟状関が57％で，ほぼ半数ずつである。第5号境では，柳菓系鉄が90％ととなり，片刃箭系鉄は

出土していない。箆被の関の形状別では，約78％が台形状関である。三角系鉄に関しては，有柄の鉄が出土し

ているのは第2号墳のみである。また，無柄のものでは，特に第3号境の6点に特徴がある。規格はほぼ統一

され，鉄身長が2。3～3．0cmで他に比べて極端に短い。第2号境の同形状のもので4・8～5・4cm，第5号境のもので

4．5cmである。おおよそ2分の1の鉄身長である。

関氏は古墳時代後期になると広根系鉄群（柄部が短く鉄身頭部が大きい一群）が減少し，代わって細根系鉄

群（柄部が長く鉄身頭部が小さい一群）が盛行すること，柄被部の関形状は直角関から台形状関に変化し6世

紀の第3四半期には棟状関が出現すること，片切刃造りのものが多くなりより小型化画一化するようになる

ことを指摘している。ここでは，柳菓系や片刃箭系の鉄が細根系の鉄群に当てはまる。第2号境では76％，第

3号項では68％，第5号境では90％が細根系である。また，棟状関の割合は第2号墳57％，第3号墳29％，第

5号墳22％である。各古墳から辣状関のものが出土していることから，3基とも6世紀後半以降の構築という

ことが考えられることになる。以上の結果から，3基の古墳の新旧関係を知る手がかりを得たいが，分析項目

によって新旧が入れ替わってしまう状況を示している。これは，出土した鉄鉱の個体数が大きく異なっている

こと，第2号境には追葬が考えられること，築造時期にあまり開きがない可能性があることなどが理由と思わ

れる。したがって，分類は一つの方向性を示唆しただけにすぎず，時期については直刀の分析と関連させて更

に総体的に再検討する必要がある。

（3）築造時期と周辺遺跡について

築造時期は，出土遺物や主体部の構造から，第1号境は7世紀前半，第2号境は6世紀後半が考えられる。

第3～5号境は，古墳の形状・規模，主体部の位置などから第2号境に続く時期が考えられよう。副葬品が，

第3号填，第5号填，第4号境の順に簡素化し，また後円部の径も同順に縮小していることから，副葬品と規

模の間に明らかに相対関係がうかがえる。これが築造時期の違いに起因していると仮定すると，第2号墳→

（第3号墳・第5号墳・第4号墳）→第1号境の順が一応想定されよう。

当遺跡のある舌状台地は，前述したが那珂川の支流である西田川，藤井川に挟まれている。さらに藤井川の

南には前沢川があり，周辺は谷津が樹枝状に入り込み幾つかの舌状台地が構成され入り組んだ地形となってい

る。以前からこの地域には多くの古墳群が周知されており，当舌状台地の縁辺部に沿って，さらに駒形端古墳

群，山ノ上古墳群，清水台古墳群，十万原古墳群が台地を囲むように所在している。特に駒形端古墳群は，当

遺跡から南へ300m程の近距離に位置し，現在でも前方後円墳の墳丘が認められる。この地域は，水上交通や

物流等の拠点として適していたと考えられ，その地の利を有効に生かして力をつけた首長の存在が想定される。

東海地方に多く見られる横穴式木室の技術や，S字状口縁台付嚢が当地に伝えられたこともそのような理由に
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よる可能性が考えられる。未調査のため詳細な時期は不明であるがヲ　これらの古墳群は当遺跡と一連のものと

予想されることから，今後の調査によっては，まだ横穴式木室を有する古墳が確認される可能性を含んでいる。

今回の調査で芦　当遺跡のある舌状台地が古墳時代後期日日軋紀後半から7世紀前半）の墓域であることがわか

った。当古墳群を有した集落がどこに位置していたかば，当遺跡の酋及び北側に位置している周辺遺跡の今後

の調査に期待したい。
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遺構確認状況

基本土層状況

第6号住居跡
完　掘　状　況



二の沢A遺跡

第10号住居跡
完　掘　状　況

第11号住居跡

完　掘　状　況

第12号住居跡
完　掘　状　況



第13号住居跡
完　掘　状　況

第17号住居跡
完　掘　状　況

第17号住居跡
遺物出土状況



二の沢A遺跡

第19号住居跡
完　掘　状　況

第22号住居跡
完　掘　状　況

第24号住居跡
完　掘　状　況



第28号住居跡
完　掘　状　況

第28号住居跡
遺物出土状況

第28号住居跡
遺物出土状況



二の沢A遺跡

第32号住居跡
完　掘　状　況

第39号住居跡
完　掘　状　況

第40号住居跡
完　掘　状　況



第41号住居跡
完　掘　状　況

第43号住居跡

完　掘　状　況

第44号住居跡
完　掘　状　況



二の沢A遺跡

第45号住居跡
完　掘　状　況

第46号住居跡
完　掘　状　況

第46号住居跡
遺物出土状況



第48号住居跡
完　掘　状　況

第49号住居跡
完　掘　状　況

第49号住居跡
遺物出土状況



二の沢A遺跡

第50号住居跡
完　掘　状　況

第51号住居跡
完　掘　状　況

第52号住居跡
完　掘　状　況



第54号住居跡
完　掘　状　況

第56号住居跡
完　掘　状　況

第57号住居跡
完　掘　状　況



二の沢A遺跡

第58号住居跡
完　掘　状　況

第59号住居跡
完　掘　状　況

第62号住居跡
完　掘　状　況



第63号住居跡
尭　掘　状　況

第64号住居跡
完　掘　状　況

第66号住居跡
完　掘　状　況



二の沢A遺跡

第67号住居跡
完　掘　状　況

第71号住居跡
完　掘　状　況

第72号住居跡
完　掘　状　況



第72号住居跡
遺物出土状況

第73号住居跡

完　掘　状　況

第75号住居跡
完　掘　状　況



二の沢A遺跡

第76号住居跡
完　掘　状　況

第80号住居跡
完　掘　状　況

第84号住居跡
完　掘　状　況


